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@ 広 報 だ より 
世界 の 地下 鉄 」 の 今秋 出版 が 決定 (その ら ) 
ーー5 年 ふり の 全面 改訂 版 一 
人 @ 車 両 紹介 東武 鉄道 株 式 会 社 新型 通勤 車両 70090 型 ロン グ / ク ロス シー ト 転 損 車 両 の 概要 に つい て 





新しい 旅 の 
エ テ チ ケット 


感染 リス ク を 避け て 
安心 で 楽し い 旅 行 






控え め に 。 


笑顔 で 会 釈 の 
旅 美 人 。 





こま め に 換気 、 
フレ ッシュ 外気 は 
旅 の ご ち そ う 。 


旅 ゆ け ば 、 
何 は と も あれ 、 
手洗 い ・ 消 毒 。 


お し ゃ べり を 
ほとほと に し で 、 
味わう グル メ 。 





ーー 還 
毎朝 の 健康 チェ ッ ク は 、 
お し ゃ れ な 旅 の 
身だしなみ 。 


マス ク 着 け 、 
私 も 安心 、 
周 り も 安心 。 





混ん で た ら 、 
今 は や め て 、 
後 か ら ゆ っ くり 。 





問 あ け 、 
ゆっ た り 並 べ ば 、 
気持 ち も ゆ っ た り 。 





お みや け げ は 、 
あれ これ 触ら ず 
目 で 選 ぼ う 。 


ひと り 一 人 の 協力 が 、 み ん な の 楽し い 旅 を 守り ます 


旅行 連絡 会 協力 : 国 土 交通 省 ・ 観 光 店 


旅行 連絡 会 ・・・ 交通 機関 や 宿泊 ・ 観 光 施設 等 の 旅行 関係 業界 の 業界 団体 等 で 構成 。 詳 し く は 、 https://www.jata-net.or.jp/virus/ を 参照 くだ さい 。 
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世界 に 冠たる NAGOYAMM を め さ し て 


て 地下 次 は 名 古屋 の まち の 活性 化 に 真 献 し ます て 





1. は じ め に 

名 古屋 市 で は 、 昨 年 度 策 定 し た 「 名 古屋 市 総合 計画 2 0 2 3」 に お いて 、 令 和 12 (2030) 年 
頃 を 見 据え た まち づく り の 方 針 と し て 、『 新 し い 時 代 に ふさ わし い 豊 か な 未来 を 創る ! 世界 に 
冠たる 「NAGOYA」 へ 』 を 掲げ て いま す 。 

この 計画 に お いて 重要 な 柱 と な る の は 、 第 1 に 、 令 和 8 (2026) 年 の 「 第 20 回 アジ ア 競 技 大 会 
の 開催 」 で す 。 オ ー ル 名 古屋 で 受入 環境 の 整備 を 進め る と と も に 、 名 古屋 の 魅力 の 創出 ・ 発 信 
や スポ ー ツ を 活か し た まち の 活性 化 、 共 生 社 会 の 実現 な ど 、 そ の 開催 の 効果 を 最大 限 発 揮 で き 
る よう し っ か り と 準備 を 進め ます 。 第 2 に 、「 リ ニア 中 央 新幹線 の 開業 」 で す 。 絹 い 経 済 力 を 基 
盤 に 、 産 業 交流 の 活性 化 や 防災 性 と 利便 性 の 向上 に 向け た 都市 機能 強化 な ど 、 リ ニア 中 央 新 幹 
線 の 効果 を 最大 限 引き 出す 投資 を ソフ ト ・ ハ ー ド 双方 と も 積極 的 に 行い ます 。 

また 、 本 市 は 、 令 和 元 (2019) 年 7 月 に 「SDG s 未来 都市 」 の 選定 を 受け まし た 。 ア ジア 
競技 大 会 の 開催 都市 と し て 、 そ し て スー パー・ メ ガリ ー ジ ョ ン の 中 心 都市 と し て 本 市 の 特性 ・ 
特長 を 活か し つつ 、 先 端 技術 と 強力 な 産業 の 力 に 支え られ た 先進 モビ リティ に よる 高い 利便 性 
と 、 自 然 が 身近 に 感じ られ る 快適 な 環境 が 調和 し た 誰 も が 安心 し て 活動 で きる 都市 の 実現 に 向 
けた 取り 組み な ど 、SDG s の 理念 に 基づく 経済 ・ 社 会 ・ 環 境 が 調和 し た まち づく り を 進め ま 
5 

本 市 の 市 域内 に お ける 公共 交通 の 約 9 割 を 市 バス ・ 地 下 鉄 が 担っ て お り 、 ま ち づ く り に お い 
て は 誰 も が 公共 交通 を より 快適 で 便利 に 利用 で きる よう 様々 な 取組 み が 必 要 で ある た め 、 平 成 
31 (2019) 年 3 月 に 個別 計画 と し て 名 古屋 市 営 交 通 事業 経営 計画 2 0 2 3」 を 策定 し まし た 。 
本 稿 で は 、 そ の 計画 に 掲げ た 取組 み の 一 部 を ご 紹介 し ます 。 





2. 地下 鉄 の あゆ み 

名 古屋 市 営 交 通 事業 は 、 大 正 I1 (922) 年 8 月 に 名 古屋 電気 鉄道 (株 ) か ら 市 内 電車 事業 を 
買収 し 、 名 古屋 市 電気 局 を 創設 し て 、 市 電 と し て 運行 を 開始 し た こと に 始ま り 、 令 和 4 (2022) 
年 に は 、 市 営 交 通 100 周 年 を 迎え ます 。 

名 古屋 は 、 東 京 や 犬 阪 と 異な り 、 民 間 鉄 道 は 都市 間 輸 送 を 担い 、 都 市 内 輸送 は 踏面 電車 と 市 
バス が 担っ て いま し た 。 その 後 、 人 口 の 増加 や 自動 車 交通 に よる 道 踏 混 雑 の 激化 に 対応 する た 
め 、 新 た な 交通 機関 と し て 地下 鉄 の 整備 を 進め 、 昭 和 32 (1957) 年 11 月 、 東 山 線 名 古屋 ・ 栄 町 
間 2.4km で 、 東 京 ・ 大 阪 に 続い て 日 本 で 3 番目 と な る 地下 鉄 の 営業 を 開始 し まし た 。 
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その 後 も 順次 整備 を 進め 、 平 成 16 (2004) 年 10 月 に は 、 名 城 線 名 古屋 大 学 ・ 新 瑞 橋 間 5.6km 
の 開業 に より 1 周 26.4km 2 し 、 全 国 初 の 地下 鉄 環状 運転 ( 右 回 り ・ 諾 回 り ) 
を 開始 し まし た 。 名 城 線 の 環状 線 化 に より 、 そ れ ま で 放射 状 に 形成 され て いた 地下 鉄 踏 線 網 は 、 
環状 線 と 各線 と の 乗換 駅 の 増加 に より 、 目 的 地 ま で の 所 要 時 間 の 短縮 、 利 用 料金 の 低減 な ど 、 
利便 性 ・ 効 率 性 が 大 きく 高まり まし た 。 

現在 で は 、 市 バス と 一 体 と な っ て 、6 路 線 93.3km の 路線 網 に より 市 内 全域 で 交通 サー ビス を 
提供 し て お り 、1 日 当たり 運転 キロ 189 千 km を 走行 、1 日 当たり 乗車 人 員 133 万 人 の お 客 様 を 輸 
送 し 、 市 内 交通 の 基幹 的 な 役割 を 果たし て いま す 。 1] 日 当たり 運転 キロ 及び 乗車 人 員 は 令 和 元 
年 度 決算 見 込 ) 


し.) 地下鉄 素 内 較 早 = キー を ei 
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3. 「 名 古屋 市 営 交通 事業 経営 計画 Se の 取り 組み 

交通 局 で は 、 少 子 化 ・ 高 齢 化 の さら な る 進行 に 伴う 人 口 構造 の 変化 、 南 海 ト ラフ を 農 源 と す 
る 大 規模 地震 な どの 自然 災害 、 訪 日 外国 人 旅行 者 数 の 増加 な どの 取り 巻く 状況 の 変化 に 適切 に 
対応 する と と も に 、 第 20 回 アジ ア 競 技 大 会 、 リ ニア 中 央 新幹線 (品川 一 名 古屋 間 ) の 開業 な ど 
を 見 据え て 、 計 画 的 に 対応 し て いく 〈 必 要 が ある こと か ら 、 平 成 31 (2019) 年 3 月 に 令 和 元 (2019) 
年 度 か ら 令 和 5 (2023) 年 度 ま で を 計画 期間 と する 「 名 古屋 市 営 交 通 事 業 経営 計画 2 0 2 3」 
を 策定 し まし た 。 

計画 で は 以下 の 理念 を 定め まし た 。 












「 新 た な ステ ー ジ へ 」 





舌 を 名 古屋 市 半 通 同 は 、 安 開 量 斬 完 の も と 、 快 敵 補 、 恒 利 補 電 
積 柱 的 に 高中 る こと に より 、 座 も が 安 選 し て 利用 で 寺 飼 両 パ ス ・ 
地下 誠 存 目指 し ます 。 


ここ で は 、 計 画 に 掲げ る 4 つの 施策 と その 主 な 事業 に つい て 紹介 し ます 。 


1) 安全 ・ 安 心 の 推進 

お 客 さ ま に 、 安 全 ・ 安 心 に ご 利用 いた だ ける 地下 鉄 に する た め 、 安 全 対 策 の 強化 、 自 然 災 害 
へ の 備え 及び 計画 的 な 維持 管理 を 進め ます 。 
ア 可動 式 ホ ー ム 笠 の 整備 

ホー ム の 安全 性 の 向上 の た め 、 平 成 14 
(2002) 年 度 上 飯田 線 、 平 成 23 (2011) 年 
度 桜通 線 、 平 成 27 (2015) 年 度 東山 線 に 整 
備 を 行い まし た 。 現在 、 名 城 線 ・ 名 港 線 で 
整備 を 行っ て お り 、 令 和 3 (2021) 年 3 月 ま 
で に 全 34 駅 に 設置 先 了 の 予定 で あり 、 残 る 
稚 舞 線 に お いて も 和 令 和 8 (2026) 年 アジ ア 
競技 大 会 開催 まで に 整備 する 方 針 で す 。 

イ 地下 鉄 構造 物 の 耐震 補強 

東日本 大 岩 炎 の 経験 を ふま え 、 安 全 性 を 
高め 、 早 期 復旧 を 図る こと が で きる よう 耐 
岩 補 強 を 実施 し て いま す 。 


も や 二 ー 呈 幸 …。 
ーー | ド 
名 城 線 ・ 名 港 線 可 動 式 ホー ム 棚 





2) 快適 ・ 便 利 の 向上 
お 客 さ ま に 、 よ り 快 適 で 、 よ り 便 利 に ご 利用 いた だ ける 地下 鉄 に する た め の 環 境 づ くり を 進 
め ま す 。 
ア 地下 鉄 駅 の リニュ ー ア ル 
地下 鉄 開業 か ら 60 年 以上 経過 し て いる こ 
と や 、 明 る くく 清潔 感 の ある 快適 ・ 便 利 な 駅 
空間 を 提供 する た め 、 開 業 後 50 年 以上 経過 
し た 駅 に つい て 、 駅 全体 の 名 ・ 床 ・ 天 井 ・ 
照明 な ど を 、 順 次 リニュ ー ア ル し ます 。 
特に 、 主要 駅 (名 古屋 駅 、 栄 駅 、 金 山 駅 ) 
に つい て は 、 名 古屋 の 顔 と し て ふさ わし い 
駅 と な る よう 個性 化 を 図り ます 。 
イ 駅 構内 トイ レ の リニュ ー ア ル 
訪日 外国 人 、 高 齢 者 を は じ め 、 誰 も が 快 
適 に ご 利用 いた だ く た め 、 全 て の 便器 の 洋 _ 還 計 
式 化 、 温 水洗 浄 便座 の 設置 を 実施 し ます 。 駅 構内 トイ レ 
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また 、 ご 利用 の 多い 駅 及び 観光 施設 最寄り 駅 に つい て は 、 ト イレ 内 装 改修 な ど を 順次 実施 し 
ます 。 

ウ エレ ベー ター の 整備 

駅 施設 の バリ アフ リー 化 を 推進 する た め 、2 つ の 路線 が 交差 する 駅 の うち 、 改 札内 で エレ 
ベー ター に よる 乗換 え が で き な い 駅 の エレ ベー ター を 整備 し ます 。 

また 、 交 差 駅 で 地上 へ の エレ ベー ター が 1 つ し か な く 〈 く 多く の 利 用 者 が 向かう 方 面 に エレ ベー 
ター が な い 駅 に つい て 新た に 整備 し ます 。 さ ら に 、 そ の 他 の 駅 に つい て も 利用 実態 の 調査 を 
行い ます 。 
エ ホー ム と 車両 の 段差 ・ 隙 間 の 解消 

名 城 線 ・ 名 港 線 に お いて 、 車 両 床 面 と ホー ム と の 問 に 大 きく 投 導 還 回 Pu 
差 が 生じ て いる 駅 が ある こと か ら 、 車 いす 利用 者 を は じ め 誰 も が Te 
乗降 し や すく する た め 、 可 動 式 ホー ム 棚 の 設置 に 引き 続き 、 ホ ー 議 生 請 
ム の か さ 上 げ を 行う ほか 、 ホ ー ム と 車両 の 隙間 解消 を 実施 し ます 。 
オ 地下 鉄 一 日 乗車 券 の 24 時 間 券 化 

名 古屋 に 宿泊 され る 旅行 者 な ど に 、 よ り 便 利 に ご 利用 いた だ く 
た め 、 地 下 鉄 の 一 日 乗車 券 を 24 時 間 券 化し た 「 地 下 鉄 全線 24 時 間 
券 」 を 令 和 元 (2019) 年 5 月 に 発売 し まし た 。 こ の 乗車 券 は 、 購 
入 者 を 限定 せ ず に 24 時 間 地下 鉄 乗り 放題 の 乗車 券 で あり 、 公 営 地 
下 鉄 事業 者 の 中 で は 本 市 が 唯一 発 傍 し て いま す 。 




















3) まち の 活性 化 へ の 貢献 
拠点 エリ ア の 駅 機能 強化 や 、 効 率 的 な 利用 促進 策 の 展開 を 通し て 、 名 古屋 の まち の 活性 化 に 
真 献 し ます 。 
ア リニア 中 央 新 笛 線 の 開業 に 向け た 名 古屋 駅 の 整備 
リニア 中 央 新野 線 の 開業 に 向け て 、 名 古屋 の 玄関 品 に ふさ わし い 地 下 鉄 駅 と な る よう 、 ゆ 
と りあ る 地下 広場 の 確保 や 先 ま で 見 通せ る わか りや すい 歩行 者 動 線 を 形成 する た め に 、 駅 施 
設 の 再 配置 な ど を 進め ます 。 
イ 効果 的 な 駅 ナカ 事業 の 展開 
お 客 さ ま の 利便 性 及び 駅 の 魅力 向上 を 図る 
た め 、 伏 見 駅 に 多数 の 店 舗 を 一 体 的 に 展開 す 
る 駅 ナカ 商業 施設 「 ヨ リマ チ FUSHIMI」 
を 令 和 元 (2019) 年 12 月 に オー プン し まし た 。 
ヨリ マチ FUSHIMI は 、 駅 を 利用 する お 客 
さま の 日 常に 魅力 を 添え る 商品 や サー ビス を 
揃え る “普段 使い を より 魅力 的 に " を コン セ 
プ ト に 、11 店 舗 の テナント が 出店 し て いま す 。 


4) 安定 し た 運営 基盤 の 確立 

将来 に わた っ て 安定 的 に 交通 サー ビス を 提 
供し 続け て いく た め 、 働 きやすい 環境 づく り 
を 進め 、 人 材 の 確保 ・ 育 成 に 努め る と と も に 、 
資産 の 有効 活用 、 広 告 料 収入 の 確保 を 図る な 
ど 、 経 営 基 盤 の 強化 を 進め ます 。 





Hf 


宋 駅 スク エア ビジ ョ ン 広 


4. お わり に 

本 市 で は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 と し 
て 、 新 た に 感染 され る 方 が 1 人 で も 少な く な る よ 
う 、 感 染 経路 の 特定 や 、 陽性 患者 と 濃厚 接触 の あっ 
た 方 に 対す る 祝 な 健康 観察 を 行っ て きま し た 。 
現在 も 、 特 に モノ か ら ヒ ト へ の 接触 感染 を 防ぐ 
た め 、 本 市 独自 の 取組 み と し て 皆さま が よく 触れ 
る も の 、 ド アノ ブ 、 電 気 ス イッ チ 、 電 話 の 3 つの 
D の 除 菌 を 心掛け る な どの 「3D 大 作戦 」 を 展開 
し WW ます 。 

今後 と も 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 へ の 対策 
を 徹底 し て まい り ま す 。 





来る ! ア ジア 競技 大 会 の 開催 」 や 「 リ ニア 中 央 新幹線 の 開業 」 を 控え 、 名 古屋 の まち は 大 き 
く 生 まれ 変わ り ま す 。 名 古屋 城 天 守 閣 木 造 復 元 を 始め と し て 名 古屋 の 魅力 を 創出 し 、 世 界 に 鶴 
た る 『NAGOYA』」 を めざし て オー ル 名 古屋 で 取り 組ん で まい り ま す 。 
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ービス の 提供 の 


"確保 に 向け た 新た な 制度 角 み 


国土 交 


は じ め に 


地域 公共 交通 は 、 地 域 の 暮らし と 産業 を 文 え 、 大 
都市 部 、 地 方 部 を 問わ ず 、 豊 か で 暮らし や すい 地域 
づく りや 個性 ・ 活 力 の ある 地域 の 振興 を 図る うえ で 
不可 欠 な 基盤 的 サー ビス で ある 。 

地域 公共 交通 に 関す る 施策 に つい て は 、 地 域 公共 
交通 の 活性 化 及 び 再 生 に 関す る 法律 (以下 「 活 性 化 
再生 法 」 と いう 。) の 制定 (平成 19 年 ) か ら 約 10 年 
が 経過 し 、 平 成 26 年 の 同 法 の 改正 を 踏ま え 、 地 方 公 
共 団体 を は じ め と する 地域 が 主体 と な っ て 、 計 画 的 
な まち づく り と 連携 し 、 地 域 公共 交通 の 確保 ・ 維 持 
等 の 取組 が 進め られ て きた 。 

この よう な 中 で 、 引 き 続 き 、 人 上 口 減少 の 本 格 化 、 
高齢 者 の 運転 免許 の 返納 の 増加 、 運 転 者 不足 の 深刻 
化 、 公 共 交 通 確保 ・ 維 持 の た め の 公 的 負担 の 増加 等 、 
地域 公共 交通 の 安定 的 な 確保 ・ 維 持 を めぐ る 粒 境 は 
ま び の まま の 且 し く な つて いる 。 一 月 で 、 インパ ウツ ウンド 
急増 に よる 観光 地 へ の 移動 や 観光 地内 の 周遊 の ニー 
ズ の 増加 が み ら れ る ほか 、 ス マー ト フ ォ ン の 普及 等 
に より 、MaaS (Mobility as a Service) と 呼ば 
れる 個人 単位 の 需要 に 応じ た 、 よ り パ ー ソ ナラ イズ 
され た 移動 サー ビス が 登場 し て お り 、 こ れ ら を 地域 
公共 交通 の 確保 ・ 充 実に 活用 する こと が 可能 と な っ 
CO の 。 

この よう な 社会 情勢 の 変化 等 を 踏ま ほえ 、 第 201 回 
通常 国会 に 提出 され 、 令 和 2 年 5 月 に 成立 し 、 同 年 
6 月 に 公布 され た 「 持 続 可 能 な 運送 サー ビス の 提供 
の 確保 に 資す る 取組 を 推進 する た め の 地 域 公 共 交 通 
の 活性 化 及 び 再 生 に 関す る 法律 等 の 一 部 を 改正 する 
法律 」 (以下 「 改 正法 」 と いう 。) の 内 容 を は じ め と 
する 、 持 続 可 能 な 運送 サー ビス の 提供 の 確保 に 向け 
た 新た な 制度 的 梓 組 み に つ いて 解説 する 。 


通 省 総 合 政 策 局 公共 交 


・ 物 流 政策 番 議 官 部 門 


人 杉田 茂樹 


ML 


地域 交通 』 


改正 法 に よる 地域 公共 交通 


る 新た な 制度 的 梓 組 み 


1.1 平成 26 年 の 活性 化 再 生 法 改正 の 成果 と 課題 
活性 化 再生 法 に 基づく 要 組 み に つ いて は 、 多 く の 
地方 公共 団体 で 取組 実績 が 挙がっ て いる 。 例 えば 、 
地域 公共 交通 に 関す る マス ター LM か を 
共 交 通 網 形成 計画 (以下 ! 綱 計画 」 と いう 。) ! 
本 Ei 
る 。 一 方 、 作 成 主体 に つい て は 、 市 町 村 単 独 に よる 
も の が 約 9 割 を 占め て お り 、 都 道府県 等 に よる 広域 
的 な 計画 作成 は 十分 に 進ん で いな い 。 さ ら に 、 地 域 
ご と に 現状 の 把握 や 目標 設定 の 方 法 等 を 含め 粗 密 が 
あり 、PDCA を 着実 に 進め る 観点 か ら 、 よ り 一 層 
の 具体 性 ・ 客 観 性 や 、 分 か りや すさ 等 が 必要 で ある 
な どの 課題 が 指摘 され て きた と ころ で ある 。 

また 、 平 成 26 年 の 法 改 正 に お いて は 、 都 市 機能 
整合 性 を と りな が ら 、 地 域 の 交通 ネッ トワ ー Aa 
的 に 再編 する 、 地 域 公共 交通 再編 事業 が 創設 
RI 
計画 (以下 「 再 編 計 画 」 と いう 。) が 国 の 認定 を 受け 、 
バス 路線 等 の 再編 を 通じ た 利便 性 ・ 生 産 性 の 向上 を 
目的 と し た 取組 が 実施 され て いる 


に 関す 


1.2 改正 法 の ポイ ント 

(1) 地域 が 自ら デザ イン する 地域 の 交通 

【 具 体 策 ①】 地 方 公共 団体 に よる 「 地 域 公 共 交 通 計 画 」 
(マス ター ララ ン ) の 作成 

地域 の 移動 手段 を 確保 し て いく た め に は 、 住 民 な 
どの 移動 ニー ズ に きめ 細か くく 対応 で きる 立場 に ある 
地方 公共 団体 が 中 心 と な っ て 、 交 通 事業 者 や 住民 な 
ど 地 域 の 関係 者 と 協議 し な が ら 、 法 定 計画 (マス ター 
プラ ン ) を 作成 し 、 取 組 を 進め て いく こと が 重要 で 








あぁ ある 。 地 方 部 を 中 心 に 公共 交通 を 取り 巻く 環境 が さ 
ら に 上 厳し さ を 増 し て いる 状況 を 踏ま えて 、 改 正法 で 
は 、 地 方 公共 団体 が 作成 する 網 計画 の 対象 や 内 容 、 
位置 付け 、 実 効 性 確保 の それ ぞ れ の 面 で 拡充 させ 、 
新た な 計画 と する こと で 、 各 地 の 取 組 を さら に 促進 
の こと し た 。 

具体 的 に 計画 の 対象 や 内 容 の 面 に お いて は 、 現 行 
の 網 計画 が バス 路線 な ど 地 域 公共 交通 の ネッ トワ ー 
ク の 確保 ・ 充 実 を 対象 と し て いる の に 対し 、 新 た な 
計画 に お いて は 、 公 共 人 交通 の ネッ トワ ー ク に 加え 、 
自家 用 有償 旅客 運送 や スク ー ル バス 、 福 祉 輸送 、 病 
院 ・ 商 業 施設 な どの 送迎 サー ビス 等 の 地域 の 輸送 資 
源 を 総動員 する 取組 を 盛り 込む こと が で きる よう に 
し た 。 ま た 、 ダ イヤ や 運賃 な どの 面 か ら も サー ビス 
の 水準 を 総合 的 に 捉え て 、 こ れ ら の 改善 や 充実 に 取 
り 組 め る よう に する こと と し た 。 

次 に 、 計 画 の 位置 付け に つい て は 、 計 画 内 容 の 拡 
充 に 対応 し て 、 名 称 を 「 地 域 公 共 交 通 計画 」 に 変更 
し た 上 で 、 地 方 公共 団体 に よる 作成 を 法 的 に 努力 義 
務 化 する こと で 、 地 域 交 通 に 関す る マス ター プラ ン 
の 位置 付け を 明確 化し 、 改 正 後 は 、 基 本 的 に 全て の 
地方 公共 団体 に お いて 、 計 画 の 作成 や 実施 に 取り 組 
こと と し 

さら に 、 計 画 の 実効 性 確保 の 面 で は 、 定 量 的 な 目 
標 (利用 者 数 、 収 支 率 、 公 的 負担 額 等 ) や 毎年 度 の 
評価 な どの 仕組 み を 制度 化し 、 定 量 的 な デー タ に 基 
づく PDCA の 取組 を 強化 する こと に より 、 計 画 内 
容 の 実現 に 向け た 取組 を これ まで 以上 に 促進 する こ 


_ 地域 が 自ら デザ イン する 地域 の 交通 





地域 公共 交通 網 形成 計画 (H26 改 正 ) Pa 


(市 町 村 又 は 者 道府県 (市 町 村 と 共同 ) が 作成 ) 
まち づく り と 連携 し た 


地域 公共 交通 ネッ トワ ー ク の 形成 の 促進 


で と し 7 。 


【 具 体 策 ②】 地域 に お ける 協議 の 促進 

地方 公共 団体 の 役割 が 高まっ て いる 一 方 で 、 路 線 
バス に 係る 新規 参入 等 に つい て は 、 現 行 の 道路 運送 
法 で は 、 国 と 交通 事業 者 と の 間 で の 許認可 手続 き を 
経る こと と な っ て いる た め 、 地 方 公共 団体 は 、 新 規 
参入 等 の 申請 に 係る 情報 を 把握 する こと が 難し い 状 
況 に ある 。 こ の た め 、 新 規 参 人 等 に 係る 申請 が あっ 
た 場合 に は 、 国 土 交通 大 臣 は 地方 公共 団体 に 対し て 
その 則 を 通知 し 、 地 方 公共 団体 が 、 こ うし た 情報 を 
速やか に 把握 し 、 地 域 に お ける 実効 的 な 協議 に つ な 
げ ら れる よう 促す こと と し た 。 

また 、 通 知 を 受け た 地方 公共 団体 の うち 、 地 域 公 
共 交通 利便 増進 実施 計画 (現行 の 再編 計画 を 改称 、 
以下 「 利 便 増 進 計画 」 と いう 。) を 作成 し 、 国 土 交 
通 犬 臣 の 認定 を 受け て いる 場合 は 、 法 定 協 議会 を 活 
用 し 、 関 係 者 と 協議 し た うえ で 、 新 規 参入 等 が 計画 
に 与え る 影響 を 実証 的 ・ 定 量 的 に 明らか に し 、 国 土 
交通 犬 臣 に 対し 意見 を 提出 する こと が で きる 仕組 み 
を 創設 し た 。 







地域 旅客 運送 け ー ビ ネ 





コミ ュ ニ ティ バス デマ ンド 室 通 再 用 ダ シー 
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解説 1 





2) 地域 の 移動 ニー ズ に きめ 細か く 対 応 で きる メ 

ニュ ー の 充実 
2 の ー] 輸送 資源 の 総動員 に よる 移動 手段 の 確保 
【 具 体 策 ①】「 地 域 旅客 運送 サー ビス 継続 事業 」 の 創 
設 

生活 交通 を 担う 路線 バス な ど が 廃止 され る 場合 に 
は 、 地 域 住 民 等 の 移動 ニー ズ に 適切 に 対応 で きる 代 
共 サ ービス を 確保 する こと が 重要 で ある 。 し か し な 
が ら 、 現 行 の 道路 運送 法 で は 、 路 線 バ ス 等 の 廃止 に 
際 し て 、 原 則 6 ヶ 月 前 に 届出 を する こと と され て い 
る 。 こ の 6 ヶ月 間 と いう 短い 期間 で は 、 代 替 す る サー 
ビス の 確保 に 向け た 十分 な 検討 や 議論 を 行う こと が 
で きず 、 サ ービス が 廃止 され て し ま う 場 合 や 、 代 共 
サー ビス と し て 導入 され た コミ ュ ニ ティ バス へ の 財 
政 支 援 が 地方 公共 団体 に と っ て 大 き な 負 担 と な っ て 
いる 場合 が ある 。 

この た め 、 改 正法 で は 、 路 線 バ ス 等 の 維持 が 困難 
と 見 込ま れる に 至っ た 段階 で 、 

・ 地方 公共 団体 が 、 既 存 事 業者 を 含め た 関係 者 と サー 

ビス の 継続 の あり 方 を 協議 し た うえ で 実施 方 針 を 

作成 する こと 

・ こ の 実施 方 針 に 基づき 、 公 募 の 手続 き を 経て 、 婚 
存 の 事業 者 を 含む 応募 事業 者 の 中 か ら 、 継 続 する 

サー ビス を 提供 する 事業 者 を 選定 する こと 
を 内 容 と する 「 地 域 旅客 運送 サー ビス 継続 事業 」 を 
創設 し 、 地 域 の 実情 に 応じ て 、 路 線 バ ス 等 の 継続 に 
川 及 Na プイ ババ ベー マンド 笑 邊 、 ク クシ ー、 
自家 用 有償 旅客 運送 等 の 多様 な 手段 を 選択 し て 、 地 
域 の 移動 手段 を 安定 的 に 確保 する 取組 を 促進 する こ 
eo 
【 具 体 策 ②】 自家 用 有償 旅客 運送 制度 の 実施 の 円 滑 
人 

自家 用 有償 旅客 運送 は 、 道 路 運 送 法 に 基づき 、 
ス や タク シー が 運行 され て いな い 過 疎 地域 な ど に お 
いて 、 移 動 手段 を 確保 する た め 、 登 録 を 受け た 市 町 
村 や NPO 等 が 自家 用 車 を 用 いて 有償 で 運送 する こ 
と の で きる 制度 だ が 、 現 行 の 活性 化 再生 法 で は その 
位置 付け が 明らか に な っ て いな い 。 こ の た め 、 
法 に お いて 、 公 共 交 通 機 関 を 補完 し て 、 地 域 に 
Se 
の ee の と し 

また 、 安 全 ・ 安 心 な 輸送 サー ビス の 提供 を 促進 す 
る と と も に 、 実 施主 体 の 負担 を 軽減 し 、 地 域 に お け 
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る 協議 を 前 提 と し な が ら 、 目 家用 有償 旅客 運送 の 実 
施 を 円 消化 し て いく こと が 重要 で ある 。 こ の た め 、 
交通 事業 者 が 委託 を 受け る 等 に より 実施 主体 に 参画 
し 、 運 行 管理 を 含む 運行 業務 を 担う 制度 を 創設 し 
Mg の 登録 期間 の 生長 等 の 特例 指 置 を 講じ る な 
、 人 交通 事 業者 が 委託 等 を 受け や すく な る よう 委託 
di で と し 光 。 また 。、 イ と パッ ツン ド を 
含む 観光 ニー ズ の 取り 込み に より 、 そ の 持続 性 を 高 
め る た め 、 地 域 住 民 だ け で な く 観 光 客 を 含む 来訪 者 
も 輸送 対象 と する こと を 法律 に お いて 明確 化し た 。 


【 具 体 策 ③】 「 貨 客 運送 効率 化 事業 」 の 創設 

鉄道 や 乗合 バス 等 に つい て は 、 地 方 部 に お ける 輸 
送 減少 に よる 収支 の 悪化 が 課題 と な っ て お り 、 物 流 
に つい て は 、 担 い 手 不足 が 深刻 化し て いる 。 こ うし 
た 状況 下 で は 、 鉄 道 や 乗合 バス 等 に お いて 貨物 を 運 
送 す る 貨 客 混 載 は 、 地 方 部 の 物流 サー ビス の 確保 と 
あわ せ て 、 過 疎 地 等 の 公共 交通 の 生産 性 向上 を 図り 、 
持続 可能 な サー ビス の 確保 に PR 
で ある 。 こ の た め 、 RS % 化 事業 を 創設 

貨 客 混載 を 実施 し よう と する 場 PPP 
間 素 化し 、 貨 客 混載 の 実施 を 由 滑 化す る に で で し 





2②ー ク 2 既存 の 公共 交通 サー ビス の 改善 の 徹底 
【 具 体 策 ①】「 地 域 公共 交通 利便 増進 事業 」 の 創設 
現行 の 地域 公共 交通 再編 事業 で は 、 路 線 の 変更 等 
の 地域 公共 交通 ネッ トワ ー ク の 再編 を 対象 と し て お 
り 、 周 辺 部 へ の 長大 な 路線 の 分 割 や 乗換 え 等 の 取組 
を 促し て きた と ころ で ある 。 し か し な が ら 、 地 方 都 
市 の バス 路線 等 で は 、 不 便 な 路線 、 ダ イヤ や 画 一 的 
な 運賃 が 見 直さ れ に くく 、 利 用 者 の 利便 性 向上 や 運 
行 の 効率 化 に 支障 が 生じ て いる 。 ま た 、 複 数 の 乗合 
バス 事業 者 等 に よる ダイ ヤ 、 運 賃 等 の 調整 は 、 独 占 
禁止 法 の 規制 (カル テル 規制 ) に 抵触 する お それ が 
あり 、 こ れ ら の 円 滑 な 調整 が 難し い 状 況 に あっ た 。 
こう し た 現状 を 踏ま え 、 内 閣 官 房 よ り 、 改 正法 と 
同じ く 第 201 回 通常 国会 に 提出 され た 「 地 域 に お け 
る 一 般 乗 合 旅客 自動 車 運 送 事業 及び 銀行 業 に 係る 基 
盤 的 な サー ビス の 提供 の 維持 を 図る た め の 私 的 独占 
祭 止 及 び 公 正 取 引 の 確保 に 関す る 法律 の 特例 に 関 
する 法律 」 が 令 和 2 年 5 月 に 成立 し 、 複 数 の 乗合 バ 
ス 事 業者 等 に よる ダイ ヤ 、 運 賃 等 の 調整 な どの 取組 
に つい て 、 国 土 交通 大 臣 の 認可 を 受け た 場合 に 独占 
禁止 法 の 適用 が 除外 され る こと に な る 。 こ の 特例 措 








直 と 連動 する 形 で 、 改 正法 に お いて は 、 地 域 公共 交 
通 再編 事業 を 地域 公共 交通 利便 増進 事業 に 改称 し 、 
路線 の 変更 等 を 伴わ な い 「 運 行間 隔 の 調整 (等 間隔 
運行 等 )」 や 「 利 用 者 が 使い や すい 運賃 設定 」 等 に 
つい て も 対象 メニ ュー に 追加 する こと で 、 地 方 都市 
な ど に お ける ダイ ヤ 、 運 賃 等 の 面 で 公共 交通 サー ビ 
ス の 改善 に 向け た 取組 を 促進 する こと と し た 。 


【 具 体 策 の 】 移動 その 他 の 地域 の 課題 を 解決 する た 
め の MaaS の 円 滑 な 普及 促進 に 向け た 措置 

新た な モビ リティ サー ビス で ある MaaS は 、 ス 
マー ト フ ォ ン の 専用 アプ リ 等 に より 、 複 数 の 公共 交 
通 機 関 や 移動 手段 の ほか 、 観 光 、 小 売り 、 医 療 、 福 
祉 、 教 育 等 の 多様 な 周辺 サー ビス を 一 括 し た 検索 ・ 
予約 ・ 決 済 等 を 提供 する サー ビス で ある 。MaaS は 、 
交通 や 移動 を 中 心 と し た 地域 課題 を 解決 する た め の 
有効 な 手段 と し て 考え られ る こと か ら 、 国 に お いて 
ゃ 各地 域 で の MaaS の 実証 実験 に 対し て 文 援 を 行 
い 、 和 全国 普及 を 図る と と も に 、 普 及 に 伴っ て 生じ る 
課題 に 対し て は 速やか に 対応 する こと と し て いる 。 

こう し た 中 で 、MaaS の 円 滑 な 普及 に 向け た 措置 
と し て 、 ま ず は 、MaaS を 実施 し よう と する 事業 者 
は 計画 ( 新 モ ビリ ティ サー ビス 事業 計画 ) を 作成 し 、 
国土 交通 大 臣 の 認定 を 受け た 場合 に お ける 交通 事業 
者 が 運賃 ・ 料 金 の 共同 届出 の 手続 き を 簡素 化し 、 そ 
の 円 滑 な 実施 を 促進 する こと と し た 。 

また 、 都 道府県 又は 市 町 村 は 、MaaS の 実施 に 関 
し 必要 な 協議 を 行う た め の 協 議会 ( 新 モ ビリ ティ 
サー ビス 協議 会 ) を 組織 で きる こと と し 、 関 係 者 間 
の 協議 ・ 連 携 の 促進 を 図る こと と し た 。 


(3) 交通 イン フラ に 対す る 支援 の 充実 

【 具 体 策 ①】 独立 行政 法人 鉄道 建設 ・ 運 輸 施設 整備 
支援 機構 に よる 資金 の 貸付 制度 の 拡充 

独立 行政 法人 鉄道 建設 ・ 運 輸 施設 整備 文 援 機構 に 
よる 資金 の 貸付 け 対 象 と し て 、 交 通 ネ ットワーク の 
充実 に 資す る 鉄道 施設 や 物流 の 省力 化 等 に 資す る 物 
流 拠点 施設 を 追加 し 、 交 通 イ ン フ ラ に 対す る 文 援 の 
矢作 較 の ここ と し 


お わり に 


これ まで 改正 法 の 内 容 に つい て 紹介 し て きた が 、 
改正 法 に 基づく 新制 度 は 本 年 冬 頃 を 目途 に 施行 され 
る 予定 で ある 。 施行 後 は 、 各 地域 に お いて 実効 的 な 
取組 が 進め られ る よう 、 こ れ を 着実 に 支援 し て いく 
と と も に 、 国 と し て も フォ ロー アッ プ に 取り 組ん で 
ゅ いく こと が 重要 で ある 。 

現在 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 感染 拡大 に 伴 
い 、 地 域 公 共 交 通 も 大 き な 影 響 を 受け て いる 中 で 、 
新しい 生活 様式 」 に 対応 する 必要 が 生じ て いる な 
ど 、 地 域 公共 交通 を めぐ る 状況 は 刻 一 刻 と 変化 し て 
いる 。 こ うし た 状況 で は 、 地 域 公共 交通 に お ける 様々 
な 取組 に 対し て 、 国 と し て 補正 予算 に お ける 補助 金 
な ど に より 支援 する こと と あわ せ て 、 地 方 公共 団体 
も 地方 創 生 申 時 交付 金 を 最大 限 に 活用 し な が ら 支 え 
て いく こと が 重要 で ある 。 今後 も 、 国 、 地 方 公共 団 
体 、 事 業者 等 が 上 緊 密 に 連携 を 図り な が ら 、 地 域 公共 
交通 が 直面 する 課題 を 乗り 越え て まい り た い 。( 了 ) 
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バリ アフ リー 法 の 改正 に つい て 


| | バリ アフ リー 法 改正 の 背景 


我が国 で は 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 目 立 し た 日 常 生 
活 及 び 社 会 生活 を 確保 する こと の 重要 性 の 増大 等 を 
背景 と し て 、 平 成 6 年 に 旧 ハ ー ト ビル 法 が 、 平 成 12 
年 に 旧 交 通 バ リア フリ ー 法 が 制定 され 、 高 齢 者 、 障 
害 者 等 を 対象 と する バリ アフ リー 化 の 取組 が 進め ら 
(UGC こじ 

その 後 、 よ り 総 合 的 か つ 一 体 的 な 法制 度 を 構築 す 
る こと に より 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 日 常 生活 及び 社 
会 生活 に お ける 安全 性 の 向上 を 図る こと が 必要 と 
な っ て いた こと か ら 、 平 成 18 年 に 両 法 を 統合 ・ 拡 充 
し 、 公 共 交 通 機関 、 公 共 施 設 、 建築 物 の バリ アフ リー 
(移動 等 円 滑 化 ) の 取組 に つい て 必要 な 措置 を 定め 
た 高齢 者 、 障 害 者 等 の 移動 等 の 円 滑 化 の 促進 に 関す 
る 法律 "(平成 18 年 法律 第 91 号 。 以 下 「 バ リア フリ ー 
法 」 と いう 。) が 制定 され まし た 。 

また 、 平 成 30 年 に は 、 更 な る バリ アフ リー の 推進 
の た め 、 基 本 理念 の 規定 の 創設 、 公 共 交 通 事業 者 等 
に よる ハー ド ・ ソ フト 計画 の 作成 、 市 町 村 が 地域 の 
バリ アフ リー の 方 針 を 定め る マス ター プラ ン (移動 
等 円 滑 化 促進 方 針 ) 制度 の 創設 等 を 盛り 込ん だ バリ 
デア メリ ー 決 の 政志 を 行い まし た 。 

これ ら の 取組 を 通じ て 、 我 が 国 の バリ アフ リー は 
ハー ド 面 で は 一 定 程度 進展 (図表 1 て 3) し て きた 
ゃ も の の 、 車 椅子 使用 者 の 乗車 方 法 に 関す る 公共 交通 
事業 者 の 習 吾 や 、 鉄 道 等 の 優先 大 、 車 椅子 使用 者 用 
駐車 施設 等 の 適正 な 利用 に 関す る 国民 へ の 広報 啓発 
な ど 、 ソ フト 面 の 対策 が 課題 と な っ て いま す 。 

さら に 、 平 成 30 年 12 月 に 「 ユ ニ バ ー サ ル 祉 会 の 実 


国土 交通 省 総 合 政策 局 安心 生活 政策 課 
企画 係長 一 酒 美郷 


現に 向け た 諸 施 策 の 総合 的 か つ 一 体 的 な 推進 に 関す 
る 法律 」 が 制定 され 、 全 て の 国民 が 障害 の 有無 、 年 
齢 等 に よっ て 分 け 了 て られ る こと な く 共 生 す る 社 
会 、 す な わ ち 共生 社会 の 実現 に 向け て 、 ハ ー ド ・ ソ 
フト 両面 の 諸 施策 の 一 層 の 推進 が 求め られ て いま 
が 

こう し た 中 、 東 京 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 
競技 大 会 は 、 共 生 社 会 の 実現 に 向け た 機運 を 呈 成 す 
る 絶好 の 機会 で あり 、 パ ラリ ン ピ ア ン の 受入 れ を 契 
機 に 「 共 生 社会 ホス ト タ ウ ン 」 と し て 「 ユ ニ バ ー サ 
ル デ ザ イン の 街 づ くり 」 と 「! 心 の バリ アフ リー」 に 
取り 組む 地方 公共 団体 が 全国 に 拡大 し て き て いま 
す 。 こ の 取組 を 東京 大 会 の レガ シー と し て 我が国 に 
し っ か り と 根付 か せる た め 、 地 方 公共 団体 、 学 校 そ 
の 他 の 関係 者 と 連携 し つつ 、 ハ ー ド ・ ソ フト 両面 の 
バリ アフ リー を 推進 する た め の 仕 組み を 構築 する こ 
と が 必要 と な っ て いま す 。 

この た め 、 ハ ー ド 対策 に 加え 、 移 動 等 円 消化 の 観 
点 か ら の 「 心 の バリ アフ リー」 に 関す る 施策 な ど ソ 
フト 対策 の 強化 を 内 容 と する バリ アフ リー 法 の 改正 
法案 を 、 本 年 2 月 に 今 国会 (第 201 回 通常 国会 ) に 
提出 し 、 本 年 5 月 に 成立 し た と ころ で す 。 


1 バリ アフ リー 法 は 、 高齢 者 、 身 体 障 害 者 等 が 円 滑 に 利用 で きる 特定 建築 物 の 建築 の 促進 に 関す る 法律 (ハート ビル 法 ) ( 平 
成 6 年 法律 第 44 号 )」 と 「 高 齢 者 、 身 体 障 害 者 等 の 公共 交通 機関 を 利用 し た 移動 の 円 滑 化 の 促進 に 関す る 法律 ( 旧 交 通 バ リ 


アフ リー 法 ) (平成 12 年 法律 第 68 号 )」 を 統合 し て 制定 され た 。 
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〇 3.000 人 以上 を 原則 1009%6 

〇 この 場合 、 地 域 の 要請 及び 支援 の 下 、 鉄 軌道 駅 の 構造 等 の 制約 条件 を 踏ま え 可 能 な 限り の 整備 を 行う 

〇 その 他 、 地 域 の 実情 に か ん が み 、 利 用 者 数 の みな ら ず 利用 実態 を ふま えて 可能 な 限り バリ アフ リー 化 

車両 扉 の 統一 等 の 技術 的 困難 さ 、 停 車 時 分 の 増大 等 の サー ビス 低下 、 膨 大 な 投資 費用 等 の 課題 を 総合 的 に 勘案 し た 上 
で 、 優 先 的 に 整備 すべ き 駅 を 検討 し 、 地 域 の 支援 の 下 、 可 能 な 限り 設置 を 促進 

※ 交 通 政 策 基 本 計画 に お いて 2020 年 度 ま で に 約 800 駅 の 整備 を 行う 


84 路 線 
783 駅 


〇 3.000 人 以上 を 原則 100% 

〇 その 他 、 地 域 の 実情 に か ん が み 、 利 用 者 数 の みな ら ず 利用 実態 等 を ふま えて 可能 な 限り バリ アフ リー 化 
5996 約 7096 (対象 か ら 適 用 除外 認定 車両 (高速 バス 等 ) を 除外 ) 
596 約 2596( リ フト 付 バ ス 又 は スロ ー プ 付き バス 。 適用 除外 認定 車両 (高速 バス 等 ) を 対象 ) 


1.013 台 約 2.100 台 


〇 3.000 人 以上 を 原則 1009% 
100% 〇 離島 と の 間 の 航路 等 に 利用 する 公共 旅客 船 タ ー ミ ナル に つい て 地域 の 実情 を 踏ま えて 順次 バリ アフ リー 化 
〇 その 他 、 地 域 の 実情 に か ん が み 、 利用 者 数 の みな ら ず 利用 実態 等 を ふま えて 可能 な 限り バリ アフ リー 化 


9496 


〇 約 50% 
〇 5.000 人 以上 の ター ミナ ル に 就航 する 船舶 は 原則 1009% 
〇 その 他 、 利 用 実態 等 を 踏ま えて 可能 な 限り バリ アフ リー 化 
〇 3.000 人 以上 を 原則 10096 
〇 その 他 、 地 域 の 実情 に か ん が み 、 利用 者 数 の みな ら ず 利用 実態 等 を き ふ まえ て 可能 な 限り バリ アフ リー 化 


原則 10096 
28.602 台 約 44.000 台 





※1 旅客 施設 は 段差 解消 済み の 施設 の 比率 。 1 日 当たり の 平均 的 な 利用 者 数 が 3.000 人 以上 の も の が 対象 。 


基本 方 針 に 定め る 移動 等 円 滑 化 の 目標 達成 状況 の 概要 (2018 年 度 未 ) 
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図表 1 
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日 時 晶 略 用 策 癌 MrEek は 内 軒 身 m 室 隊 秒 還 季 し て い 。 
hn 日 活 に た 定 呈 志 的 古 相 中 年 剖 着目 本 輩 華 語 机 

中 3] 車 自 に お 還 訓 ) 由 凸 証 情 証 要 村 博 1 


深 「 壁 再 蛋 前 トマ ンコ ミコ に は . 軍 所 丘 放置 し て し に 放 音 攻 計上 け 号 柏 画 本 本 を 主 」 て い 呈 。 





FREE FEE HH っ 由 全 HH 


図表 2 旅客 施設 の バリ アフ リー 化 の 推移 
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図表 3 車両 等 の バリ アフ リー 化 の 推移 


一 法 改 正 の 概要 


PD 


今回 の 改正 で は 、 移 動 等 円 滑 化 の 観点 か ら の ! 心 
の バリ アフ リー」 に 関す る 施策 な ど ソ フト 対策 の 強 
化 が 杜 と な っ て お り 、 以 下 1. 及び 2. に 記載 する 
と お り 、 公 共 交 通 事業 者 等 及び 国民 それ ぞ れ の 取組 
の 強化 に 向け た 改正 を 行う こと と し て いま す 。 併せ 
て 、 ハ ー ド 対策 に つい て も 引き 続き し っ か り と 取り 


組ん で 行く 必要 が ある こと か ら 、3. に 記載 する と 
お り 、 バ リア フリ ー 基 準 適合 義務 の 対象 を 拡大 する 


ee GU 9 


1. 公共 交通 事業 者 な ど 施 設 設置 管理 者 に お ける ソ 
フト 対策 の 取組 強化 
1) 公共 交通 事業 者 等 に 対す る ソフ ト 基 準 適合 義務 
創 
旅客 施設 や 車両 等 の バリ アフ リー 化 に つい て は 、 
公共 交通 事業 者 等 に 対す る ハー ド 基 準 適合 義務 等 に 
より 、 着 実に 進展 し て きた と ころ で す が 、 車 椅子 使 
用 者 の 乗車 方 法 に 関し て 公共 交通 事業 者 の 習 吾 が 十 
分 で な い 等 の 理由 に より 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 円 消 
に 公共 交通 機関 を 利用 で き な い 等 の 事案 が 発生 し て 
いま す 。 
この た め 、 公 共 交 通 事業 者 等 に 対し 、 現 行 の ハー 


〇 
芝 填 


き 


ド 基 準 へ の 適合 義務 に 加え 、 バ リア フリ ー 化 され た 
旅客 施設 や 車両 等 を 使用 し た 役務 の 提供 の 方 法 に 関 
する ソフ ト 基 準 の 遵守 を 新た に 義務 付け る こと と し 
て いま す (図表 4 )。 具 体 的 な 基準 の 内 容 は 、 今 後 、 
公共 交通 機関 の バリ アフ リー 基準 等 に 関す る 検討 
会 」 に お ける 議論 を 経て 、 主 務 省 令 に お いて 定め る 
予定 で す 。( 令 和 3 年 4 月 施行 予定 ) 


(2) 交通 結節 点 に お ける 移動 等 円 滑 化 に 関す る 協議 
へ の 応 諾 義務 の 創設 

ー ミ ナル 駅 等 の 交通 結節 点 に お いて は 、 高 齢 者 、 
障害 者 等 に 分 か りや すい 情報 提供 や スム ー ズ な 移動 
文 援 な ど を 事業 者 間 で 協力 し て 取り 組む こと が 必要 
で あり 、 平 成 30 年 の バリ アフ リー 法 改 正 時 の 附帯 決 
識 に お いて も 、 交 通 結 節点 に お ける 移動 の 連続 性 を 
確保 する た め 、 接 過 を 含め た 関係 者 の 連携 が 十分 に 
図ら れる よう 、 必 要 な 措置 を 講じ る こと が 求め られ 
で の ご ク で すり 。 

この た め 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 で ある 旅客 の 乗 継ぎ 
を 円 滑 に 行う た め に 、 公 共 交 通 事業 者 等 が 相互 に 協 
力 し て 移動 等 円 消化 の た め の 取 組 を 行う こと を 努力 
義務 と する こと と も に 、 事 業者 間 の 協議 へ の 応 諾 を 
義務 付け る こと と し て いま す 。( 令 和 3 年 4 月 施行 
予定 ) 








ハー ド 基 準 に 適合 し た 旅客 施設 ・ 車 両 等 の 機能 が 十分 に 発揮 され る た め に は 、 公 共 交 通 事業 者 等 が 実際 に サー 
ビス を 提供 する 際 に これ ら の 旅客 施設 等 を 適切 に 使用 する こと が 必要 不可 欠 。 

この た め 、 公共 交通 事業 者 等 に 対し 、 旅客 施設 ・ 車 両 等 の 新設 等 の 場合 の ハー ド 基 準 へ の 適合 義務 に 加え 、 役 
務 の 提供 の 方 法 に 関す る 基準 (ソフ トラ 基準 ) の 遵守 義務 を 課す こと と され た 。 ( 令 和 2 年 5 月 の 法 改正 ) 


ハー ド 基 準 適合 維持 義務 ( 法 第 8 条 第 2 項 ) が 課さ れ て いる 、 新 設 等 され た (※) 旅 客 施設 ・ 車 両 等 
※ 平 成 14 年 5 月 15 日 の 交通 バリ アフ リー 法 施行 以降 に 新設 ・ 大 規模 改良 又は 新規 供用 され た も の が 対象 。 


ハー ド 基 準 適合 の 替 力 義務 ( 法 第 8 条 第 8 項 ) が 課さ れ て いる 、 既 存 の 旅客 施設 "車両 等 


ソフ ト 基 準 案 検討 の 基本 的 な 考え 方 


① バ リア フリ ー 化 され た 旅客 施設 ・ 車 両 等 の 機能 が 十分 に 発揮 され る よう 、 ハ ー ド 基準 と 対応 する か た ち で 
バリ アフ リー 設備 の 操作 方 法 や 維持 管理 に 関す る 基準 を 設け る 
② 人 的 対応 を 行う こと を 前 提 に ハー ド 基 準 を 適用 し な いこ と と し て いる 場合 は 、 当 該 人 的 対応 を 適切 に 実施 


すべ き 旨 の 基準 を 設け る 
ピル 3 と に と る 


〇 指導 ・ 助 言 
( 法 第 9 条 の 3) 

〇 報告 徴収 ・ 立 入 検査 
( 法 第 5 3 条 ) 


本 省 ・ 地 方 運輸 局 等 に 対す る 
利用 者 か ら の 情報 提供 等 


: ハー ド ・ ソ フト 取組 計画 書 ・ 報 告 書 の 


図表 4 ソフ トラ 基準 適合 


(3) 障害 者 等 へ の サー ビス 提供 に つい て 国 が 認定 す 
る 観光 施設 の 情報 提供 の 促進 

一 般 的 に 、 観 光 旅 客 は 訪問 する 土地 に つい て 人 不 案 
内 な こと が 多く 、 十 分 な 情報 を 持ち 合わ せ て いな い 
中 で 、 特 に 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 旅行 を する 場合 、 
事前 に ホテ ル 、 レ スト ラン 等 に 関す る バリ アフ リー 
情報 を 収集 し た いと いう ニー ズ に 対 記 し た 情報 提供 
の あり 方 が 課題 と な っ て いま す 。 

この た め 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 へ の サー ビス 提供 に 
つい て 、 国 が 認定 する 観光 施設 (宿泊 施設 や 飲食 店 
等 ) の 情報 提供 を 促進 する 仕組 み を 創設 する こと と 
し CN ます 。 


2. 国民 に 向け た 広報 啓発 の 取組 推進 
1) 優先 席 、 車 椅子 使用 者 用 駐車 施設 等 の 適正 な 利 
用 の 推進 
一 般 的 な 施設 を 利用 する こと が で きる 方 が 障害 
用 トイ レ や 車椅子 使用 者 専用 駐車 施設 等 の バリ アフ 
リー 化 さ れ た 施設 を 利用 する こと で 、 真 に 必要 と す 
る 高齢 者 、 障 害 者 等 が これ ら の 施設 を 利用 で き な い 、 
又は 長 時 間 待た され る 等 の 課題 が 発生 し て いま す 。 
この た め 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 が バリ アフ リー 化 さ 
れ た 施設 を 円 滑 に 利用 する こと が で きる よう 、 国 等 








[ ハー ド ・ ソ フト 取組 計画 書 ・ 報 告 書 の 
: 作成 対象 事業 者 に つい て は 、 同 計 # 作成 対象 事業 者 に つい て は 、 
: 面 書 ・ 報 告 書 を 通じ 取組 状況 を 把握 





ソフ ト 基 準 に 違反 し て いる 事実 が 
ある と 認め られ る 場合 、 
是正 命令 ( 法 第 9 条 第 3 項 ) 
※ 是正 命令 に 違反 し た 場合 、 
300 万 円 以下 の 禄 金 
( 法 第 59 条 ) 


義務 の 創設 に つい て 


及び 施設 設置 管理 者 は 、 利 用 者 の 適正 な 配慮 に つい 
て の 広報 活動 、 啓 発 活動 等 を 行う よう 努め な けれ ば 
な ら な いこ と と し て いま す 。 (ポス ター の 掲示 や 車 
内 放送 で の 呼び か け を 和 想定 。) 

また 、 公 共 交 通 事業 者 等 に よる 計画 的 な 実施 を 促 
す た め 、 平 成 30 年 の バリ アフ リー 法 改正 に より 新た 
に 一 定規 模 以 上 の 公共 交通 事業 者 等 に 作成 が 義務 付 
けら れ た ハー ド ・ ソ フト 取組 計画 の 記載 項目 に も 、 
高齢 者 、 障 害 者 等 が バリ アフ リー 化 さ れ た 施設 を 円 
消 に 利用 する た め に 必要 と な る 利用 者 の 適正 な 配慮 
に つい て の 広報 活動 及び 啓発 活動 等 を 追加 する こと 
と し て いま す 。( 令 和 3 年 4 月 施行 予定 ) 





(2) 市 町 村 等 に よる 「 心 の バリ アフ リー」 の 推進 
移動 等 円 消化 の 実現 に 当たっ て は 、 ハ ー ド 整備 に 
加え 、 事 業者 や 住民 、 一 般 の 利用 者 等 の 移動 等 円 滑 
化 の 促進 に 関す る 理解 や 協力 、 い わ ゆ る 「 心 の バリ 
アジ リー | の が 直 加 鱗 で す 。 

この た め 、 主 務 大 臣 が 定め る 基本 方 針 や 市 町 村 が 
作成 する 移動 等 円 滑 化 促進 方 針 の 記載 事項 に 移動 等 
円 滑 化 の 促進 に 関す る 国民 の 理解 の 増進 と 協力 の 確 
保 に 関す る 事項 を 追加 する こと と し て いま す 。 

また 、 市 町 村 が 作成 する 移動 等 円 滑 化 基本 構想 に 
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作る 事業 の 類型 と し て 、 学 校 と 連携 し て 実施 する 教 
育 活動 や 住民 等 へ の 啓発 活動 の 実施 に 関す る 事業 
(教育 啓発 特定 事業 。 住 民 や 児童 に 対す る バリ アフ 
リー 教室 の 開催 や 、 公 共 交 通 事業 者 等 の 従業 員 を 対 
旬 と し た 接 如 研修 の 実施 等 を 想定 。。 を 追加 する こ 
と と し 、 ハ ー ド ・ ソ フト 一 体 と な っ た 基本 構想 の 作 
成 に 取り 組む 市 町 村 に 対し て は 、 基 本 構想 の 作成 経 
費 を 補助 する こと と し て いま す 。 な お 、 今 回 創設 す 
る 教育 啓発 特定 事業 は 、 学 校 と 連携 し て 実施 する 内 
容 を 含む こと か ら 、 法 律 の 主務 大 臣 に 文部 科学 大 臣 
を 追加 する こと と し て いま す 。 (本 年 6 月 施行 予定 ) 


3. バリ アフ リー 基準 適合 義務 の 対象 拡大 

今般 の 法 改正 は ソフ ト 対 策 の 強化 に 主眼 を 置い て 
ゅ ます が 、 ハ ー ド 面 の バリ アフ リー 化 に つい て も 更 
に 進め る こと が 必要 で ある こと か ら 、 公 立 小 中 学 校 
や 、 バ スタ 新宿 の よう な バス 等 の 旅客 の 乗降 の た め 
の 道路 施設 に つい て 、 バ リア フリ ー 基 準 の 適合 義務 
の 対象 と する た め の 規 定 の 整備 を 行う こと と し て い 
ます 。( 令 和 3 年 4 月 施行 予定 ) 


国土 交通 省 に お ける ソフ ト 面 で の バリ 
アフ リー 化 の 取組 


国土 交通 省 で は 、 駅 な どの ハー ド 敬 備 に 加え 、 以 


下 の よ うな ソフ ト 面 で の バリ アフ リー 化 に も 取り 組 
ん で お り 、 今 回 の 法 改 正 を 踏ま え 、 さ ら に 推進 し た 
いと 考え て お り ま す 。 


1. 移動 等 円 滑 化 に 関す る 「 心 の バリ アフ リー」 推 

進 の 取組 

国土 交通 省 で は 、 ソ フト 面 で の バリ アフ リー 化 を 
推進 する た め 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 介助 体験 や 錠 似 
体験 を 通じ 、 バ リア フリ ー に 対す る 国民 の 理解 増進 
を 図る 「 バ リア フリ ー 教 室 」 を 全国 各地 の 小 中 学校 
や 旅客 施設 等 で 開催 し て いま す 。 

また 、 公 共 交 通 事業 者 の 接 過 の 向上 と 職員 研修 の 
充実 を 図る た め 、 平 成 30 年 に 公共 交通 事業 者 向け の 
接 可 ガイ ドラ イン を 作成 ・ 公 表す る と と も に 、 接 骨 
ガイ ドラ イン に 則っ た 適切 な 対応 を 公共 交通 事業 者 
が 行う こと が で きる よう 、 モ デル と な る 研修 プロ グ 
ラム を 平成 31 年 に 作成 ・ 公 表し て いま す 。 

さら に 、 公 共 交 通 機関 等 に お ける 障害 者 用 トイ レ 
や 優先 席 等 を 真 に 必要 な 人 が 必要 な と き に 利用 で き 
る よう 、 ト イレ 利用 マナ ー 啓 発 キ ャ ン ペ ー ン や 座席 
の 利用 マナ ー キ ャ ン ペ ー ン を 実施 する と と も に 、 公 
共 交 通 機関 等 に お いて ベビ ー カ ー を 一 層 利 用 し や す 
い 環境 を 整備 する た め 、 べ ビー カー の 安全 な 使用 と 
周囲 の 理解 協力 に 向け た 普及 啓発 を 図る た め の キ ャ 
ン ペ ー ン を 実施 し て いる と ころ で す 。 (図表 5) 





【H29 年 度 ご 】 


ベビ ー カ ー マ ー ク 普及 啓発 キャ ヤン || トイ レ 利用 マナ ー 啓 発 キ ャ ン ペー ン || 座席 の 利用 マナ ー 向 上 キャ ヤン ペ ー ン 


ペー ン 【H26 年 度 -】 【R1 年 度 -】 








NAO 


「 公 共 交 通 機関 の エレ ベー ター 利用 円 滑 化 」 「 障 害 者 用 駐車 区 画 選 寺 
の 推進 【R2 年 度 - だ ) に 議 還 5 還 計 語末 譲 の 潤 正 利用 」 の 推進 


H30 年 3 月 より エレ ベー ター 衣 す 還 W T 0 


広い 区 画 を 必要 と し 
準 化 。 こ 優先 マー ク の 例 > 








防止 や 障害 者 の 方 が 円 


消 に 利用 で きる よう な 取 
組み を 普及 啓発 する 中 
キャ ン ペ ー ン を 実施 予定 。 


真 に エレ ベー ター を 必要 と する 高齢 者 ・ 障 害 者 等 が 安 
心して エレ ベー ター を 利用 で きる 環境 を 整備 する た め 
キャ ン ペ ー ン を 実施 予定 。 


図表 5 心 の バリ アフ リー の 推進 に 係る キャ ン ペ ー ン 等 








図表 6 第 13 回 国土 交通 省 バ リア フリ ー 化 推進 功労 者 大 臣 表彰 ) 


2. 国土 交通 省 バ リア フリ ー 化 推進 功労 者 大 臣 表彰 
国土 交通 省 で は 、 国 民 の バリ アフ リー に 関す る 意 
議 麻 発 を 図る 観点 か ら 、 国 土 交通 分 野 に お ける バリ 
アフ リー 化 の 推進 に 多大 な 頁 献 が 認め られ た 個人 又 
は 団体 を 表彰 し 、 優 れ た 取組 に つい て 広く 普及 ・ 奨 
励 す る こと を 目的 と し て 、 平 成 19 年 度 に 国土 交通 省 
バリ アフ リー 化 推進 功労 者 大 臣 表彰 制度 を 創設 し ま 
し 

本 年 1 月 に は 、 第 13 回 目 と な る 大 臣 表 彰 を 実施 し 、 
「 車 椅子 の まま 乗車 可能 な エレ ベー ター 付き バス の 
開発 」「 障 害 者 手帳 の 提示 無し で 割引 可能 な 1IC カ ー 
ド の 普及 」「 交 通 事業 者 と し て 地域 と 連携 し て 認知 
症 の 方 を サポ ー ト する 積極 的 な 取組 」 な ど 、 ハ ー ド ・ 
ソフ ト 両 面 の 優れ た 取組 を 実施 する 8 団体 (6 件 ) 
を 表彰 し た と ころ で す (図表 6 )。 

この 大 臣 表 彰 は 、 毎 年 度 実施 し て お り 、 今 年 度 も 
選考 委員 会 に よる 選定 の うえ 、 表 彰 を 行う 予定 で す 。 


JIV | お わり に 


国土 交通 省 と し て は 、 東 京 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ 
ン ピ ッ ク 競 技 大 会 を 契機 と し て 、 共 生 社 会 の 実現 が 
東京 大 会 の レガ シー と な る よう 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ 


イン の 街 づ くり や 心 の バリ アフ リー の 推進 に 精力 的 
に 取り 組ん で いき た いと 考え て いま す 。 

この た め に は まず 、 改 正 パ リア フリ ー 法 に 基づく 
地方 目 治 体 や 公共 交通 事業 者 の 皆様 方 の バリ アフ 
リー 化 の 取組 の 促進 が 必要 不可 欠 で す 。 

今後 、 改 正法 の 円 滑 な 施行 に 向け た 関連 政 省令 等 
の 整備 を 行う と と も に 、 様 々 な 機会 を 活用 し て 改正 
法 の 普及 等 に 取り 組ん で まい り ま す 。 ま た 、 今 回 ご 
紹介 し た 各種 キャ ン ペ ー ン や 大 臣 表 彰 な ど に も より 
一 層 取 り 組 ん で まい り ま す の で 、 公 共 交 通 事業 者 を 
は じ め と する 関係 者 の 抱 様 方 に お か れ ま し て も 、 引 
き 続き バリ アフ リー 行政 の 推進 に ご 協力 いた だ きま 
す よ うお 願い いた し ます 。 


SUBWAYO 解 説 I 一 一 一 一 一 17/ 


解読 





新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 地方 公営 企業 
の 減収 対策 に 対す る 地方 財政 措置 等 に つい て 


今般 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 、 
地方 税収 や 地方 公営 企業 の 料金 収入 等 に 様々 な 影響 
が 生じ る こと が 想定 され て いる 。 この た め 、 総 務 省 
で は 、 当 面 の 資金 繰り 文 授 と し て 、 以 下 の 措置 を 講 
じ る こと と し た 。 (資料 1 参照 ) 


本 稿 は 、 資 金 繰り 支援 の 措置 の うち 地方 公営 企業 
に 対す る 地方 財政 措置 に つい て 説明 する 。 

な お 、 こ れ ら の 措置 に つい て は 、 平 成 28 年 の 熊本 
地震 の 際 に も 講じ て いる と ころ で ある 。 


公営 企業 に お ける 特別 減収 対策 企 
業 債 の 発行 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 防止 の た め 
の 取組 に 伴う 利用 者 の 減少 等 に より 資金 不足 額 が 発 
生 又 は 拡大 する と 見 込ま れる 団体 は 、 令 和 2 年 度 の 
資金 不足 額 の 見 込 額 に つい て 、 地 方 財政 法 第 5 条 第 
1 号 の 規定 に より 資金 手当 の た め の 公 営 企業 債 ( 以 
下 「 特 別 減収 対策 企業 債 」 と いう 。) が 発行 で きる 
こと と し た 。 (資料 2 参照 ) 


【 特 別 減収 対策 企業 債 】 
① 対象 経費 

令 和 2 年 度 の 資金 不足 額 ( 法 適用 企業 は 地方 財政 
法 施行 令 第 15 条 第 1 項 第 1 号 の 額 か ら 同 項 第 3 号 の 
額 を 控除 し た 額 を いい 、 法 非 適用 企業 は 同 令 第 16 条 
第 1 項 第 1 号 及 び 同 項 第 2 号 の 額 の 合計 額 を いう 。) 
の 見 込 額 (平成 30 年 度 決算 又は 令 和 元 年 度 決算 で 資 
金 不 足 額 が 生じ て いる 場合 は 、 平 成 30 年 度 決算 に お 
ける 当該 額 又 は 令 和 元 年 度 決算 に お ける 当該 額 の う 
ちい ずれ か 少な い 額 を 控除 し た 額 ) を 対象 と する も 
の で ある こと 。 
② 償 本 年 限 
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人 務 省 自治 財政 局 公営 企業 経営 室 
交通 事業 係長 関口 美波 


(資料 1 ) 


各 都 道府県 財政 担当 課 

各 都 道府県 市 区 町 村 担当 課 em 

各 指 定 都 市 財政 担当 課 
総務 省 自治 財政 局 地方 債 課 
総務 省 自治 財政 局 公営 企業 課 
総務 省 自治 財政 局 財務 調査 課 


令 和 2 年 度 内 の 資金 繰り へ の 対応 に つい て 


今般 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 、 地 方 税収 や 公営 企業 の 料金 収入 等 に 
様々 な 影響 が 生じ る こと が 想定 され ます 。 こ の た め 、 当 面 の 資金 繰り 支援 と し て 、 以 下 
の 措置 を 講じ る こと と し て お り ま す の で 、 お 知ら せい た し ます 。 

また 、 こ れ ら の 措置 を 分 か り や すく まとめ た 別 添 参考 資料 も 適宜 御 活 用 くだ さい 。 

な お 、 各 都 道 府 県 市 区 町 村 担 当 課 に お か れ て は 、 真 都 道 府 県 内 各市 区 町 村 に 対し て も 、 
こ の 旨 周 知 を お 願い いた し ます 。 


記 


1 地方 税 の 徴収 猫 予 等 に 伴う 減収 へ の 対応 
地方 税法 に 基づく 地方 税 の 徴収 猫 予 等 に 伴い 生じ る 一 時 的 な 減収 に 対応 する た め 、 地 方 
税法 等 の 一 部 を 改正 する 法律 ( 令 和 2 年 法律 第 26 号 ) に お いて 地方 財政 法 ( 昭 和 23 年 法律 
第 109 号 ) が 一 部 改正 され 、 猫 予 特例 債 が 創設 され まし た 。 猫 予 特例 債 の 資金 に つい て は 、 
市 町 村 ( 指 定 都市 を 除く 。 ) に 対し て 財政 融資 資金 を 優先 的 に 配分 する こと と し て お り 、 今 後 
地方 債 計画 等 を 改正 予定 で す 。 1 次 協議 か ら 取 り 扱う こと と し て お り 、 算 定 方 法 や スケ ジュ ー 
ル 等 の 詳細 に つい て は 別途 通知 を 行い ます 。 


2 減収 補填 債 の 公 的 資金 の 確保 


従来 は 民間 資金 で 対応 し て いた 減収 補 寺 債 に つい て 、 市 町 村 分 に 対し て 地方 公共 団体 
金融 機構 資金 を 優先 的 に 配分 し ます 。 


3 共同 発行 債 の 増額 
今年 度 の 特例 措置 と し て 、 共 同 発 行 債 の 償 二 年 限 を 多様 化し た 上 で 、 地 方 公共 団体 の ニ 
ー ズ を 踏ま えて 発行 額 を 増額 し ます 。 な お 、 現行 の 共同 発行 債 不参加 団体 や 非 公募 団体 で 
ある 都 道 府 県 及 び 指 定 都市 に つい て も 参加 を 可能 と し ます の で 、 ご 検討 くだ さい 。 
既存 の 10 年 共同 発行 債 と は 別に 、 今 回 の 増加 分 の 発行 団体 の み で 連帯 債務 を 結ぶ こと 
を 検討 し て お り ま す が 、 い ずれ に せよ 増額 参加 を 希望 する 場合 は 9 月 議会 で の 連帯 債務 に 
係る 議決 が 必要 と な り ま す の で 、 今 後 、 参 加 団体 、 発 行 額 、 持 寄 額 、 発 行 年 限 等 を 早急 に 検 
討 する こと に な り ま す 。 


4 公営 企業 に お ける 特別 減収 対策 企業 債 の 発行 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 伴う 減収 に よる 資金 不足 に つい て 地方 債 ( 特 別 減 収 対策 企 
業 債 ) を 発行 で きる こと と する 予定 で す 。 当該 地方 債 の 償 避 利子 の 2 分 の 1 の 額 を 一 般 会 計 
か ら 繰 り 出 すこ と が で きる こと と し 、 当該 繰出 額 の 8096 を 特別 交付 税 に より 措置 する こと と し 
て いま す 。 
1 次 協議 か ら 取 り 扱う こと と し て お り 、 今後 、 地 方 債 計画 等 を 改正 し 、 ス ケ ジ ュ 一 ル 等 の 詳 
細 は 別途 通知 を 行い ます 。 





5 地方 債 の 早期 発行 を 可能 と する 手続 き の 弾 力 化 
当初 予定 し て いた 1 次 協議 (7 月 同意 )、2 次 協議 (2 月 同意 ) の 間 に 、9 月 臨時 協議 を 実施 
する こと と し 、 総務 省 へ の 同意 協議 手続 き を 早期 か つ 柔 軟 に 行う こと と し ます 。 な お 、 9 月 臨 
時 協議 の 協議 対象 事業 は 、 減 収 補 寺 債 を 含む 全 地方 債 と する こと と し ます 。9 月 時 点 で の 減 
収 補 寺 債 の 発行 可能 額 の 算出 及び 充当 先 に つい て は 、 別 途 通 知 を 行い ます 。 














新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 防止 の た め の 取 組 に 伴う 利用 者 の 減少 等 に より 、 
公営 企業 に お いて 大 幅 な 収入 減 が 発生 し て いる こと か ら 、 交 通 、 病 院 な ど 住 民生 活 に 不可 欠 な 
公営 企業 の 資金 繰り を 円 滑 に する た め 、 平 成 28 年 熊本 地震 と 同様 の 資金 手当 措置 を 講じ る 。 


ぐ 措 置 の 内 容 > 


〇 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に より 資金 不足 額 が 発生 又は 拡大 する 公営 企業 は 、 当該 不足 額 に つい て 
資金 手当 に 係る 企業 債 が 発行 で きる (特別 減収 対策 企業 債 ) 。 


〇 発行 済 の 特別 減収 対策 企業 債 の 償 避 利子 の 1 プ 2 の 額 を 一 般 会 計 か ら 繰 出し 
な お 、 当該 繰出 し に は 特別 交付 税 措置 (措置 率 0. 8) を 講じ る 。 


賞 恒 年 限 は 15 年 以内 










平成 30 年 度 又 は 
令 和 元 年 度 の 
資金 不足 額 の うち 
いずれ か 小さ い 額 (a) 







※ 年 度 途中 に お いて も 、 そ の 時 点 に 把握 で きる 資金 不足 見 込 額 に より 発行 で きる よう 、 今 月 中 に 、 同 意 等 基準 、 
同意 等 基準 運用 要 細 等 を 改正 する と と も に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 線 出 基準 通知 ( 副 大 臣 通知 ) を 発出 予定 





eb 2 特別 減収 対策 企業 債 の 同意 等 は 、 同 意 等 基準 第 二 の 一 の 2 (1) 等 に 基 づ 
(資料 2) き 、 事 業 継続 の 可能 性 や 当該 特別 減収 対策 企業 債 の 償還 の 見 込み 等 収支 計画 
事 務 連 絡 を 踏ま えて 行う も の で ある こと 。 
令 和 2 年 5 月 29 日 


3 一 般 会 計 が 繰り 出す 発行 済 の 特別 減収 対策 企業 債 の 償還 利子 の 2 分 の 1 の 
額 に つい て 、 そ の 80% を 特別 交付 税 に より 措置 する 予定 で ある こと 。 





各 都 道府県 市 区 町 村 担 当 課 


各 都 道府県 財政 担当 課 
御中 
各 指 定 都 市 財政 担当 課 


原則 と し て 15 年 以内 と する こと 。 
③ 資金 
みみ 圭 ト の S 理 由 静 論 補 の 、 な なつ へ 、 ン ペペ 
ee 地方 公共 団体 金融 機構 資金 又は 民間 等 資金 で ある 
減収 対策 に 対す る 地方 財政 措置 等 に つい て っ 


総務 省 自 治 財政 局 公営 企業 課 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 減収 対策 に つい て は 、「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 


感染 症 に 係る 地方 公営 企業 の 減収 対策 に 対す る 繰出 金 に つい て 」( 令 和 2 年 5 月 ヽ 
29 上 陸 総務 重大 区 知 ) で お 知ら せ be と こ の 0 り ま す が 、 特 別 減収 対策 末 下 企業 債 の 協 表 寺 及 ひ 


その 詳細 及び 地方 財政 措置 の 内 容 に つい て は 下記 の と お り で す の で 、 各 地方 公 同意 ビデ ノ テ ンー の 手続 
共 団体 に お か れ て は 、 地 方 公営 企業 の 実態 に 有 取 し な が ら 適 切な 運営 を 期す る よ 選 和 寺 Mb 
> 配慮 願い ます 。 
各 才 道府県 財政 担当 課 及び 各 指定 都市 財政 担当 課 に お か れ て は 公 営 企業 関係 特別 減収 対策 企業 債 の 同意 等 は 、 令 和 2 年 度 同意 
部 局 及 び 自ら が 構成 団体 と な る 一 部 事務 組合 等 に 、 各 者 道府県 市 区 町 村 担当 課 ー 8 
に お か れ て は 貴 都 首府 上 内 各市 区 町 村 及 び 一 部 事務 組合 等 に 、 周 知 を お 願い し \ 樹 進 第 一 の 一 の 21 等 に 基づき 、 事 業 継続 の 可能 
ます 。 、 
性 や 当該 特別 減収 対策 企業 債 の 償 本 の 見 込み 等 収支 
配 計画 を 踏ま ほえ て 行う 。 (資料 1 、2 参照) 
1 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 防止 の た め の 取 組 に 伴う 利用 者 の 江 
少 等 に より 資金 不足 額 ( 法 適用 事業 は 地方 財政 法 施行 令 (昭和 23 年 政令 第 267 ee 
号 ) 第 15 条 第 1 項 第 1 号 の 額 か ら 同 項 第 3 号 の 額 を 控除 し た 額 を いい 、 法 非 【 協 議 等 及び 同意 等 手続 】 
適用 事業 は 同 令 第 16 条 第 1 項 第 1 号 の 額 及 び 同 項 第 2 号 の 額 の 合計 額 を い 
う 。 以 下 同じ 。) が 発生 又は 拡大 する と 見 込ま れる 団体 は 、 令 和 2 年 度 の 資金 ① 協議 等 及び 届出 の 手続 
不足 額 の 見 込 額 (平成 30 年 度 決算 又は 令 和 元 年 度 決算 で 資金 不足 額 が 生じ て 由 洲 AS 人 、 攻 た ロ 
いる 場合 は 、 平成 30 年 度 決算 に お ける 当 訪 額 又は 令 和 元 年 度 決算 に お ける 当該 特別 減収 対策 企業 債 の 起債 に 人 る 協議 等 及び 届出 
額 の うち いずれ か 少な い 額 を 控除 し た 額 と する 。) に つい て 、 地 方 財政 法 ( 昭 の 手続 に つい て は 、 原 則 と し て 、「 令 和 2 年度 公営 
和 23 年 法律 第 109 号 ) 第 5 条 第 1 号 の 規定 に より 資金 手当 の た め の 公営 企業 債 の = 
(以下 「 特 別 減収 対策 企業 償 」 と いう 。) が 発行 で きる も の で ある こと 。 企業 債 の 協議 等 手続 及び 届出 手続 に 係る 起債 協議 


額 の 了 照 会 に つい て 」( 令 和 2 年 4 月 1 日 付け 公営 企 
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業 課 ・ 公 営 企業 経営 室 ・ 準 公営 企業 室 事 務 連 絡 。 以 
下 「4 月 事務 連絡 」 と いう 。) に よる も の で ある こと 。 
② 提出 書類 等 

特別 減収 対策 企業 債 対象 経費 算定 表 」 を 提出 す 
る 必要 が ある 。 こ の 際 、 令 和 2 年 度 未 時 点 の 資金 不 
足 額 の 見 込 額 を 算出 する こと が 困難 で ある 場合 、 協 
議 等 の 時 点 ま で に 判明 し て いる 人 額 (例え ば 、 協 議 
は 届出 の 月 の 直前 の 月 末 ま で に 生じ て いる 数 値 ) と 
し で や ゃ も 売 し 支え な い 。 

加え て 、 4 月 事務 連絡 で ぶし た 提出 書類 の うち 、 
協議 等 の 手続 に 係る 共通 様式 や 届出 の 手続 に 係る 共 
通 様式 も 、 特 別 減収 対策 企業 債 用 の 様式 と な る 。 
⑧) スグ ケ ジュー ル 

例年 実施 し て いる 1 次 協議 (7 月 同意 )、 2 次 協 
議 (2 月 同意 ) の 間 に 、9 月 際 時 協議 を 実施 する 。 
な お 、9 月 陥 時 協議 の 協議 対象 事業 は 、 特 別 減収 対 
策 企 業 債 を 含む 全 地 方 債 が 対象 と な る 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 地方 
公 富 企業 の 減収 対策 に 対す る 繰出 金 

地方 公営 企業 繰出 金 に つい て は 、 毎 年 度 4 月 に そ 
の 基本 的 な 考え 方 が が され て いる が 、 新 型 コ ロナ ウ 
イル ス 感 染 症 の 流行 に よる 影響 の 甚大 性 に か ん が 
み 、 地 方 公営 企業 の 経営 安定 等 を 図る た め 、 同 感染 
症 に 係る 地方 公営 企業 繰出 金 に つい て は 下記 の 通り 
取り 扱う こと と な っ た 。 それぞれ の 地方 公営 企業 の 
実態 に 肥 し な が ら 、 こ の 趣 冒 に 沿っ て 適切 に 運営 き 
れる よう 求め られ て いる 。 (資料 2、 3 参照 ) 


【 繰 出 金 通知 】 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 減収 対策 の た め に 発 
行 す る 資金 手当 債 の 利子 負担 の 軽減 に 要する 経費 


① 趣 冒 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 防止 の た め の 
取組 に 伴う 利用 者 の 減少 等 に より 資金 不足 の 発生 又 
は 拡大 が 見 込ま れる 地方 公営 企業 が 発行 する 特別 減 
収 対 策 企 業 債 の 利子 負担 の 軽減 に 要する 経費 で ある 。 
② 繰出 し の 基準 

新 弄 コロナ ウイルス 感染 症 の 感染 拡大 防止 の た め 
の 取組 に 伴う 利用 者 の 減少 等 に より 、 当 該 年 度 未 に 
資金 不足 額 が 発生 又は 拡大 する と 見 込ま れる 団体 が 
発行 し た 特別 減収 対策 企業 債 の 償 本 利子 の 2 分 の 1 


Z0 





(資料 3) 
絵 財 公 第 95 号 
令 和 2 年 5 月 29 日 


間 


各 指 定 都市 市 長 


総務 副 大 臣 長谷 川 岳 
( 会 印 省 略 ) 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 地方 公営 企業 の 
減収 対策 に 対す る 繰出 金 に つい て (通知 ) 


標記 の 件 に つき まし て 、 別 紙 の と お り 定 め ま し た の で 、 通 知 し ます 。 


(別紙 ) 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 地方 公営 企業 の 
減収 対策 に 対す る 繰出 金 に つい て 


地方 公営 企業 繰出 金 に つい て は 、 毎 年度 その 基本 的 な 考え 方 を お 示し し て い 
る と ころ で す が 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 流行 に よる 影響 の 甚大 性 に か ん 
が み 、 地方 公営 企業 の 経営 安定 等 を 図る た め 、 同 感染 症 に 係る 地方 公営 企業 繰出 
金 に つい て 下記 の と お り 取 り 扱 うこ と と し まし た の で 、 地 方 公営 企業 の 実態 に 
即 し な が ら 、 こ の 趣旨 に 沿っ て 適切 に 運営 され る よう お 願い し ます 。 

貴 都 道 府 県 内 市 町 村 等 に 対し まし て も 、 周 知 さ れる よう お 願い し ます 。 

な お 、 詳 細 に つい て は 別途 お 知ら せ し ま す 。 


記 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 減収 対策 の た め に 発行 する 資金 手当 債 の 

利子 負担 の 軽減 に 要する 経費 

(1) 趣旨 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 防止 の た め の 取 組 に 伴う 利用 者 
の 減少 等 に より 資金 不足 の 発生 又は 拡大 が 見 込ま れる 地方 公営 企業 が 発 
行 す る 資金 手当 の た め の 公 営 企業 債 (以下 「 特 別 減収 対策 企業 債 」 
と いう 。) の 利子 負担 の 軽減 に 要する 経費 で ある 。 


(2) 繰出 し の 基準 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 防止 の た め の 取 組 に 伴う 利用 者 
の 減少 等 に より 、 当 該 年 度 未 に 資金 不足 額 が 発生 又は 拡大 する と 見 込ま 
れる 団体 が 発行 し た 特別 減収 対策 企業 債 の 償還 利子 の 2 分 の 1 と する 。 
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な お 、 上 記 ラ 基準 に 基づき 一 般 会 計 が 繰り 出す 発行 
済 の 特別 減収 対策 企業 債 の 償還 利子 の 2 分 の 1 の 人 額 
に つい て 、 そ の 80% を 特別 交付 税 に より 措置 する 予 
定 と な っ て いる 。 


特別 減収 対策 企業 債 残高 と 資金 不 
足 比率 

公営 企業 の 給 営 状況 を 判断 する 指標 と し て 資金 不 
足 比率 が あり 、① 地 方 財政 法 に よる も の (許可 国体 
へ の 移行 の 基準 と し て 用 いる )、② 地 方 公共 団体 の 
財政 の 健全 化 に 関す る 法律 (以下 、' 財 政 健全 化 法 」 
と いう 。) に よる も の (経営 健全 化 基準 と し て 用 いる ) 
の 2 種類 が ある 。 特別 減 収 対策 企業 債 を 発行 し た 場 








合 、 交 通 事業 ( 法 適用 企業 ) に お ける それ ぞ れ の 取 
り 扱 い に つ いて は 以下 の と お り で ある 。 


① 地方 財政 法 に よる 資金 不足 比率 
資金 導 
TE 100% 


人 ーー の 家 - 受 慈 上 上 の 缶 
資金 の 不足 額 ニ =A 二 BーC 
A : 前 年 度 末 の ! 流 動 負 債 」 の 額 か ら 、「! 一 時 借入 


金 又 は 未払金 で 公営 企業 の 建 改良 旨 Men 
の の うち その 支払 い に 充 て る た め 当 該 年 度 に 
いて 地方 債 を 起こ すこ と と し て いる We 
除 し た 人 額 

B : 前 年 度 末 の 「 建 設 改良 費 等 以外 の 経費 」 に 充て 
る た め に 起こ し た 地方 債 の 現在 高 

C : 前 年 度 末 の ! 流 動 資産 」 の 額 か ら 、「 事 業 繰越 
に 係る 特定 財源 」 を 控除 し た 人 額 


特別 減収 対策 企業 債 の 現在 高 は B に 含ま れる 。 地 
方 財政 法 上 の 資金 不足 比率 が 10% 以 上 で ある 公営 企 
業 は 、 起 債 に 当たっ て 許可 が 必要 と な り 、 公 営 企業 
の 資金 不足 及び 繰越 欠損 金 の 解消 を 図る た め の 「 資 
金 不足 等 解消 計画 」 の 策定 が 求め られ る 。 


② 財政 健全 化 法 に よる 資金 不足 比率 
資金 の 不足 叙 

事業 の 規模 (営業 収益 の 額 一 受託 工事 収益 の 額 ) 

資金 の 不足 額 = (AB 一 CO) 一 D 

A て C : 地方 財政 法 と 同じ 

D : 解消 可能 資金 不足 額 (事業 の 性 質 上 、 事 業 開始 
後 の 一 定期 間 、 構 造 的 に 資金 の 不足 額 が 生じ る 
事由 が ある 公営 企業 に お いて 、 将 来 解消 が 見 込 
まれ る 金額 と し て 資金 不足 額 か ら 控 除 す る 額 ) 


x100% 


資金 不足 比率 = 


ii 


特別 減収 対策 企業 債 の 現在 高 は B 及 び D! NE 
る 。 つ まり 、 地 方 財政 法 に よる 資金 不足 比率 に は 
2 
算入 され な い 。 よ っ て 、 今 回 の 特別 減収 対策 企業 債 
を 発行 する こと を も っ て 財政 健全 化 法 の 資金 不足 比 
率 が 悪化 する こと は な い 。 


5 お わり に 


特別 減収 対策 企業 債 の 制度 の あり 方 に つい て は 、 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に よる 公営 交通 事業 の 経営 

の 影響 を 把握 し つつ 、 同和 人 
Ei 
続 的 な 経営 を 両立 で きる よう 検討 し て まい り た い 。 
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東京 都 交 通 局 で は 、 令 和 元 年 7 月 か ら 小 さ な お 子 
様 連れ の お 客 様 に も 安心 し て 気兼ね な く 電 車 を 利用 
し て いた だ ける よう 、 都 営 大 江戸 線 に お いて 、「 子 
育て 応援 スペ ー ス 」 を 設置 し た 車両 を 運行 し て いま 
095 

本 稿 で は 当該 スペ ー ス の 概要 等 に つい て 紹介 し ま 
す 。 





現在 、 東 京都 と し て 様々 な 子育て 支援 に 関す る 施 
東 を 推進 し て お り 、 公 営 交 通 を 担う 交通 局 と し て も 
伺か で きる こと は な いか と 検討 する 中 で 、 誰 も が 安 
心して 公共 交通 機関 を 利用 で きる よう に する た め の 
取組 の 一 つと し て 、 当 該 ス ペー ス を 試験 的 に 設置 し 、 
広く お 客 様 や 都民 の 方 か ら ご 意見 を 伺う こと と し ま 
本 





3. 子育て 応援 スペ ー ス の 概要 


当該 スペ ー ス は 、 人 気 キ ャ ラク ター 「 ぎ きか ん し ゃ 
トー マス と な か また ち 」 を 使用 し た 装飾 を 施し て お 
り 、 小 さ な お 子 様 に 親しみ や すく 、 ま た 周囲 の お 客 
様 に も わか りや すい デザ イン と し て いま す 。 


ZZ 


鉄 軌道 事業 企画 専門 課長 大 塚 。 注 


1. は じ め に 


子 有 て 羽 援 スペ ー ス 」 の 
試験 閣 人 に つい て 


東京 都 交 通 局 電車 部 


8 永野 裕介 





車内 装飾 


1]) 運行 開始 日 
令 和 元 年 7 月 31 日 


(2) 設置 場所 

犬 江戸 線 の 新型 車両 1 編成 に つき 8 か 所 ある フ 
リー スペ ー ス の うち 、2 か 所 (3 号車 及び 6 号車 ) 
に 設置 (運行 開始 時 は 3 編成) 


\ 
らら @ ら の 6 @6@6@9@9@6@6@6@6@9@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@6@@6@6@6@6@6@6@9@6@6@6@6@6@6@6@6@6@@6@6@e6@6e@@6@6@6@e6@6@6@6@6@e6@6@6@@@e6@e6@e6@6@e6@e@eee@e@e@e@ee@e@e 


『 手 末 で 店 国 ユ ミース 」 ビ 。 
ET ITETT IL NSHLI ヨ コ 
民 画 班 宣 咽 己 利 軸 に エモ 避 うつ 計 下台 えー コ で 王 。 
背 吉 まま 加 選 還 坦 園 申し 二 軸 。 
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ポス ター (各駅 構内 に 掲出 ) 
(3) 運行 時 刻 
車両 整備 等 の 関係 か ら 、 運 行 時 刻 は 日 々 異な る た (5) その 他 
め 、 毎 日 、 当 局 ホ ー ム ペー ジ に 公表 し て いま す 。 当該 スペ ー ス は 、 小 さ な お 子 様 連 れ の お 客 様 だ け 
で な く 、 お 年 寄り や 車いす を ご 利用 の 方 な ど 、 誰 で 
4) お客様 へ の 周知 も ご 乗車 いた だ ける スペ ー ス と な っ て いま す 。 


車両 の 内 外 に ステ ッ カ ー を 貼る と と も に 、 駅 構内 
の 案内 放送 や ポス ター に より 周知 し て いま す 。 







4. 運行 開始 後 の 反 区 


運行 開始 か ら 、 当 局 の SNS や 都営 交通 お 客 様 セ 
ンタ ー を 通じ て 、 様 々 な 声 が 寄せ られ まし た が 、 そ 
の 多く は 感謝 や 大同 な どの 好意 的 な ご 意見 で し た 。 
ぐ 主 な ご 意見 > 
【 青 定 的 】 

・ 非 常に 素晴らし い 取 組 、 子 育て 世代 と し て は 本 当 

に あり が た くく 感謝 
車内 ステ ッ カ ー (当該 車両 の 窓 に 掲出 ) ・「 子 連れ で 電車 に 乗っ て も 問題 な いよ 」 と 背中 を 
押し て も ら っ た よう で 安心 し て 電車 に 乗れ た 
・ 運 行 本 数 を 増やし て ほし い 、 運 行 時 間 を 分 か りや 





KG NL 

【 合 定 的 】 

・ う る さい 子ども や 子連れ が 多 そ う で 不愉快 、 調 子 
に 乗る 人 が 増え そう 


・ 子 連れ だ け で な く 、 車 いす の 方 な ど 他 の ハン デ を 
持つ 方 に も 気 を 使っ て ほし い 





ュー 
』 


再 外 ステ ッ カ ー [ 謎 二 面 の 側 固 に 掲出 また 、 当 初 、 お 子 様 連れ 以外 の お 客 様 が 乗り づら 
い の で は な いか と いう 抄 念 も や あり まし た が 、 実 際 に 
当該 車両 の 利用 状況 を 調査 し た 際 は 、 べ ビー カー を 
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ご 使用 の 親子 が 楽し そう に 当該 スペ ー ス を 利用 し て 
いた 他 、 お 子 様 連れ 以外 の 様々 な お 客 様 が 乗車 され 
て お り 、「 装 飾 に 関し て は 特に 気 に な ら ず 、 他 の 車 
両 と 同じ 感覚 で 利用 し て いる 」 と いう ご 意見 も 頂き 
まお 中 7 

粘 果 と し て 、 年 齢 、 性 別に 関係 な く 多 く の お 客 様 
に 当該 スペ ー ス を ご 利用 いた だ いて いる 状況 と な っ 
ME 







S. 設置 車両 の 拡大 等 





当該 スペ ー ス に 対す る 好意 的 な ご 意見 と と も に 、 
運行 本 数 の 拡大 と わか りや すい 運行 時 刻 へ の 要望 が 
多かっ た こと か ら 、 設 置 車両 の 追加 導入 等 を 行い 、 
お 客 様 の 利便 性 を 高め まし た 。 


(1) 設置 車両 の 拡大 

令 和 2 年 2 月 1 日 か ら 、 設 置 車両 を 4 編成 追加 し 、 
計 7 編成 に 拡大 する と と も に 、 車 内 装飾 デザ イン も 
新た に 3 種類 追加 し まし た 。 


Z4 





車内 装飾 (追加 デザ イン ) 


(2) 運行 時 刻 の 一 部 固定 
運行 本 数 の 拡大 に 合わ せ て 、 一 部 の 車両 は 毎日 
同じ 時 刻 で 運行 する よう に し まし た 。 


(3 ホー ム ド ア 用 ステ ッ カ ー の 掲出 

大 江戸 線 の 全 駅 の ホー ム ド ア に 、「 子 育て 応援 ス 
ベ ペース 」 設 置 車両 の 停車 位置 を 知ら せる ステ ッ カ ー 
を 掲出 し まし た 。 





[ 子 朋 て 応 杜 スペ ー ス 」 
車 責 は , ご 如 佑 置 に 峠 上 し ます 


※ 運行 時 刻 は 、 こ の ステ ッ 
カー に 掲載 し て いる QR 
コー ド を 読み 取る こと で 

確認 で きる 。 

玉生 一 員 叶 に 計 村 て 才 

回 邊 に CE 西本 本 時 中 


還 思 F' 量 本 。 
FI. 上 に TE 定 国 財 還 三 きこ 三重 


= 


F 人 
2hー ム ドア 用 スズ ステッカー 


(4) 運行 情報 表示 画面 の 改修 

お 客 様 に 当該 車両 の 運行 時 刻 を より わか りや すく 
ご 案内 する た め 、 当 局 ホ ー ム ペー ジ の 運行 情報 表示 
画面 を 改修 し まし た 。 
※ 毎日 、 主 な 駅 の 発車 時 刻 を 時 系 列 に 表示 


mm 
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当局 ホー ムペ ー ジ 運行 情報 表示 画面 
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.。 今後 に 向け て 


これ か ら も 多く の 方 に 当該 スペ ー ス を 知っ て いた 
だ き 、 ご 利用 いた だ く こ と で 、 電 車 を 利用 され る 様々 
な お 客 様 の 相 互 理解 が 進み 、 社 会 全体 で 子育て を 応 
援 す る 機運 の 醸成 に 貢献 で きれ ば 、 と 考え て お り ま 
馬 

誰 も が 安心 し て 公共 交通 機関 を 利用 で きる 環境 づ 
くり を 進め て いく た め 、 よ り 幅 広く 多く の お 客 様 や 
都民 の 方 か ら ご 意見 を いた だ いた うえ で 、 今 後 の 展 
開 、 方 向 性 を 検討 し て いき ます 。 


9 2020 Gullane (Thomas) Limited. 
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横浜 市 で は 、 高 速 鉄道 1 ・3 号 線 (以下 「 ブ ルー 

ライ ン 」 と いう 。) 及び 高速 鉄道 4 号線 (以下 「! グ リー 
ンジ シラ イシ 」 とい 9 ) を 介 朋 し て あおり 。、 ノ ルー ライ ィ 
ン は 平成 11 年 8 月 に 湘南 台 へ 延伸 開業 し 、 現 在 の 営 
業 区 間 で ある 「 あ ざ み 野 ^ て 湘南 台 間 (32 駅 、 
40.4km)」 で 運行 を 開始 し た 後 、 平成 19 年 12 月 に は 、 
全 32 駅 に ホー ム 穫 を 設置 し て ATO・ ワ ソン マン 運 転 
を 開始 し て いま す 。 さ ら に 、 平 成 27 年 7 月 か ら は 人 快 
速 運 転 を 開始 し て いま す 。 ブ ルー ライ ン 車 両 は 5 形 
式 (3000A 形 、3000N 形 、3000R 形 、3000S 形 、 
3000V 形 )、 全 36 編 成 216 両 を 保有 し て いま す 。 





課長 補佐 (時 両 計画 係長 ) 


ポー 中 遇 0 と 
「 で ウツ 時 ee mm セー ザー 


お 客 様 に 快適 な 車内 蘭 境 を 
提供 する た め に 


て 桂浜 市 交通 局 の 取組 みて 


横浜 市 交通 局 技術 管理 部 車両 課 


久田 将 一 


また 、 グ リー ン ラ イン は 、 国 内 6 路線 目 の 小 型 リ 
アデ 作 下 内 (UM ド NE リリ U ニ アデ メト 人 NNW の と し て 、 
平成 20 年 3 月 に 日 吉 て 中 山間 (13.0km) で 開業 し 、 
今年 で 12 年 目 を 迎え て お り ま す 。 開業 当初 、60 両 (4 
両 X15 編 成 ) で 運行 し て いま し た が 、 そ の 後 輸送 カ 
の 増強 の た め 、8 両 (4 両 X2 編 成 ) を 増 備 する 等 、 
増え 続け る 輸送 電 要 に 対応 し て きま し た 。 グ リー ン 
ライ ン 車 両 は 10000 形 の 1 形式 で 、 全 17 編 成 68 両 を 
保有 し て いま す 。 

現在 、 両 路線 合わ せ て 総 営業 キロ 53.4km で 、 1 
日 あたり 約 66 万 4 千 人 ( 令 和 元 年 度 実績 ) の お 客 様 
に ご 利用 いた だ いて お り 、 大 都市 横浜 の 基幹 交通 を 
担っ て いま す 。 

この 度 、 快 適 な 車内 環境 づく り へ の 取組 み と し て 


に 1 | jme-1 
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図 1 ブル ー ラ イン ・ グ リー ン ラ イン 路線 図 
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横浜 市 の 取組 み を 紹介 する 機会 を いた だ きま し た の 
で 、 こ れ ま で に 取り 組ん で きた お 客 様 に 快適 な 車内 
環境 を 提供 する た め の 様 々 な 取組 み の 中 か ら 、「 車 
内 宅 調 」、、 バ リア フリ ー」 及び 「 車 両 の 省エネ ルギー 
化 」 の 3 点 に つき まし て 、 概 要 を ご 紹介 させ て いた 
0 





2. 車内 空調 に 関す る 取り 組み 


車内 空調 に つき まし て は 、 こ れ ま で も 様々 な 取り 組 
み を 実施 し て まい り ま し た が 、 毎年 お 客 様 か ら の 「 暑 
い 」、「 楽 い 」 等 の 声 を 多数 いた だ いて お り 、 よ り 良 い 
車内 環境 作り の た め に は 、 よ り 一 層 の 取り 組み が 必 
要 不 可 欠 と 考え て お り ま す 。 こ こ で は 、 ブ ルー ライ ン ・ 
グリ ー ン ライ ン の 空調 装置 の 概要 と 、 こ れ ま で 実施 し 
て きた 取組 み に つ いて の 概要 を ご 紹介 し ます 。 


(1) 車両 形式 毎 の 空調 装置 の 方 式 

ブル ー ラ イン ・ グ リー ン ラ イン 車両 の 空調 装置 の 
方 式 は 、 表 1 の 通り と な っ て いま す 。 
3000A 形 の み イ ン バ ー タ 式 を 採用 し て いま す が 、 
その 他 の 形式 で は 、 他 鉄道 事業 者 で も 一 般 的 に 採用 


ゴル ー ラ イン 











表 1 車両 形式 毎 の 空調 方 式 





車両 形式 宅 調 方 式 搭載 方 式 

3000N 形 

3000R 形 屋根 埋め 込み 
上 セミ 集中 方 式 

3000S 形 オン ィ ガ フク 素 (2 台 ノ 両 ) 


3000V 形 
10000 形 


され て いる オン ・ オ フ 方 式 を 採用 し て いま す 。 イ 
ン バ ー タ 式 は 、 家 庭 用 の エア コン と 同様 に 、 車 内 の 
温度 を 設定 温度 に 保つ よう に 市 御 し て お り 、 空 調 が 
能 ま る こら と の ほとん と あり ませ ん 。ー。 オ ン ・ オ 
aa 、 設 定 温度 に 対し 、 車 内 の 温度 が 高く な る 

宅 調 装置 が 動作 し 、 車 内 の 温度 が 設定 温度 より 低 
時 生生 

ブル ー ラ イン ・ グ リー ン ラ イン と も 、 地 下 鉄 区 間 
を 走行 する こと か ら 、 車 両 の 高 さ に 制限 が あり 、 車 
両 の 屋根 に 埋め 込む せ タ イプ の 薄型 空調 装置 を 採用 し 
て お り ま す 。 ブ ルー ライ ン 車 両 で は 、 1 両 の 両端 部 
に 捨 載 し て お り ま す が 、 宅 調 装置 を 搭載 し て いる 部 
分 の 客室 内 の 天井 が 約 20cm 低 く な っ て いま す ( 通 
常 部 2200mm、 空 調 装置 搭載 部 約 2,.000mm) 。 グリ ー 


男 則 ・ 咽 放 再 庄 L 串 較 較 … 王 下 コ ェ ー 還 時 枯 天 軍政 山 
ーー 
』 骨 重 





FE 5 ョ ーs= 











選 
石 4 呈 事 (宇和 琶 叫 : 
面 La 
5 
ワリ ー ン ライ - 


E 呈 事 【 下 証 国 宣 】 


: 二 Wo 1 






同 慎 需 空 工 凍 





開放 


回 還 三 上 


1 


Elir 


凍 計 計 間 計 8 


2 車内 の 温度 分 布 
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和信 


ン ラ イン で は 、 超 薄型 の 空調 装置 を 搭載 し て お り 、 
客室 内 の 天井 高 さ は 全て 同一 で す 。 

屋根 に 埋め 込む セタ イプ の 空調 装置 を 車両 の 両端 部 
に 捨 載 し て いる た め 、 空 調 装置 か ら の 冷風 が 客室 
の 中 央 部 に 集中 し て し まい ます 。 こ の た め 、 客 室 
の 温度 分 布 に ば ら つ き が 出 て し まっ て いる こと か 
ら 、 お 客 様 へ の 周知 の 一 つと し て 、 ホ ー ム ペー ジ 上 
に 車内 の 温度 分 布 ( 図 2) に つい て の ご 案内 を させ 
て いた だ き 、 少 し で も 人 快適 に ご 乗車 いた だ ける よう 
努め て いま す 。 


(2) お 客 様 の 声 に 応え る た め に 

快適 な 車内 環境 を 提供 する た め に は 、 お 客 様 か ら 
の 貴重 な 声 に お 応え し て いく こと が 必要 不可 欠 と 考 
えて お り ま す 。 平成 30 年 度 と 令 和 元 年 度 に お 客 様 か 
らい た だ いて いる 車内 空調 に 関す る 「 緒 い 」、「 寒 い 」 
の 声 を 図 3 に 示し ます 。 


昌 暑い 中 楽 い 


平成 30 年 度 





3 お 客 様 の 声 


夏季 ・ 冬 李 を 問わ ず 、 お 客 様 か ら 「 暑 い 」、「 寒 い 」 
の 声 を 多数 いた だ いて お り 、 い た だ いた お 客 様 の 声 
に お 応え する た め に 実施 し て いる 横浜 市 の 主 な 取組 
み は 下 記 の 通り で す 。 
・ 季 節 に 合わ せ た 冷 房 の 補正 値 の 変更 
・ 運 転 部 門 と 協力 し 、 主 に 朝 ラ ッシュ 時 間 帯 等 の お 
客 様 が 多く ご 乗車 され る 時 間 帯 に 、 天 候 や 気温 等 
に 応じ て 車内 の 送風 機 や 温度 補正 の 力 的 な 使用 
を 実施 
・ 空調 装置 の 清掃 を 年 2 回 実施 ( 准 房 効率 の 向上 ) 
・ 通 勤 時 等 に お ける 職員 添乗 調査 
上 記 の 取組 み の 内 、 平 成 30 年 度 に いた だ いた お 客 
様 の 声 を 基 に 、 令 和 元 年 度 は 冷房 の 補正 値 の 変更 を 
より 大 きく する こと で 、 前 年 度 と 比較 し て 、 お 客 様 
か ら の 「 署 い 」 の 声 を 減ら すこ と に つなが り ま し た 。 
空調 に つい て は 、 お 客 様 の 服装 や 体感 等 の 差 も あ 
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り 、 准 房 ・ 暖 房 と も に 車内 温度 の 調整 に 苦 應 し て い 
る と ころ で 、 お 客 様 か ら の 「 署 い 」、「 寒 い 」 等 の 声 
を 「0」 に する こと は 難し いと ころ で は あり ます が 、 
これ か ら も 、 お 客 様 に 快適 な 車内 環境 を 提供 で きる 
よう 、 様 々 な 取組 み を 実施 し て まい り ま す 。 








3. バリ アフ リー へ の 取組 み と 考 え 方 


今後 、 ま すま す 高 齢 化 社会 が 進ん で いく に あたり 、 

横浜 市 民 の 足 と し て 、 市 民 の 区 様 に 快適 に ご 利用 い 
た だ ける よう 車両 の バリ アフ リー 化 に つい て も 積極 
的 に 取り 組ん で いま す 。 


(1) 車内 の バリ アフ リー 

車内 の バリ アフ リー 性 の 向上 と し て 、 ホ ー ム と 車 
両 床 面 の 段差 を 極力 な くし 、 出 入口 部 の 床 面 を 色 分 
けし て 視認 性 の 向上 を 図っ て いま す 。 グリーン ラ イ 
ン 車 両 は 全て の 車両 で 出入 口 部 の 床 を 黄色 と し て お 
り 、 ブ ルー ライ ン に お いて も 、 平 成 28 年 度 に 導入 し 
た 3000V 形 に お いて 、 出 入口 部 の 床 を 黄色 と し て き さ 
ら な る 視認 性 向上 を 図っ て いま す 。 (写真 1 ) 


回 町 軒 ーー 





写真 ] 出入 口 部 (3000V 形 ) 


また 、 車 いす ・ べ ビー カー エリ ア の 機能 充実 を 図 
る た め 、 非 常 通報 器 を 低く 設置 し 、 一 部 の 車両 に お 
いて は 、 腰 当 付 き 握 り 棒 と 車いす 固定 ベル ト を 設け 
て いま す 。 (写真 2) 
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反 。 


写真 2 車いす ・ ベ ビー カー エリ ア (3000V 形 ) 


さら に 、 一 部 の つり 革 と 和 荷物 棚 の 高 さ を 10cm 低 
くす る 等 し て どなた に も 利用 し や すい よう 配慮 し て 
ぃ いま す 。 (写真 3) 


写真 3 つり 革 と 荷物 棚 


2) お 客 様 案 内 設備 

これ まで 、 車 内 案内 表示 装置 と し て 、 グ リー ン ラ 
イン で は 、 各 出入 口 の 上 部 に 、 液 曲 表 示 器 を 2 画面 
ずつ 設置 し て いま し た が 、 ブ ルー ライ ン で は 3 色 
LBD 式 の 文字 の み の 表 示 装 置 と し て お り ま し た 。 
液晶 式 を 導入 し て いな か っ た ブル ー ラ イン で は 、 
お 客 様 か ら 、 次 駅 案内 等 が わか り づ らい と の 声 を た 
び だ び い た だ い て いる 伏 肖 で し た 。 こ の た め 、 お 客 
様 へ の 案内 性 の 向上 等 を 目指 し 、 ブ ルー ライ ン に お 
いて も 平成 28 年 に 導入 し た 3000V 形 で 初め て 液晶 式 
の 車内 案内 表示 装 軒 を 採用 (写真 4) し 、 そ の 後 、 
3000R 形 及び 3000S 形 に お いて も 機器 更新 に 合わ せ 
て 、 各 出入 口 の 上 部 に 、17.5 イ ンチ 液晶 表示 器 を 2 
画面 ずつ 順次 設け て いく こと と し て お り ま す 。 
液晶 式 表示 器 を 導入 する こと に より 、 次 駅 や ドア 








の 開く 側 、 階 段 や エス カレ ー タ の 位置 、 乗 換 案 内 等 
の お 客 様 案 内 の ほか 、 ニ ュー ス や 他社 線 運 行 情報 等 
も わか りや すい 画面 で 提供 する こと が 可能 と な り 、 
駅 名 等 は 、4 か 国語 ノ 5 言語 (日 本 語 、 ひ ら が な 、 
英語 、 中 国語 、 韓 国語 ) で 表示 が 可能 で す 。 な お 、 
一 部 の 表示 器 は 、 停 電 時 で も 車載 バッ テリ の 電源 で 
表示 が で き 、 非 常時 で も 視覚 に よる 案内 を 可能 に し 
穫 MO ま びす 。 きら 民 、 表示 内 倫 ほ は 、。 カ ラー ニニ パー サザ 
ル デ ザ イン に 配慮 し て 判読 が 容易 な 色 使 いと 字体 で 
構成 し て いま す 。 





写真 4 液晶 式 車内 案内 表示 装置 3000V 形 ) 


車外 案内 表示 装置 に つい て も 、 現 在 ブ ルー ライ ン ・ 
グリ ー ン ライ ン 共 に 、 順 次 機器 更新 を 実施 し て お り 、 
正面 ・ 側 面 共に 、 従 来 は 3 色 LED 方式 を 採用 し て 
ゅ いま し た が 、 フ ルカ ラーLED 式 を 採用 する こと で 、 
列車 種別 等 の 視認 性 向上 を 図っ て いま す 。 な お 、 側 
面 に は 行先 、 列 車種 別 、 路 線 名 、 次 駅 を 表示 する こ 
と と し て 、 乗 隆 す る お 客 様 へ の 案内 性 の 向上 も 図っ 
て いま す 。 (写真 5) 





写真 5 側面 車外 案内 表示 装置 (ブル ー ラ イン ) 


平成 25 年 度 に 導入 し た グリ ー ン ライ ン 10000 形 2 
編成 と 平成 28 年 度 に 導入 し た ブル ー ラ イン 3000V 形 
で は 、 お 客 様 ヘ ド ア の 開閉 を 光 の 明 減 に より 予告 す 
る ドア 開閉 予告 表示 灯 を 新た に 設置 し 、 よ り 安 全 に 
配慮 し て いま す 。 (写真 6 ) 
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4. 車両 の 省エネ ルギー 化 へ の 
取り 組み 








写真 6 ドア 開閉 予告 表示 灯 


(3③) ホー ム と 車両 床 面 と の 段差 の 解消 に つい て 
2019 年 8 月 に 、 国 土 交 通 省 か ら 車 いす 等 を ご 利用 
の お 客 様 が 単独 乗 隆 し や すい 車両 と プラ ッ ト ホ ー ム 
の 段差 ・ 隙 間 縮 小 の 目安 値 が 公表 され まし た 。 

グリ ー ン ライ ン に お いて は 、 鉄 道 に 関す る 技術 上 
の 基準 を 定め る 省令 が 改正 され た 後に 設計 を 進め た 
こと か ら 、 建 設 時 か ら プ ラッ ト ホ ー ム と 車両 の 床 面 
高 さ の 段差 を 極力 少な く で きる よう 取り 組ん だ 結 
果 、 通常 時 約 20mm の 段差 (写真 7) と な っ て お り 、 
べ ベビー カー を ご 利用 の お 客 様 等 か ら 、 好 評 を いた だ 
ゅ て いま す 。 し か し な が ら 、 ブ ルー ライ ン は 設計 が 
古く 、 ホ ー ム と 車両 の 段差 が 大 きい ( 約 50 て 70mm) 
の が 現状 で す 。 今後 、 さ ら な る バリ アフ リー 化 を 進 
め て いく うえ で の 大 き な 課 題 と な っ て いま す 。 
車両 の バリ アフ リー 性 を 高め て いく こと は 、 お 客 
様 に 快適 に ご 利用 いた だ く た め に 必要 不可 欠 で ある 
と 考え て お り ま す の で 、 今 後 と も 一 層 の バリ アフ 
リー 化 の 取組 み を 進め て まい り ま す 。 


写真 / ホー ム と 車両 床 面 の 段差 (グリ ー ン ライ ン ) 
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横浜 市 は 、 腕 炭 素 化 の 実現 に 向け !Zero Carbon 
Yokohama」 を 掲げ 、 地 款 温暖 化 対 策 ・ エ ネル ギー 
施策 を 強化 し 、 持 続 可能 な 大 都市 モデ ル の 実現 に 向 
けた 取組 を 進め て お り 、 交 通 局 に お いて も 積極 的 に 
脱 炭 素 化 の 実現 に 向け た 取組 み を 実施 し て いま す 。 


(1) 室内 灯 の LED 化 

室内 灯 は 、 平 成 26 年 度 以降 、 車 両 の 低 炭 素 化 を 進 
め て いく 一 環 と し て 、 ブ ルー ライ ン 車 両 (3000A 形 
を 除く ) か ら 順 次 LED 化 を 進め て まい り ま し た 。 
これ まで 常光 灯 を 使用 し て いた 既存 車両 に お いて 、 
LED 灯 に 変更 する に あたり 、 お 客 様 が 誌面 な ど を 
読む 際 に 違和感 を 生じ な いよ うな 配慮 と し て 、 蛍 光 
灯 に より 近い 色 温 度 で ある 4,200K を 選定 し まし た 。 
LED 化 する 前 後 で 車内 の 明る さや 色 味 の 違い を 感 
じ る こと が ほとん ど な く 、 今 で も 気づか れ て いな い 
お 客 様 も いら っ し ゃ る か も し れ ま せん 。 

また 、3000V 形 以降 の 新型 車 に お いて は 、 イ ン 
テリ アデ ザイ ン な ど に 合わ せ て 色 温 度 を 選定 する こ 
と と し て いま す 。3000V 形 で は 、LED に よる 直接 
光 と 間接 光 を 組み 合わ せ た ハ イブ リッ ド 照 明 を 設 
け 、 客 室 に 柔らか な 印象 を 持た せ て 広告 も 明る く 照 
ら せ る も の と し て いま す 。 (写真 8) 





写真 8 客室 LED 灯 (3000V 形 ) 


MT 


(2) 省 電力 装置 の 採用 

現 在 、 ブ ルー ライ ン の 3000R 形 、3000S 形 は 、 製 
造 か ら 15 年 程度 が 経過 し 、 ま た 、 グ リー ン ラ イン 車 
両 に つい て も 、 開 業 時 に 導入 し た 15 編 成 に つい て は 、 
製造 か ら 12 年 程度 が 経過 し て お り 、 電 気 機器 の 更新 
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時 期し な っ て お り ま す 。 

電気 機器 の 更新 に あたり 、 各 種 機器 に お いて 、 可 
能 な 限り 環境 負荷 を 低減 で きる よう 、 省 エネ ルギー 
化 を 図る こと を 前 提 と し て 機器 の 更新 を 実施 し て い 
ます 。 








5. お わり に 





お 客 様 に 快適 な 車内 環境 を 提供 する こと を テー マ 
に 、 こ れ ま で の 横浜 市 交通 局 に お ける 取組 み に つ い 
て 一 部 を ご 紹介 きせ て いた だ きま し た 。 お 客 様 サ ー 
ビス は 日 々 変革 を 求め られ て お り 、 こ れ か ら も お 客 
様 の 声 に 可能 な 限り お 記 え で きる よう 取り 組ん で ま 
いり ます 。 

横浜 市 の 市 営 交 通 は 、 来 る 令 和 3 年 に は 100 周 年 
を 中 久 ます 。 今 使 $ フ ルー ライ ンク リー シラ イシ 
共に お 客 様 に 快適 に ご 利用 いた だ き 、 親 し まれ る こ 
と を 期待 し 、 安 全 運 行 や 輸送 力 の 増強 に 努め て まい 
1 

最後 に な り ま し た が 、 横 浜 市 営 交 通 の 施設 の 保全 、 
そし て 日 々 の 安全 運行 に 関し まし て 、 ご 指導 、 ご 協 
力 を いた だ いて お り ま す 監 督 官庁 、 関 係 団 体 、 工 事 
関係 者 、 製 造 メ ー カ 、 保 守 受 託 業 者 、 そ の 他 関 係 各 
位 の 皆様 に 、 誌 面 を お 借り いた し まし て 太く 御礼 を 
直し 上 けけ ま すす 
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地下 博 シ リー ズ ・・ ト っ 


地下 鉄 博物 館 特別 展 

暴 に お ける 改良 工事 の 歴史 展 

改良 工事 が な ぜ 必 要 か ーー (2) 

公益 財団 法人 メト ロ 文 化 財 団 地下 鉄 博物館 


地下 鉄 博物 館 で は 、 毎 年 三 回 の 特別 展 を 開催 し て お り ま す 。 今回 は その 中 で 、2019 年 12 月 10 日 2020 年 1 月 
26 日 まで 開催 し た 、 地 下 鉄 に お ける 駅 施設 等 の 混雑 緩和 、 輸 送 力 改善 な ど を 目的 と し た 営業 線 の 大 規模 改良 、 
また 垂直 移動 設備 の 設置 な どの バリ アフ リー 化 と いっ た 様々 な 改良 工事 に つい て 、 東 京 地 下 鉄 株 式 会 社 を 例 に 
し て 写真 や イラ スト 、 年 表 等 を 中 心 に 前 号 に 続き ご 紹介 いた し ます 。 





主 な 改良 下 事 


新橋 駅 GO8 
工期 : て 2022 ( 令 和 4) 年 度 (予定 ) 

田村 町 口 改 札 の 配置 変更 等 を 行い 、 改 札内 に 階段 を 新設 する こと で 滞留 を 解消 いた し ます 。 また 、 ホ ー 
階 で は 溢 谷 方 の ホー 05 設 い た し ます 。 浅草 方 に お いて は 階段 を 撤去 し 、 ホ ー ム 上 問 
部 に エス カレ ー タ ー を 設置 する こと に より 乗降 を 分 散 さ せ 滞 留 を 解消 い ぃ た し ます 。 

自 四 人 0 旨 是 2 工期 : 1965 (昭和 40) 年 8 月 て 1965 (昭和 40) 年 11 月 

連絡 通路 他 新 設 工事 | 工期 :1974 (昭和 49) 年 12 月 て 1975 (昭和 50) 年 12 月 











国鉄 ( 現 JR) と の 連絡 通路 を 新設 し まし た 。 
ホー ム 増 設 、 出 入口 新設 、 コ ンコ ー ス 拡張 他 工 事 





工期 : 1975 (昭和 50) 年 12 月 て 1980 (昭和 55) 年 4 月 
ホー ム を 増設 し 、 各 線 専 用 ホー ム と する こと で 、 混 雑 を 緩和 し まし た 。 


虎ノ門 駅 GO7 

| ホー ム 延 伸 工 事 | 工期 :1955 (昭和 30) 10 月 て 1958 (昭和 33) 年 12 月 

6 両 編成 運転 を 行う た め ホ ー ム を 延伸 し まし た 。 

出入 口 新設 工事 | 工期 :1962 (昭和 37) 3 月 て 1964 (昭和 39) 年 6 月 

工期 : 1969 (昭和 44) 9 月 て 1971 (昭和 46) 11 月 


霞ヶ関 ビル 開業 に 伴い 乗降 客 の 増加 を 予測 し 、 ホ ー ム 等 を 拡幅 し まし た 。 


赤坂 見 附 駅 GO5 MI3 

出入 口 の 拡 過 、 増 設 お よび コン コー ス 改 良 工事 

工期 : 1976 (昭和 51) 年 2 月 て 1979 (昭和 54) 年 11 月 

出入 口 新設 工事 | 工期 :2005 (平成 17) 年 3 月 て 2011 (平成 23) 年 2 月 

火災 対策 や 赤坂 ・ 山 王 下 エリ ア か ら 赤 坂 見 附 駅 の 利用 を 便利 に する た め 改 札 口 、 出 入口 を 新設 し まし た 。 


青山 一 丁目 駅 GO4 Z03 
ホー ム 改 装 、 通 踏 改 装 、 改 札 口 改装 、 出 入 品 上 家 等 改装 工事 





工期 : て 2020 ( 令 和 2) 年 8 月 (予定 ) 
コン セプト 
江戸 時 代 に 青山 一 ] 目 周辺 に 青山 家 の 大 名 屋敷 が あり 、 現 在 ま で 気品 ある 優雅 な 街並み が 引き 継が れ て いま 
す 。 ま た 青山 霊園 に は 桜 並木 が ある こと か ら 、「 気 品 あ る 街並み 」 と 「 桜 並木 」 を コン セプト に 改装 し て いま す 。 
主 な 改装 ポイ ント 
・ ホ ー ム 璧 面 に 花びら の デザ イン を 施し 、 電 車 の 進行 方 向 に 合わ せ て 花びら が 舞い 散る 桜 並木 を 表現 
・ 長 面 に 石 、 タ イル な どの 風合い の ある 質感 を 持つ 材料 を 使用 
・ 出 入口 上 家 は 桜 並木 を イメ ー ジ し た 木 調 の デザ イン で 柱 と 屋根 を 構成 
・ ホ ー ム ドア を 設置 
ホー ム 延 伸 工事 | 工期 :1956 (昭和 31) 10 月 て 1957 (昭和 32) 年 12 月 
6 両 編 成 運転 を 行う た め ホ ー ム を 延伸 し まし た 。 
出入 口 移 設 、 地 下 連 絡 通路 新設 工事 | 工期 : 1962 (昭和 37) 12 月 て 1964 (昭和 39) 年 2 月 








地上 道路 拡幅 に 伴う 工事 
連絡 通路 新設 工事 | 工期 :1998 (平成 10) 年 4 月 て 1999 (平成 11) 年 9 月 
大 江戸 線 と の 連絡 通路 を 新設 し まし た 。 


外苑 前 駅 GO3 
ホー ム 改 装 、 通 踏 改装 、 改 札 口 改装 、 出 入 品 上 家 等 改装 





工期 : て 2020 ( 令 和 2) 年 8 月 (予定 ) 





コン セプト 
駅 周辺 に 、 駅 名 の 由来 と な っ た 明治 神宮 外 爺 、 明 治 神宮 野球 場 、 建 設 中 の 新 国立 競技 場 、 銀 償 並 木 が ある こ 
と か ら 、「! 銀 査 並木 」 と 「 ス ポー ツ の 軽やか さ 」 を コン セプト に 改装 し て いま す 。 
主 な 改装 ポイ ント 
・ ホ ー ム は 、 天 井 を 明る くし 、 床 に 競技 場 の トラ ッ ク を イメ ー ジ し た ライ ン を 施し 、 ス ポー ツ の 軽やか な スピ ー 
ド 感 を 演出 
・ 床 タイ ル は 土 肌 調 の タイ ル を 採用 し 、 グ ラウ ンド を イメ ー ジ 
・ 柱 は ラン ダム に スリ ッ ト (切れ 目 ) を 設け 、 真 っ 直ぐ 伸び る 銀 人 査 並木 を イメ ー ジ 
・ 出 入口 上 家 は 、 柱 と 屋根 を 真っ 直ぐ 伸び る 銀杏 並木 を イメ ー ジ させ る よう な 色合い に し て 、 天 井 は スポ ー 
の さわ や か さ が 感 じ ら れ る よう 、 ガ ラス 製 を 採用 
・ ホ ー ム ドア を 設置 
出入 口 移 設 、 地 下 連 絡 通路 新設 工事 | 工期 : 1963 (昭和 38) 1 月 て 1964 (昭和 39) 年 4 月 
地上 道路 拡幅 に 伴う 工事 


出入 口 新設 工事 、 改 札 口 、 通 路 拡 幅 工事 | 工期 :1995 (平成 7) 7 月 て 2001 (F 成 13) 年 1 月 
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表参道 駅 G02 
| ホー ム 延 伸 工事 | 工期 :1956 (昭和 31) 10 月 て 1957 (昭和 32) 年 12 月 
6 両 編 成 運転 を 行う た め ホ ー ム を 延伸 し まし た 。 
出入 口 移 設 、 地 下 連 絡 通路 新設 工事 | 工期 :1963 (昭和 38) 1 月 て 1964 (昭和 39) 年 4 月 
地上 道路 拡幅 に 伴う 工事 
工期 : 1976 (昭和 51) 年 12 月 て 1978 (昭和 53) 年 8 月 
半 蔵 門 線 開業 に あわ せ 千 代田 線 と の 乗り 換え が 便利 に な る よう ホー ム を 移設 し まし た 。 


ER G0] 
工期 : て 2020 ( 令 和 2) 年 1 月 3 日 新 ホー ム 使 用 開始 予定 
ee 整備 の 一 環 と し て 駅 の 移設 工事 を 実施 し て いま す 。 
主 な 改装 ポイ ント 
・ 従 来 の 乗車 ホー ム と 降車 ホー ム が 分 離し た 相対 式 ホ ー ム を 、 表 参道 側 に 約 130m 移 設 し 、 乗 車 と 降車 を 区 別 
し な い 島 式 ホ ー ム に 変更 
・ ホ ー ム の 幅 が 広く な り 混 雑 が 緩和 され 、JR 線 な ど へ は 同一 階 の 乗換 え コ ンコ ユー ス で 接続 
副 都 心 な ど へ の 乗り 換え は エレ ベー ター、 エ スカ レー ター が 整備 され た 地上 改札 を 利用 する こと で 、 乗 り 換 
え 時 間 を 短縮 
工期 : て 2019 ( 令 和 元 ) 年 11 月 
半蔵 門 線 、 副 都心 線 、 東 急 東 横線 、 東 急 田園 都市 線 の 渋谷 駅 の 地下 出入 口 番号 を 共通 化し 、 地 下 を 四 つ の エ 
リア に 分 け 、 エ リア と 各 出 入口 の 数 字 の 組み 合わ せ で 出入 口 を 表す こと で 、 出 入口 を 探し や すく し ます 。 


濱 池山 王 駅 GO06 
駅 新設 工事 | 工期 :1987 (昭和 62) 年 3 月 て 1997 (平成 9) 年 9 月 3 日 






き 基 、 PF Te 





言 軸 ビ 





1997 (平成 9) 年 に 開業 し た 南北 線 と 銀座 線 の 乗換 駅 が 必要 で あり 、 ま た 、 虎 ノ 門 て 赤坂 見 附 間 は 距離 が 長 
く 、 両 駅 の 混雑 緩和 を 図る た め 、 新 設 さ れ ま し た 。 


丸ノ内 線 】 

大 手 町 駅 改装 工事 

大 手 町 駅 は 東京 メト ロ 丸 ノ 内 線 、 東 西 線 、 千 代田 線 、 半 蔵 門 線 、 都 営 地下 鉄 三田 線 の 計 5 路線 が 接続 する 地 
下 鉄 の 主要 駅 の 一 つ で す 。 ビジ ネス 街 の 中 心 に ふさ わし い 「 品 格 」 と 都会 的 「 洗 練 さ 」 を 表現 する 「 凛 と し 
た 駅 」 を コン セプト に 、 各 路線 を 象徴 する 素材 を 取り 入れ 、 周 辺 ビ ル の 再開 発 と 連携 し 改装 され まし た 。 
丸ノ内 線 2016 (平成 28) 年 度 完了 
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大 手 町 駅 周辺 の 歴史 ある 建築 物 か ら 「 精 上 瓦 」 が デザ イン に 採用 され まし た 。 
東西 線 2017 (平成 29) 年 度 完了 





大 手 町 駅 周辺 に ある 表 く 映え る 高層 ビル の 壁面 の イメ ー ジ か ら 「 ガ ラス 」 が デザ イン に 採用 きれ まし た 。 
千代 田 線 2017 (平成 29) 年 度 完了 





大 手 町 駅 周辺 に ある 量 居 近辺 の 豊か な 樹木 か ら 「 木 目 」 が デザ イン に 採用 され まし た 。 
半蔵 門 線 2018 (平成 30) 年 度 完了 


SMIHW 人 YOM F 間 シリ ビン ュー 菅 





大 手 町 駅 周辺 の 現代 的 な 副 都 心 の イメ ー ジ か ら 金属 、 瓦 」 が デザ イン に 採用 され まし た 。 


池袋 駅 M25 


東口 出入 口 改良 他 工事 | 工期 :1995 (平成 7) 年 5 月 て 1997 (平成 9) 年 5 月 


高瀬 口 出 入口 を 撤去 し ISP 連絡 通路 を 改良 し まし た 。 


新大塚 駅 M24 


ホー ム 延 伸 工 事 | 工期 :1960 (昭和 35) 年 6 月 て 1960 (昭和 35) 年 9 月 
改札 口 新設 工事 | 工期 :2000 (F 成 12) 年 て 2002 (平成 14) 年 8 月 





名 何 谷 駅 M23 

ホー ム 延 伸 工事 | 工期 :1960 (昭和 35) 年 5 月 て 1960 (昭和 35) 年 9 月 

改札 口 新 設 工事 | 工期 :2000 (平成 12) 年 て 2002 (平成 14) 年 8 月 

工期 : 1993 (平成 5) 年 3 月 て 1998 (平成 10 年 ) 4 月 


老 荷 谷 駅 MF ビ ル 





後楽 園 上 駅 MZ2 
ホー ム 延 伸 工 事 | 工期 :1960 (昭和 35) 年 5 月 て 1960 ( 曲 和 35) 年 9 月 
駅 ビル 建設 工事 | 工期 :1988 (昭和 63) 年 10 月 て 1994 (平成 6) 年 3 月 メト ロ ・ エ ム 後 楽園 


人 
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建 替 前 の 後楽 園 駅 外観 
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建 替 後 の 後 楽園 駅 外観 


本 郷 三 丁目 駅 M21 
ホー ム 延 伸 工事 | 工期 :1960 (昭和 35) 年 6 月 て 1960 (昭和 35) 年 9 月 
駅 舎 改築 、 改 札 口 改良 他 工 事 | 工期 :2001 (平成 13) 年 6 月 て 2002 (CF 成 14) 11 月 


御茶ノ水 駅 M20 


ホー ム 延 伸 工事 | 工期 :1960 (昭和 35) 年 6 月 て 1960 (昭和 35) 年 9 月 


淡路 町 駅 M19 





安全 性 お よび サー ビス 改善 、 ホ ー ム 拡幅 工事 





工期 : 1979 (昭和 54) 年 5 月 て 1980 (昭和 55) 年 2 月 新宿 線 開 業 に と も な う 改 良 工事 


大 手 町 駅 M18 T09 C11 Z08 

婦 全 性 お よび サー ビス 改善 、 ホ ー ム 拡幅 工事 | 工期 : て 2016 (平成 28) 年 3 月 

信 工 期 1958 (昭和 33) 年 1 月 て 1958 (昭和 33) 年 5 月 大 手 町 ビル 

@ 工期 1974 (昭和 49) 年 2 月 て 1974 (昭和 49) 年 5 月 日 本 鋼管 ビル 

人 @ 工期 1991 (平成 3) 年 7 月 て 1994 (平成 6) 年 9 月 
安田 火災 ・ 富 士 銀 行 大 手 町 共同 ビル (992)、 大 手 町 野村 ビル (1994) 

人 @ 工 期 1994 (平成 6) 年 11 月 て 1996 CF 成 8) 年 12 月 大 手 町 野村 ビル 

@ 工期 1991 (平成 3) 年 11 月 て 2000 (平成 12) 年 3 月 大 手 町 セン ター ビル 

人 @ 工期 1999 (平成 11) 年 8 月 て 2000 (平成 12) 年 8 月 サン ケイ ビル 

@ 工期 : 2001 (平成 13) 年 11 月 て 2002 (平成 14) 年 8 月 サン ケイ ビル 周辺 ビル 等 へ の 連絡 通路 、 出 入口 新 
設 工 事 

出入 口 移 設 、 連 絡 通路 設置 工事 | 工期 : 1982 (昭和 57) 年 6 月 て 1983 (昭和 58) 年 5 月 








東京 駅 M17 
通路 新設 工事 | 工期 :1971 (昭和 46) 年 6 月 て 1973 (昭和 48) 年 4 月 
旦 居 へ の 利便 性 向上 の た め 、 通 路 を 新設 し まし た 。 


痕 座 駅 MI16 GO9 HO8 
※ 実 施さ れ た 改良 工事 は 銀座 線 銀座 駅 の 項目 で 解説 し て いま す 。 








霞ケ関 駅 MI5 H06 CO8 
駅 改装 工事 | 工期 : 2013 (平成 25) 年 8 月 て 2016 (平成 28) 年 3 月 

工期 : 1973 (昭和 48) 年 11 月 て 1978 (昭和 53) 年 1 月 

ホー ム を 増設 し 、 各 線 専 用 ホー ム と する こと で 混雑 緩和 を 図り まし た 。 

工期 : 1976 (昭和 51) 年 9 月 て 1977 (昭和 52) 年 2 月 

周辺 ビル 等 へ の 連絡 通路 、 出 入口 新設 工事 | 工期 :1985 (昭和 60) 年 9 月 て 1986 (昭和 61) 年 2 月 
中 央 合同 庁舎 第 5 号館 


赤坂 見 附 駅 M13 GO5 
※ 実 施さ れ た 改良 工事 は 銀座 線 赤 坂 見 附 駅 の 項目 で 解説 し て いま す 。 


四谷 三 丁目 駅 MI1 
コン コー ス 拡 充 、 地 下 通 踏 新設 、 出 入口 新設 工事 





工期 : 1976 (昭和 51) 年 12 月 て 1980 (昭和 55) 年 10 月 
周辺 ビル 等 へ の 連絡 通路 、 出 入口 新設 工事 | 工期 :1992 (平成 4) 年 9 月 て 1995 (平成 7) 年 4 月 
四谷 消防 合同 庁舎 





新宿 爺 前 駅 M10 
出入 口 移 設 工事 | 工期 :1961 (昭和 36) 年 5 月 て 1961 (昭和 36) 年 9 月 


道路 拡幅 工事 の た め 出 入口 を 移設 し まし た 。 





周辺 ビル 等 へ の 連絡 通路 、 出 入口 新設 工事 

@ 工 期 1972 (昭和 47) 年 7 月 て 1972 (昭和 47) 年 7 月 大 蔵屋 第 二 ビ ル 
@ 工期 : 1984 (昭和 59) 年 10 月 て 1984 (昭和 59) 年 10 月 大 橋 御 苑 ビ ル 
出入 口 改装 等 工事 | 工期 : て 2009 (平成 21) 年 7 月 





新宿 御苑 の 最寄り 駅 と 認識 し や すい デザ イン を 意識 し ' 快 適 で 活力 に あふ れ た 、 親 し み の あ る 駅 」 を コン セ 
プ ト に た 出入口 ホー ム 、 ト イレ が 改装 され まし た 。 ま た 、 地 上 行き の エレ ベー ター を 併設 し た 改札 口 、 出 入 
口 が 新設 され まし た 。 


新宿 三 丁目 駅 M09 
周辺 ビル 等 へ の 連絡 通路 、 出 入口 新設 工事 | 工期 : 1973 (昭和 48) 年 8 月 て 1992 (平成 4) 年 3 月 
伊勢 崩 ビ ル (1974) 、 丸 井 ビ ル (1974) 三越 新宿 店 (1992) 


中 野坂 上 駅 M06 
工期 : 2006 (平成 18) 年 11 月 2011 (平成 23) 年 7 月 

ホー ム よ り 低 層 の 地下 3 階 に 約 249m* の 空間 を 設け 、 出 入口 改 札 口 、 エ レベ ー タ ー 等 を 備え た コン コー ス 
が 系 備 され まし た 。 


東 高円寺 駅 MO4 
改札 口 、 出 入口 新設 工事 | 工期 : て 2012 (平成 24) 年 12 月 


池袋 方 面 行 ホー ム に 改札 口 お よび エレ ベー ター を 併設 し た 出入 口 が 新設 され まし た 。 


荻窪 駅 MO1 


駅 出入 口 移 設 工 事 | 工期 :2001 (平成 13) 年 7 月 て 2002 (平成 14) 年 6 月 


中 野 冨士 見 町 駅 Mb04 
駅 出入 口 移 設 工事 | 工期 : て 2010 (平成 22) 年 2 月 
駅 舎 、 コ ンコ ー ス 、 ホ ー ム 、 ト イレ を 改装 し 、 気 持ち よく 利用 で きる 駅 へ と 変わ り ま し た 。 


方 南町 駅 Mb03 
工期 : 2012 (平成 24) 年 3 月 て 2019 ( 令 和 元 ) 年 6 月 ホー ム 共 用 開始 

ホー ム を 6 両 分 に 延伸 する こと で 、 本 線 へ 6 両 編 成 で 直通 運転 する こと が 可能 と な り ま し た 。 直 通運 転 を 行 
うこ と で 、 現 在 池袋 か ら 来 て 新宿 で 折り 返し て いた 電車 を 延長 運転 し 、 西 新宿 の 乗客 増加 に 対応 し 、 中 野坂 
上 駅 の 乗換 の 混 閑 緩 和 が 図ら れ ま す 。 


西新 宿駅 M07 
駅 新設 工事 | 工期 :1992 (平成 4) 年 5 月 て 1996 (平成 8) 年 5 月 26 日 





新宿 中 野坂 上 間 (1.9km) は 、 地 下 鉄 の 駅 間 と し て は 長く 、 地元 住民 か ら の 強い 要望 が あり 、1991 (平成 3 ) 
年 の 都庁 移転 を 中 心 と し た 新宿 副 都心 の 開発 が 進み 、 建 設 費 に つい て 東京 都 、 新 宿 区 、 地 元 法人 等 の 協力 が 得 
られ た た め 、 新 設 さ れ ま し た 。 


東 高円寺 駅 MO4 
駅 新設 工事 | 工期 :1964 ( 曲 和 39) 年 1 月 て 1964 ( 星 和 39) 年 9 月 18 日 





地元 住民 の 強い 要望 に より 、 農 林 省 (現在 の 農林 水産 省 ) の 奏 試 験 場 用 地内 に 設置 され まし た 。1986 ( 昭 
和 61) て 1987 ( 曲 和 62) 年 に 地上 駅 舎 へ の 改良 工事 が 実施 され まし た 。 
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(日比谷 線 】 
北 千住 駅 H21 C18 
工期 : 1992 (平成 4) 年 6 月 て 1997 (平成 9) 年 3 月 


南 千住 駅 H20 
ホー ム 延 伸 工事 | 工期 :1970 (昭和 45) 年 11 月 て 1971 (昭和 46) 年 5 月 


ニノ 輸 駅 昌 19 
ホー ム 延 伸 工事 | 工期 :1970 (昭和 45) 年 3 月 て 1971 (昭和 46) 年 10 月 





入谷 駅 H18 
ホー ム 延 伸 工事 | 工期 : 1968 (昭和 43) 年 11 月 て 1969 (昭和 44) 年 10 月 
工期 : て 2010 (平成 22) 年 12 月 
2 番線 ( 北 千 住 ・ 東 武 伊勢 崎 線 方 面 行 ) 前 方 に 、 改 札 口 お よび 出入 口 が 新設 され まし た 。 エ レベ ー タ ー を 併 
設 し 、 地 上 出入 口 ま で バリ アフ リー 化 さ れ ま し た 。 





上 野 駅 H17 
駅 出入 口 移 設 工事 | 工期 :1967 (昭和 42) 年 4 月 て 1967 (昭和 42) 年 7 月 
ホー ム 延 伸 、 階 段 移 設 、 コ ンコ ー ス 拡充 工事 | 工期 :1968 (昭和 43) 年 11 月 て 1970 (昭和 45) 年 3 月 


仲 件 徒 町 駅 16 

ホー ム 延 伸 工事 | 工期 :1968 (昭和 43) 年 11 月 て 1969 (昭和 44) 年 9 月 

大 江戸 線 と の 交差 通路 新設 | 工期 :1994 (平成 6) 年 12 月 て 2002 (F 成 14) 年 3 月 
エス カレ ー タ お よび 連絡 通路 を 設置 し 、 混 雑 緩和 お よび 利便 性 の 向上 が 図ら れ ま し た 。 








秋葉 原 駅 H15 
ホー ム 延 伸 、 階 段 増設 工事 | 工期 : 1968 (昭和 43) 年 5 月 て 1971 (昭和 46) 年 12 月 


小伝 馬 町 駅 昌 14 
ホー ム 延 伸 、 コ ンコ ー ス 拡充 、 出 入口 新設 工事 
工期 : 1970 (昭和 45) 年 7 月 て 1972 (昭和 47) 年 9 月 
工期 : て 2010 (平成 22) 年 2 月 
中 央 区 の 協力 に より 十 思 公園 内 に エレ ベー ター 専用 出入 口 が 新設 され まし た 。 こ れ に より 2 番線 ホー ム か ら 
MM 人 回 まで の Y リ デア リー 作 き れ ま し /。 


人 形 町 駅 H13 AI14 
ホー ム 延 伸 、 連 絡 通路 新設 工事 | 工期 :1970 (昭和 45) 年 5 月 て 1971 (昭和 46) 年 12 月 
周辺 ビル 等 へ の 連絡 通路 、 出 入口 新設 工事 | 工期 :1990 (平成 2) 年 5 月 て 1991 (CF 成 2) 年 5 月 











茅場 町 駅 H12 TIl 


ホー ム 延 伸 工事 | 工期 :1970 (昭和 45) 年 7 月 て 1971 (昭和 46) 年 8 月 


コン コー ス 拡 充 、 ホ ー ム 拡幅 、 出 入口 新設 工事 | 工期 :1981 (昭和 56) 年 2 月 て 1983 (昭和 58) 年 9 月 





銀座 駅 H08 GO9 MI16 
※ 実 施さ れ た 改良 工事 は 銀座 線 銀座 駅 の 項目 で 解説 し て いま す 。 








霞ケ関 駅 HO06 M15 C08 
※ 実 施さ れ た 改良 工事 は 丸ノ内 線 超 ケ 関 駅 の 項目 で 解説 し て いま す 。 


神谷 町 駅 H05 
コン コー ス 拡 充 、 ホ ー ム 拡幅 工事 | 工期 :1986 (昭和 61) 年 5 月 て 1992 (平成 4) 年 12 月 


六本木 駅 H04 
工期 : 1965 (昭和 40) 年 7 月 て 1965 (昭和 40) 年 9 月 
コン コー ス 拡 充 工 事 工期 : 1988 (昭和 63) 年 6 月 て 1989 (平成 元 ) 年 7 月 
連絡 通路 等 新設 工事 
人 @ 工 基 1994 (平成 6) 年 3 月 て 2001 (平成 13) 年 4 月 
大 江戸 線 と の 交差 通路 を 新設 し まし た 。 
@ 工 期 : 2000 (平成 12) 年 9 月 て 2006 (平成 18) 年 5 月 
六本木 ヒル ズ と の 連絡 通路 を 新設 し まし た 。 








広尾 駅 H03 
出入 口 新設 工事 | 工期 : て 2016 (平成 28) 年 3 月 
北 千 住 方 コン コー ス に 、 エ スカ レー ター お よび エレ ベー ター を 整備 し た 出入 口 が 新設 され まし た 。 


虎ノ門 ヒル ズ 駅 
工期 : 2015 (平成 27) 年 12 月 て 2020 ( 令 和 2) 年 6 月 6 日 開業 予定 

整備 状況 環状 第 二 号 線 新橋 ・ 虎 ノ 門 周辺 地区 に 求め られ て いる 「 生 活 環境 を 備え た 国際 的 な ビジ ネス ・ 交 
流 拠点 の 整備 」 及 び 「 交 通 結節 機能 の 強化 」 の 実現 に 向け て 、 事 業 主体 で ある 独立 行政 法人 都市 再生 機構 か ら 
東京 メト ロ が 設計 ・ 工 事 を 受託 し て 整備 を 進め て いま す 。 工事 は 2015 (平成 27) 年 度 に 着手 し 、 東 京 2020 大 
会 開催 前 の 供用 開始 を 目指 し て いま す 。 

「 ま ちと 一 体 と な っ た 新た な 駅 」 を 目指 し て 整備 が 進め られ て お り 、 最 終 完 成 時 に は 周辺 再開 発 事業 に お い 
て 整備 され る 建物 (( 仮 称 ) 虎ノ門 ヒル ズ ス テー ショ ンタ ワー) 等 と 新 駅 が つなが る こと も ふま え 、 お 客 様 に 「 よ 
り 明確 で わか りや すく 」、「 ま ちと 一 体 と な っ た 新た な 駅 」 に 相応 し い 名 称 と し て 「 虎 ノ 門 ヒル ズ 駅 」 と し まし 
7 





お わり | 


今回 、 取 り 上 げ て いる 工事 内 容 に つい て は 、 東 京 地下 鉄 (株 ) の 『 ニ ュー スリ リー ス 』 及 び 『 メ トロ ニュ ー 
ス 』 等 の 広報 誌 で 広く お 客 様 に 周知 され た も の を 中 心 と し て いま す 。 ま た 、 取 り 上 げた も の 以外 に も 多く の 工 
事 が 行わ れ て いま す が 、 上 記 の よう な 理由 に より 省略 させ て いた だ いて お り ま す 。 記載 し て ある 各 改 良 工 事 の 
工期 に つい て は 、2019 年 10 月 時 点 で の デー タ と な っ て お り 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感染 症 対策 の た め 、 改 良 工事 
等 が 中 断 す る な ど 、 工 事 の 進捗 状況 は 日 々 変化 する た め 、 記 載 し て ある 工期 と 実際 の 工期 と は 異な る 場合 が あ 
る こと を ご 了承 くだ さい 。 


ぐ 主 な 参考 文献 > 
・ 東 京 地下 鉄 株 式 会 社 『 ニ ュー スリ リー ス 』、! メ トロ ニュ ー ス 』、『 工 務 部 の あゆ み 』 
ー 次 号 へ 続く 一 





車両 縮 介 


ロー 


ロフ グリ クロ スシ ー ト 疫 車 岡 の 偽 受 たつ いて 


1. は じ め に 


新型 車両 70090 型 は 、2017 年 度 よ り 導 入 し て いる 
東京 メト ロ 日 比 谷 線 に 直通 運転 する 70000 型 車両 を 
ベー ス と し て 新造 し た ロン グ / ク ロス シー ト 転 換 座 
届 車 両 で ある 。「 移 動 に 馴 い の ひと と き を 」 を コン 
セプト と し て 『 座 る 』 こ と へ の 更 な る 付加 価値 を 追 
求 し た 。 ラ イナ ー 車 両 と し て 運用 する 際 は 座席 を ク 
ロス シー ト と する こと で 通勤 ・ 通 学 時 に 着席 し 、 ブ 
RPM 
まだ 、 ロ ング シー ト の 羽 朋 に お いて も これ まで 以上 
に お 客 様 の 快適 な 足 と な る よう 設計 し た 。 ま た 、 現 
人 ある 東京 メト ロ 13000 系 
と の 仕様 共通 化 を 図る こと で 、 車 内 設備 や お 客 様 へ 
の ご 案内 の 統一 化 、 乗 務 員 等 に お ける 操作 性 の 共通 
化 を 図っ て いる 





写真 1.1 70090 型 車両 


2. デザ イン 

エク ステ リア デザ イン は 、70000 型 で 使用 し て い 
る 印象 的 な 色彩 の 「 イ ノ ベ ー シ ョ ン レ ッ ド 」 と 「 ピ ュ 
アブ ラッ ク 」 の 2 色 を 踏 細 し 、 統 一 感 を 持た せ て い 
る 。「 ピ ュ ア ブラ ッ ク 」 を 多く 使用 する 前 面 は スピ ー 
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鉄道 株 式 会 社 鉄道 事業 本 部 車両 部 車両 企画 
久保 田 A 


ド 感 と 先進 性 を 表 現 し 、 側 面 の ライ ン に は 車体 上 部 
に 引き 上 げ る スラ ッシュ ライ ン を 設け る こと で 、 全 
体 的 に 引き 締まっ た イメ ー ジ を 強調 し 、 ラ イナ ー 仕 
様 車 と し て の 上 質感 を 演出 し た 。 ま た 、70090 型 の 
外観 を モチ ー フ に し た 側面 の ロゴ は ロン グ / ク ロス 
シー ト 転 換 車 両 の 型式 を が ボ が す 「9」 を 「 イ ノ ベ ー シ ョ 
ン レ ッ ド 」 で 示し 、 疾 走 感 と 親しみ を 感じ させ る 新 
た な ライ ナー 仕様 の 車両 で ある こと を 表現 し て い 
る 。 

イン テリ アデ ザイ ン も 70000 型 を 踏襲 し 、 光 沢 の 
ある 日 色 の 内 装 パ ネル を 使用 し て シン ブル か つ ス タ 
イリ ッシュ な も の に する と と も に 、 袖 仕切 りや 荷 棚 、 
貫通 峰 に ガラ ス 素 材 を 多く 採用 する こと で 明る 〈 開 
放 的 な 空間 と し た 。 





写真 22 エク ステ リア (側面 ) 


| 3. 車両 概要 | 


車両 編成 は 、 中 目黒 方 か ら 71790 号 車 を Mcl ( 制 

御 電 動車 )、72790 号 車 を M1 (電動 車 )、73790 号 車 
を M2 (電動 車 )、74790 号 車 を M3 ( 電 RU 
75790 号 車 を M2 (電動 車 )、76790 号 車 を MI 
動車 )、77790 号 車 を Mc2 (制御 電 1 動車) の 7 両 編 


成 と し て いる 。 設計 に お いて は 、70000 型 同様 に 環 
境 負 荷 の 低減 、 快 適性 の 提供 、 安 定 運行 の 確保 を 考 
慮 し た 機器 の 2 重 系 化 、 車 内 設備 や お 客 様 へ の ご 案 


内 の 統一 化 、 乗 務 員 等 に お ける 操作 性 の 共通 化 を 
図っ て いる 。 
|4. 車体 構 造 | 


車体 は 、 リ サイ クル 性 の 高い 軽量 な アル ミダ ブル 
スキ ン 構 造 を 採用 し た 。 側 構体 の 接合 に は 「 レ ー 
ザー・MIG ハ イブ リッ ド 溶 接 」 を 採用 し 、 寸 法 精 








度 が 高く 、 人 歪み が 少な い 構 体 と し て いる 。 


| 5. 室内 設備 

室内 設備 は 開放 感 を 感じ られ 、 明 る く 快 適 な 車両 
を 目指 し た 70000 型 を 踏襲 し つつ も 、 ラ イナ ー 運 用 
車 と し て 相応 し い 設 備 を 追加 し た 仕様 と し た 。 

座 市 は ライ ナー 運用 時 と 通常 時 で 使い 分 け で きる 
よう ロン グ / ク ロス 転換 座席 を 採用 し た 。 運 転 台 か 
ら の 操作 に より 自動 で 転換 する 。 座席 表 度 は 、 彩 度 
と 明度 を 抑え た 気品 ある 赤色 と し 、 形 状 は 枕 部 の 両 
脇 に 角度 を つけ た 立体 構造 の ハイ バッ クシ ー ト と し 
て 、 ラ イナ ー 運 用 時 、 一 般 運 用 時 と も に 快適 性 を 確 
保 し た 。 ま た 、 各 座席 に は AC100V コ ン セ ント 、 
ドリ ンク ホル クー、 何 久 ア ッ ク ぞ 設 貞 し 、 ラ イナ ー 
運用 時 に 使用 で きる 。 
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写真 54 ロン グ / ク ロス シー ト (背面 ) 
(左上 : 荷 物 フ ッ ク 左下 : ド リン ク ホ ル ダ ー 右 下 : コ ン セ ント ) 


優先 訂 も ハイ バッ クシ ー ト に より 長 時 間 の 乗車 で 
も 疲れ に くく 〈 く 、 肘 掛け を 設置 する こと で ロン グ シ ー 
ト で あり な が ら も プラ イベ ー ト 性 を 確保 し た 。 ま た 、 
背面 に は ライ ナー 運用 時 に 使用 で きる コン セン ト を 
設置 し て いる 。 


写真 55 優先 席 
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車両 間 の 妻 引戸 に は 大 型 の ガラ ス 窓 、 ア シス ト ハ 
ンド ル を 採用 し 、 開 放 的 な 車内 空間 の 演出 と 操作 性 
の 向上 を 図っ た 。 ガ ラス 部 の 70090 型 用 の グラ フィ ッ 
ク は 、 お 客 様 が ガラ ス の 存在 を 認識 可能 な 安全 上 の 
機能 も 満た す デ ザイ ン と し て いる 。 

全車 両 に は フリ ー ス ペー ス を 設け 、 車 いす 、 ベ ビー 
カー を ご 利用 の お 客 様 や 大 型 の 荷物 を お 持ち の お 客 
様 に も ご 利用 いた だ ける 車内 空間 と し た 。 





ま | で 
写真 56 優先 席 お よび フリ ー ス ペー ス 


出入 口 の 上 部 に は 、 ド ア の 開閉 動作 に 連動 し て 点 
滅する 開閉 予告 灯 、 車 内 セキ ュ リ ティ 向上 の た め の 
防犯 カメ ラ を 設置 し た 。 各 鳴 居 部 に は 17 イ ンチ ワイ 
ド LCD 車 内 情報 案内 表示 器 を 3 画面 設 軒 し 、1 画 
面 は 広告 専用 画面 、2 画面 は ご 案内 画面 と し て 使用 
する 。 長 い 路 線 案 内 が 可能 と な る ほか 、 日 本 語 だ け 
で な く 、 英 語 、 中 国語 、 韓 国語 の 4 か 国語 に よる ご 
委 内 が 可能 で ある 。 その他 、 路 線 案内 や 駅 設備 案内 、 
ドア 開 方 向 案内 、 注 意 喚起 案内 な ど が 同時 に 表示 可 
能 と な る な ど 、 お 客 様 に 多く の 情報 を 提供 で きる 。 








回 | 
」 | 年 
ek 半 


写真 5.8 防犯 カメ ラ 


通信 サー ビス は 従来 か ら 提 供し て いる 「WiMAX 
Wi-Fi」 通 信 サ ービス に 加え 、!TOBU FREE Wi- 
Fi」 を 提供 する こと で より 快適 な ネス ットワーク を 提 
供する 。 


6. 主 な 拉 載 機器 
(1) 片 軸 操 能 台 車 

台車 は 、 片 軸 操 能 台 車 を 採用 し 、 曲 線 通過 時 に 台 
車内 の 軸 距 を 変化 させ る こと で 、 車 輸 の 横 圧 低減 に 
よる 走行 安全 性 能 の 向上 、 レ ー ル と フラ ンジ の 接触 
に より 発生 する キシ リ 音 を 低減 きせ る 。 





写真 61 ボル スタ 付き 片 軸 操 能 台車 


2) 主 回 路 シ ステ ム 

主 電動 機 は 、 永 久 磁 石 同 期 電 動機 (PMSM) と し 、 
PMSM に 対応 し た 主 電動 機 個別 制御 の VVVF イン 
バー タタ 装置 を 搭載 し て いる 。 全 台車 の 非 操 能 軸 に 主 
電動 機 を 搭載 し て お り 、 各 車両 2 台 、7 両 編成 で 14 
台 の 主 電動 機 を 搭載 し て いる 。(M : T 比 が 1 : 1 
の 3.5M 構 成 ) 出力 は 205KW、 速 度 セ モン サ レ ス と し 
て いる 。 








(3) ブレ ー キ シス テム 

回 生 ブ プレ ー キ 併用 電気 指令 式 空 気 プ レー キ 装 置 を 
搭載 し て いる 。 基礎 ブレ ー キ 装置 は 操 能 台車 で ある 
た め 、 操 能 輔 に ディ スク ブレ ー キ 、 非 操 艇 軸 に ユニ ッ 
トブ レー キ を 搭載 し て いる 。 電動 空気 圧縮 機 は 、 オ 
イル レス スク ロー ル 式 と し Mcl お よび Mc2 車 に 各 
1 台 捨 載 し て いる 。 機 構 成 は 、 圧 縮 ・ 除 湿 ・ 制 御 を 
クック トド し ポッ ゲー ン 化 し た 気 胡 き うう ッ ト き 1 
台 あ た り 2 ユ ニッ ト 構 成 と し 、 故 障 が 発 生 し た 場合 
も 2 ユニ ッ ト の うち 1 ユニ ッ ト は 運転 を 継続 で きる 
よう 負 長 性 の 高い 構成 と し た 。 





(4) 車両 情報 制御 装置 (T-TIS) 

T-TIS (Tobu-Train Information System) は 、 
運転 指令 制御 (力行 、 常 用 プレ ー キ ) を は じ め 空 調 ・ 
表示 ・ 放 送 ・ ロ ング / ク ロス 座席 の 転換 な どの サー 
ビス 機器 制御 、 各 機器 の モニ タリ ング ・ 故 障 記録 、 
車 上 検査 等 の 機能 を 備え 、 運 転 全 の メー タ 画 面 表 示 
も 行う 。 





キト 5 
写真 6.3 表示 器 画面 ( 左 速度 計 右 : 座席 転換 画面 ) 


(5) 電源 装置 

静止 弄 イ ン バ ー タ (SIV) 装置 を M2 お よび MZ2 車 
に 各 1 台 で 編成 2 台 搭 載 し て いる 。3 レベ ルイ ン バ ー 
方 式 で 素子 に ハイ ブリ ッ ド SiC を 採用 し 、 定 格 容 
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に 重用 





量 は 185kKVA と し て いる 。 

従来 の 車両 は 、 編 成 内 に 複数 の SIV 装 置 が ある 場 
合 は 、SIV 装 置 ご と に 交流 電力 の 供給 車両 を 区 分 け 
し て いる 。 し か し 、70000 型 、70090 型 の SIV 装 置 は 
交流 電力 (AC440V) を 同期 し て 出力 する 機能 ( 普 
列 同期 機能 ) を 持つ た め 、 供 給 車 両 を 区 分 け す る 必 
要 が な く な り 、 こ の 機能 を 活用 し て 使用 電力 が 少な 
い 時 に 2 台中 1 台 を 積極 的 に 休止 させ る 休止 運転 方 
ME 

蓄電 池 は 、 両 Mc 車 に DC100V100Ah (容量 監視 
装置 付き )、DC15V30Ah (列車 無線 非常 通話 用 ) 、 
DC15V6Ah (列車 無線 非常 防護 発 報 用 ) を 搭載 し 、 
T-TTS に BT 強制 解放 機能 (BT 切り 忘れ 防止 ) を 持 
た せ て いる 。 


(6) 集 電 装置 

VVVF 制御 装置 搭載 車両 で ある M1、MI1 に 各 1 
台 、M3 車 に 2 台 の 編成 で 4 台 設 置 し て お り 、 上 昇 
検知 装置 を 搭載 し て いる 。 ま た 、 降 雪 時 に 有 舟 体 等 へ 
の 着 雪 を 運転 台 の SW 操作 に より 増 圧 上 昇 と 下降 動 
作 を 連続 し て 行う こと で 着 雪 を 振り 落と す 機構 を 搭 
載 し て いる 。 


(7) L /C 電 源 装 置 、 座 席 転換 制御 盤 

70090 型 で は ロン グ / ク ロス 転換 座席 の 自動 転換 
に 必要 な AC200V を 供給 する た め の 電 源 装 置 を 各 
車両 の 床下 に 搭載 し て いる 。 ま た 、 自 動転 換 に 必要 
な コン トロ ー ラ 、 リ レー 類 を 有する 座 遍 制 御 盤 を 各 
車両 の 客室 妻 部 に 設置 し た 。 





写真 64 L/C 電 源 装 置 
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写真 6.5 座席 制御 毅 


」7. お わり に 


新型 車両 70090 型 は 、 東 京 メ トロ 日 比 谷 線 直 通 車 
画 と し て 東京 地下 鉄 と 連携 し 、 出 来る 限り の 仕様 共 
通化 を 図り な が ら 、 ラ イナ ー 運 用 車両 と し て の 付加 
価値 を 追求 し て 誕生 し た 車両 で す 。 

2020 年 6 月 6 日 より 「TH ラ イナ ー」 と し て 運行 
を 開始 いた し まし た 。 今後 も 多く の お 客 様 に ご 利用 
いた だ ける よう 願う と と も に 、 製 作 に あたり ご 指導 、 
ご 協力 いた だ いた 関係 各位 に 感謝 申し 上 げ ま す 。 





世界 あちこち 擦 訪 記 


第 686 回 ナミ ビア (その 5) 


| スワ コブ ムン ト の 彰 


2013 年 1 月 27 日 (日 )、 ス ワ コ プ ムン ト (エロ ン 
ゴ 州 の 州都 ) と ウォ ルビ ス = ベ イ は 曇 / 晴 (さほど 
暑く ない)、 砂漠 地帯 は 猛暑 、 ウ ツィ ント フッ ク は 矢 。 
今日 は 、 ま ず ウ ォ ル ビス = ベイ 駅 を 視察 し て 、 そ の 
あと ナミ ブ 砂 漠 を 見 て 、 ウ ィ ン ト フッ ク に 戻る 予定 
で ある 。 

昨夜 は 21 時 半 に 寝 た の で 、 早 く 起 き て シャ ワー を 
浴び 、 南 大 西洋 の 濾 が 砂浜 に 打ち 寄せ る 音 を 聞き な 
が ら 昨 日 の 調査 記録 を 整理 する 。 7 時 頃 空 が 明る く 
な る の で 、 外 を 見 る と 、 ど ん より と 重い 雲 が 垂れ こ 
め て いる 。 7 時 40 分 か ら 朝 食 を と る が 、 ウ ィ ン ト フッ 
ク の ビラ = バイ オレ ッ ト の 朝食 の 方 が ずっ と うま 
か っ た 。 そ の あと 和 荷造 り を し て 、 1 泊 分 の ホテ ル 代 
630 ナ ミ ビ ア ェ = ドル ( 約 6550 円 ) を 受付 で 支払 う 。 

9 時 2 分 に 出発 し 、 南 に 約 30km の ウォ ルビ ス = 
ベイ (人 口 約 6 万 人 ) に 向かう 。 ビ ラ = バ イオ レッ 
ト 近 くに は 、 現 代 的 な り リゾート = ホテ ル や 住宅 が た 
くさ ん 建っ て お り 、 こ の 一 帯 は 海岸 リゾ ー ト で ある 。 
その 一 角 に 広大 な 砂地 の 空地 が ある の は 、 リ ゾー ト 
用 の 開発 予定 地 だ ろう 。 

市 内 を 抜け て 国道 B 2 号 に 入る と 、 ク アッ ド = バ 
イク 9 や サン ド = ス キー・ サ ンド = ボー ド を 荷 台 
に 積ん で 走る 自家 用 車 を 見 か ける 。 日 曜日 な の で 砂 
丘 に 遊び に 行く の だ ろう 。 国道 B 2 号 の 東側 に 砂丘 
が 見 えて きた の で 、9 時 15 分 に 停車 し て 、 砂 丘 と 植 
物 ・ 南 大 西洋 を 見 る 。 (写真 一 64、 写 真一 65) 


秋山 方 弥 





写真 一 64 国道 B2 号 を 南 の ウォ ルビ ス = ベ イ に 向かう と 、 
右 に 南大 西洋 、 左 に 砂丘 が 連続 する 。 海岸 沿い 
の せい か 、 朝 は どん より と 曇っ て いる 。 (2013 年 
1 月 27 日 ) 





hi 
写真 一 65 南大 西洋 の 海岸 沿い の 砂地 に 生え る 植物 (名称 
不詳 )。 (2013 年 ] 月 27 日 ) 


( 注 39) quad bike。 4 輪 バ イク 。 海外 で は ATV (All Terrain Vehicle : 全 地 形 対応 車 ) と いう 。 
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海外 レ ポート 





| 南大 西洋 に 面 す る ウォ ルビ ス = ベ イ 


9 時 45 分 、 ウ ォ ル ビス = ベイ 駅 に 到着 。 駅 前 に あ 
る ガラ ス 張 り の 建物 の 中 に は 、 ウ ォ ル ビス = ベイ 港 
で 1899 年 か ら 使用 され た ドイ ツ 製 の 古い 蒸気 機関 車 
が 思 い て ある 。 サ ン = グ ラス を か けた トラ ンス ナミ 
ブ 鉄 道 の 若 い 黒 人 男性 職員 2 人 が 駅 人 告 の 和信 口 に い 
て 、 写 真 撮影 $ も 駅 の 中 に 入る の も 駄目 だ と いう 。 こ 
れ で は 調査 に な ら な い の で 、 彼 ら の 上 司 の 許可 を デ 
イ ビ ッ ド に 電話 で 取っ て も らい 、 駅 舎 の 中 に 入れ て 
も ら う 。 そ こ に は 、 警 稀 と 手錠 を 机 の 上 に 並べ 、 椅 
子 に 座っ て いる 黒人 女性 職員 が いる 。 聞く と 、 警 枯 
と 手錠 は 盗難 犯 を 捕まえ る の に 使用 する そう だ 。 こ 
の 駅 は 、 斜 路 か ら 目 動車 が ホー ム に 入れ る よう に 
な っ て いる 。 (写真 一 66) 

駅 の 構内 を 見 る と 、 ホ ー ム 沿い の 線路 に タン ク 車 
が 停車 し て いて 、 そ の 向こう は 表面 が 砂 の 空き 地 、 
奥 の 港 に 近い 線路 に は 、 タ ンク 車 や 無蓋 車 "W り ・ コ 
ン テ ナ 車 が 停 ま っ て いる 。 砂地 の 表面 が 所 々 白く 
な っ て いる の は 、 た ぶん 塩 だ ろう 。 海 が 近い せい か 、 
レー ル 側 面 と 締結 装置 に は 錆 が 出 て いる 。 駅 に 隣接 
し て ウォ ルビ ス = ベ イ 港 の コン テ ナ = タ ー ミ ナル が 
あり 、 コ ン テ ナ が 4 ぐ て 5 段 に 積み 上 げ ら れ て いる 。 
(写真 一 67、 写 真一 68) 

構内 を 歩い て みる と 、GE (ゼネ ラル = エレ クト 
リッ ク ) 社 の ディ ー ゼ ル 機 関 車 1 両 と 中 国 製 の 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 (SDD6) 7 両 、「 ス ター ライ ン 」 
の 客車 4 両 が 停車 し て いる 。 

10 時 28 分 に ウォ ルビ ス = ベ イ 駅 の 調査 を 終え 、 南 
大 西洋 に 面 す る 海岸 沿い の ウォ ルビ ス = ベ イ = ラ 
グー ン 0 に 行く と 、 レ スト ラン が あり 、 白 人 た 
ち が 朝 食 を 食べ て いる 。 こ こ に は ペ ぺり リカ ン が いて 、 
オッ ト セ イ が 機 橋 近 く を 泳 で の を 2 人 の 白人 の 男 の 
子 が 眺め て いる 。 沖合 を 泳ぐ 人 鯨 も 見 れる よう だ 。 こ 
の あと ウォ ルビ ス = ベ イ 港 を 見 て か ら 、 町 の 東 約 
10km に ある ナミ ブ 砂 漠 の の 「 デ ュー ン = セ ブン 」 
(Dune 7) と 呼ば れる 有名 な 砂丘 に 向かっ て C14 
号 道 路 を 走る 。( 写 真一 69) 











写真 -66 ウォ ルビ ス = ベ イ 駅 に 勤務 する トラ ンス ナミ ブ 鉄 道 
の 男女 黒人 職員 3 人 は 、 駅 の 菅 備 を 担当 し て いる 。 
女性 が 座る 机 の 上 に は 警棒 と 手錠 が 置い て あり 、 
犯人 を 捕まえ る た め に 使う そう だ 。(2013 年 1 月 27 日 ) 





写真 607 ウォ ルビ ス = ベ イ 駅 の 駅 舎 ( 左 興 ) と 駅 名 標 (中 
央 )、 ホ ー ム 沿い の 線路 に 停車 する タン ク 車 群 。 
(2013 年 1 月 27 日 ) 





写真 -06 ウォ ルビ ス = ベ イ 港 で 陸揚げ され た コン テ ナ は 、 
ウォ ルビ ス = ベ イ 駅 で 貨物 列車 に 乗せ られ 内 陸 部 
に 運ば れる 。 ま た 、 こ の 逆 も ある 。(2013 年 1 月 27 日 ) 


( 注 40)0 コン テ ナ 車 が 不足 し て いる の か 、 コ ン テ ナ 輸送 用 に 使用 され て いる 。 
( 注 41) lagoon。 砂 州 や サン ゴ 礁 に より 外海 か ら 了 て られ た 水深 の 浅い 水域 。、 ウ ォ ル ビス = ベイ = ラグ ー ン に は 南ア フリ カ か ら 


多数 の フラ ミン ゴ が 越冬 の た め に 飛来 する 。 


( 注 42) アン ゴ ラ と の 国境 付近 か ら 南 アフ リカ 共和 国 北端 まで 南北 約 1300km、 幅 約 50 て 160km の 砂漠 。!「 ナ ミ ブ 」 と は 、 サ ン 族 の 言 
業 で 「 何 も な い 」 の 意 。2012 年 の 紅白 油 合 戦 の 生 中 継 で 女性 沿 手 の MISIA (ミー シャ ) (1978 年 て ) が ナミ ブ 和 砂漠 で 歌っ た 。 
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に は 3 0 - 届 


写真 -609 ウォ ルビ ス = ベ イ = ラ グー ン に いる ペリ カン 。 
(2013 年 1 月 27 日 ) 


| ナミ ブ 砂 漠 の デュ ー ン = セブ ン 


11 時 15 分 、 大 き な 砂 丘 に 沿っ て 走る 線路 近く で 停 
車 す る と 、 軌 道 は 砂 に 理 ま っ て いる 。 ト ラン スナ ミ 
ブ 鉄 道 で は 、 ど の よう な 砂 対 策 を 取っ て いる の だ ろ 
うか 。11 時 25 分 、 再 び 停 車 し て 線路 に 行く と 、 そ こ 
で は バラ スト と コン クリ ー ト 枕木 な ど 軌 道 材 料 の 交 
換 作 業 を 行なっ て いる 。 (写真 一 70、 写 真一 71) 

11 時 35 分 に 「 デ ュー ン = セ ブン 」 に 到着 する 。 山 
の よう に 巨大 な 砂丘 は 、 ナ ミ ビ ア で 一 番 高く 383m 
も ある そう だ 。 ツ ァ ウ チャ ブ 川 を 越え て か ら 7 番目 
の 砂丘 な の で この よう に 名 づけ られ て いる 。 正面 の 
麓 に 植え られ た 菊 鉄 以外 に 人 工 物 が な い の が いい 。 
ここ で は 、 コ ン サ ー ト な ど が 開か れる そう だ 。 あ る 
の は 、 巨 大 な 砂 の 山 の み だ 。 よ く 見 る と 、 高 い 砂 丘 
の 上 まで 歩い て 登っ て いる 人 が いる 。 (写真 一 72) 

「 デ ュー ン = セ ブン 」 を 見 た あと 、C34 号 道路 を 
北 に 向かう と 、 西 側 に 砂丘 が 連続 し 、 砂 丘 と 道路 と 
の 間 に 線 路 が ある 。 ト ラン スナ ミ ブ 鉄道 の 「 デ ザー 
ト = ミ エク スプ レス 」 (砂漠 急行 ) は 、 こ の よう な 風 
景 を 眺め な が ら 走 る の で ある 。 

12 時 15 分 、 鉄 道 用 の トラ ス 橋 が ある の で 停車 し て 
調べ る と 、 橋 台 と 橋脚 は 比較 的 新しい 。 脇 に は 、 パ 
イプ ライ ン 用 の アー チ 橋 が 併設 され て いる 。 近 くに 
ある 岩山 の 岩盤 を 見 る と 風化 し て いて 、 石 英 の よう 
に きれ い に 割 れる 。 (写真 一 73) 

この あと スワ コブ プ ム ント に 戻り 、 ガ ソリ ン = ス タ 
ンド で 給油 する 。 人 併設 の コン ビニ で スプ ライ ト (7.3 
ナミ ビア = ド ルミ 約 75 円 ) と ポテ ト = チ ッ プ ス (4.8 
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写真 70 ウォ ルビ ス = ベ イ か ら 東 に 向かう C14 号 道路 沿い 
に ある 線路 は 、 砂 丘 が 近い た め 砂 に 埋まり 、 レ ー 
ル 踏 面 し か 見 えな い 。 (2013 年 ] 月 27 日 ) 





に PV 誠 1 よ て PP 

ai 

写真 一 71 写真 一 70 近 く の 線 路 で は 、 バ ラス ト と コン クリ ー 
ト 枕木 な ど 軌 道 材料 の 交換 が 行なわ れ て いる 。 
(2013 年 1 月 27 日 ) 

に 





写真 72 ナミ ビア で 一 番 高い 砂丘 の 「 デ ュー ン = セ ブン 」 
( 高 さ 383m)。 そ の 雄大 さ は 圧巻 で ある 。 (2013 
年 1 月 27 日 ) 
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海 発 世 王 ト 








ナミ ビア = ドル テー 約 50 円 ) を 買い 、 出 発 。 国 道 B 2 
号 の 道路 標識 に は ウィ ント フッ ク ま で 383km と 表 
示さ れ て いる 


| 月 世界 の よう な 風 


12 時 45 分 、 道 路 脇 に ある マル チン = ルー サー 9 
博物 館 に 入場 科 10 ナ ミ ビ ア = ェ ドル ( 約 105 円 ) を 払っ 
て 入り 、 道 路 で 使用 され た マル チン = ルー サー と 呼 
ば れる 貨物 輸送 用 の 大 型 蒸気 機関 車 を 見 る 。 そ の あ 
と 外 に 出る と 、12 時 53 分 、 ス ワ コ プ ムン トト 方 面 に 走 





写真 一 73 C34 号 道路 沿い の トラ ンス ナミ ブ 鉄 道 の ト ラス 橋 


行 する 貨物 列車 を 選 く に 見 る 。 (写真 一 7 梁 。 少 し 錆 は ある が 比較 的 状態 は いい 。 奥 に 見 え 
(ムー ショ ラン ドス ケーン ーー LandscapDe。 る の は パイ プラ イン 用 の アー チ 橋 。(2013 年 1 月 27 日 ) 


「 月 の 風景 」 の 意 ) を 見 る た め に C28 号 道路 を 南東 に 
走る 。13 時 20 分 、 ム ー ン = ラン ドス ケー プ が 見 渡せ る 
建物 も 何 も な い 岩 だ け の 展望 台 に 行く と 、 植 物 が 全く 
な く 渡 打つ よう な 岩山 群 が 一 面 に 広がる 。 ま る で 月 面 
の 景色 の よう だ 。 な お 、 ナ ミ ブ 人 砂漠 の 植物 と し て 有名 
な ウェ ルウ ィ ッ チア 革 9 が この 近く で 見 れる か な と 期 
待 し て いた が 、 少 し 場所 が 違っ た よう だ 。 (写真 一 75) 

月 世界 の よう な 風景 を 見 て か ら 北 東 に 走り 、13 時 
52 分 、 再 び 国 道 B 2 号 に 入る と 、 ウ ィ ン ト フ 人 
で 315km の 標識 が ある 。 朝 は 曇っ て いた が 、 青 本 EEa 
が 広がっ て くる 。 0 っ 衣 旨 


oe 
r | 





写真 74 マル チン = ルー サー と 呼ば れる 道中 貨物 輸送 用 の 
| トラ ンス ナミ ブ 鉄 道 の 貨物 列車 大 型 蒸気 機関 車 。(2013 年 1 月 27 日 ) 


国道 B 2 号 に 並行 する 線路 を 貨物 列車 が 東向 き に 
走っ て いる の を 見 つけ た の で 、 写 真 を 撮る た め に デイ 
ビッ ド に 頼ん で トヨ タ の ハイ ラッ クス を 140km/h く ら au 上: 
いで 走ら せ 、 ウ ィ ン ト フッ ク に 向かう 貨物 列車 を 追い Ei 
越す 。 貨 物 列 車 の 最高 速度 は 60km/h と 聞い て いた 
が 、 か な り 速 い 。 先 回 り し て 待っ て いて 、14 時 25 分 に 
貨物 列車 を カメ ラ に お さめ る 。 ウ ォ ル ビス = ベイ 駅 の 
構内 で 見 た 中 国 製 ディ ー ゼ ル 機 関 車 (SDD6) が 重 連 
で 石 炭 貨車 や 無蓋 車 ・ タ ンク 車 を 15 両 ほど 夫 引 し て い 
人 人 NO 





に _- 国立 公園 こ ゆ 漢 二 
15 時 5 分 、 ウ サコ ス 有 駅 の 近く に あり 、 昨 日 昼食 を ラン ドス ケー プ に 行く と 、 較 是 還 Et 
食べ た ナミ ブ = オ アシ ス に 立ち 寄る と 、 外 は 熱風 が が り 、 ま る で 月 世界 の よう だ 。(2013 年 1 月 27 日 ) 





( 注 43) Martin Luther。1895 年 に イギリス の リー ズ で 製作 され た 道路 用 大 型 蒸気 機関 車 。 
( 注 44) 学名 Welwitschia mirabilis。 ナ ミ ブ 砂漠 に 分 布 す る 裸 子 植物 。 一 対 の み の 葉 を 伸ばし 続け る 特異 な 形態 を 持ち 、 寿 命 
非常 に 長い 。 
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吹き 、 気 温 は 40C 以 上 ある 。 今日 も 屋根 の ある 屋外 
誠に 座っ て 、 ミ ネ ラ ル = ウ ォ ー タ ー と チー ズミ = ケー 
キ ・ バ ニラ = アイ スク リー ム を 注文 する 。 チ ー ズ = 
ケー キ は 酸っぱ い の で 食 当 た り が 怖く 、 半 分 残す 。 
15 時 45 分 に 出発 。 

デイ ビッ ド が 疲れ た と 言う の で 、16 時 半 に 停車 し て 
休む 。 近く に 鳥 の 巣 が あり 、 聞 く と ハタ オリ ドリ WW 
放 そ うた だ 。 ( 呈 具 一 7 

さら に 国道 B 2 号 を 東 に 走る 。 青空 に は 白い 雲 が 
浮か び 、 縁 の 葉 を つけ た 樹木 が 生え る 平坦 地 を 国道 
が 一 直線 に 切り 裂 い て いる 風景 は 、 色 の 対比 が 美 し 
い 。 動物 は ほとん ど 見 か け な い が 、 所 々 に アリ 塚 が 
ある 。 運転 し て いる デイ ビッ ド に は 悪い が 、 昨 日 か ら 
の 強行 軍 で ウト ウト と 居眠り を する 。17 時 40 分 、 ウ ィ 
ント フッ ク ま で 20km の 標識 が ある 。 (写真 一 78) 

こう し て 長旅 を 終え を 、 ウ ィ ン ト フッ ク の エレ ガン 
ト = ゲ スト ハウ ス に 18 時 に 到着 。 長 髪 の カ ツラ を か 
ぶっ た 黒人 女性 が いる 受付 で チェ ッ ク イ ン を する 。 
1 泊 820 ナ ミ ビ ア = ド ル ( 約 8530 円 ) を 払い 、2 号 
室 に 入る 。 


| ナミ ビア 最後 の 夕食 
今後 の 夕食 は 、 デ イ ビ ッ ド の 案内 で ヴァ イン ベル ク 
= ブティック = レス トラ ン に 19 時 過ぎ に 行き 、 屋 外 席 
に 座る 。 ま ず 、 ウ ィ ン ト フッ ク = ビ ー ル と 白 衛 若 酒 を 
飲み な が ら 、 サ ービス の スモ ー ク = サー モン と 野菜 サ 
ラダ を 食べ 、 アス パラ ガス = スー プ を 飲む 。 こ の 店 は 、 
高台 に ある の で 夕焼け が きれ い に 見 え 、 ま た 屋外 で 
も 由 が お ら す 快適 だ 。 日 人 だ け で な く 黒 人 客 も 多い 。 
中 心 料理 は 、 和 牛肉 の ステ ー キ と スプ リン グ ボ ッ ク 
料理 ・ 豚 肉 の ベー コン 巻き ・ 先 肉 カ レー を 注文 し 、 同 
行 の 4 人 で 分 ける 。 仕上 げ は 、 果 物 サ ラダ と シャ ー ベ ッ 
ト に する 。 料 理 は どれ も 美味 し く 、 雰 囲 気 と サー ビス 
も と て も よく 、 大 満足 で ある 。21 時 30 分 に 終了 。 
明日 は 、 早 朝 便 で 南ア フリ カ の ヨハ ネス ブル グ に 
移動 する た め 、 レ ンタ カー を 空港 で 返す の で 、 デ イ 
ビッ ド は ガソリン = スタ ンド で 満 タ クン に する 。 ゲ ス 
ト ハ ウス に 到着 後 、 シ ャ ワー を 浴び て 23 時 に 寝る 。 
(2020 年 4 月 24 日 記 ) 


っ 
本 

写真 一 76 国道 B 2 号 に 並行 する トラ ンス ナミ ブ 鉄 道 の 線 

路 を ウィ ント フッ ク に 向かう 貨物 列車 。 石 炭 貨 

車 や タン ク 車 を 牽引 し て いる 。(2013 年 1 月 27 日 ) 
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写真 一 77 国道 B2 号 沿線 に ある ハタ オリ ドリ の 上 巣 。 巨 大 な 
コロ ニー (上 巣 群 ) を 形成 する こと で 知ら れ て いる 
が 、 こ この 上 巣 の 数 は 少な い 。 (2013 年 1 月 27 日 ) 





写真 一 78 一 直線 に 延び る 国道 B 2 号 。 青空 に は わずか ば 
か り の 曰 い 雲 が 浮か び 、 大 地 に は 緑 の 樹 木 が 生 
え 、 色 の 対比 が 美しい 。 (2013 年 1 月 27 日 ) 





( 注 45) weaver bird。 南 部 アフ リカ 特産 の スズ メ 科 鳥類 の 一 種 。 鳥類 に は 珍し く 巨 大 な コロ ニー ( 県 群 ) を 形成 する 。 
( 注 46) Springbok。 ウ シ 科 スプ リン グ ボ ッ ク 属 の 偶 踏 類 。 ラグビー の 南ア フリ カ 共 和 国 代 天 チ ー ム 名 は 、 こ の 動物 名 に 由来 し 、 


スプ リン グ ボ ックス (Springboks) と いう 。 
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計 広 報 だ より 





世界 の 地下 鉄 」 の 今秋 出版 が 決定 
(その 2) 
て 5 年 ぶり の 全面 改訂 版 て 


日 本 地下 鉄 協会 で は 、 本 年 秋 の 出版 を 目指 し て 、 
5 年 ぶり の 改訂 と な る 「 世 界 の 地下 鉄 」 の 編集 作業 
を 鋭意 進め て いま す 。 

今回 の 「 世 界 の 地下 鉄 」 で は 、 地 下 鉄 が 運行 し て 
いる 世界 の 168 都 市 に つい て 、 地 下 鉄 の 営業 キロ 数 、 
駅 数 、 皿 間 、 1 日 当たり 輸送 人 員 等 の 最新 の 基本 的 
デー タ を 網 維 し 、 縮 様 の 業務 に お 役立て 頂け る ほか 、 
その 中 の 66 都 市 に 関し て は 、 地 下 鉄 開業 の 歴史 、 路 
線 の 特徴 な ど 面 白い トピ ックス を 交え た 記事 や 、 運 
賃 (制度 や 金額 ) な どの 利用 者 情報 を 提供 する 予定 
に し て お り ま す 。 

また 、 こ の 66 都 市 に つい て は 、 詳 細か つ 最 新 の 路 
線 図 を 掲載 し て お り 、 こ れ ら の 都市 を 訪れ る 方 々 が 
街 歩き の た め の ハ ンド ブッ ク に 利用 で きる ほか 、 ビ 
ジュ アル な 最新 写真 と セッ ト に し て 、 本 の 中 で 世界 
旅行 が 可能 に な る よう 、 読 者 の 様 に ご 満足 頂け る 
よう な 内 容 に 工夫 し て お り ま す 。 

今回 の 世界 の 地下 鉄 」 で は 、 我 が 国 が 協力 し て 
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く 世 界 の 地下 鉄 2015 年 版 > 


(一 社 ) 日 本 地下 鉄 協会 


地下 鉄 を 開業 し た 、 イ ンド ネシア の ジャ カル タタ や 、 
台湾 の 台中 な どの 都市 も 採り上げ 、 我 が 国 の 協力 状 
況 や 新規 開業 に 汗 ぎ 着け た いき さ つ な ど 舞 味 深い 記 
事 も 掲載 を 予定 し て お り ま す 。 

さら に 、 今 回 の 新た な 情報 と し て 、66 都 市 に つい 
て は 、 運 行 し て いる 主要 車両 の メー カー 名 を 調査 し 
て 掲載 する こと と し て お り 、 世 界 的 に 競争 の 激しい 
商 道 車両 メー カー の 動向 や 、 世 界 の 中 で 日 本 の メー 
カー の 車両 が 走っ て いる 都市 を 探す こと な ども 可能 
KR り ます 。 

世界 の 地下 鉄 」 は 、 今 秋 の 出版 を 予定 し て お り 
ます が 、 出 版 時 に は 、 協 会 ホー ムペ ー ジ か ら も 購読 
申し 込み が 行え る よう に し た いと 考え て お り 、 そ の 
際 に は 、5 年 前 に 出版 し た 前 回 版 と 同様 、 割 引 価格 
が 設定 され る よう 出版 社 と 交渉 する 予定 で す 。 是非 
と も お 手 に と っ て ご 一 読 賜 り ま す よ う 、 お 願い 申し 
RU NO 
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で 
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| 3. 地下 鉄 走っ て 0 年 


前 回 の 60 周 年 と 同じ 「 地 下 鉄 走っ て 」 の キャ ッ チ 
フレ ー ズ を 使用 し て 地下 鉄 走っ て 70 年 展 が 1997 ( 
成 9 ) 年 12 月 26 日 か ら 開催 され る な ど 多 く の 企 画 ( 資 
料 一 1 、2、3)、 行 事 が 行わ れ た 。 こ の 時 に は 70 
年 記念 列車 (資料 一 4 ) が 好評 を 受け 、 約 4 か 月 に 
わた っ て 営業 運転 が 行わ れ た 。 

この 間 の 1989 (平成 元 ) 年 に は 、1939 (昭和 14) 
年 以来 半 世 紀 が た っ た 滋 谷 て 浅草 間 直 通運 転 が 50 周 
年 を 迎え 、 東 京 地下 鉄道 、 東 京 高速 鉄道 2 社 の 車両 
イラ スト と 絡 路 図 が 書か れ た 当時 の 路線 図 に 全線 往 
復 乗車 券 が 納め られ 、 袋 に は 復元 され た 昭和 初期 の 
新橋 駅 が ある 記念 乗車 券 (資料 一 5) が 発行 され て 
いる 。 戦後 、 地 下 鉄 と 他 鉄道 と の 相互 直通 運転 が 各 
地 に お いて 盛ん に 実施 きれ る よう に な っ た が 、 戦 前 
か らし か も 地下 鉄 同士 で 相互 乗り 入れ が 行わ れ た こ 
と は 、 将 来 を 予感 し て いた の か 。 

さら に この 間 の 1991 (平成 3) 年 に は 、「 輸 送 快 
適 宮 言 、 お か げ さ まで 50 年 」 と 称し 、 営 団地 下 鉄 創 
立 50 周 年 記念 行事 が 挙行 され て いる 。 こ れ は 1941( 昭 
和 16) 年 7 月 4 日 、 帝 都 高速 度 交 通 営団 法 に 基づき 
営団 が 設立 し た 日 で 、50 年 目 の 創 立 記念 日 に あたる 
こと か ら 挙 行 さ れ た も の で 、「 営 団地 下 鉄 50 年 史 」 
の 発刊 や 営団 の イメ ー ジ ソン グ 「 未 来 よ 君 は 美しい 」 
(資料 一 6、7 ) な ど が 制作 され た 。 な お 、 こ の イメ ー 
ジ ソ ン グ は 、 6 年 後 の 地 下 鉄 走 っ て 70 年 の 今回 に も 
制作 (資料 一 8 ) され て いる 。 

この 10 年 間 で は 、 新 た に 7 号線 (南北 線 ) が 加わ 


* 前 ・ 帝 都 高速 度 人 交通 党 


回 


地下 鉄 誕生 と 節目 の 年 
(その 2) 


東亜 建設 工業 株 式 会 社 
土木 事業 本 部 技術 部 長 
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資料 一 1 応募 作品 を 集め た 冊子 
東京 と いう 街 を 題材 に し た 絵 手紙 の 応募 作品 を 集め 、 語 
愛 冊 子 と し て まとめ た 。 左 は 記念 ロゴ マー ク の 入っ た 地下 
次 の は な し 





資料 2 70 周 年 ロゴ 入り 記念 品 
地下 鉄 走 っ て 70 年 の ロゴ マー ク が 入っ た 品々 で 、 上 か ら 
ビ ピン バッ ジ 、 ハ ンド タオ ル 、 人 台紙 の 中 に 記念 SF メト ロカ ー 
ド 2 枚 入り 、 記 念 絵はがき 8 枚 セ ッ ト 
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資料 一 3 70 周 年 ロゴ 入り クリ アフ ァイル 
2 種類 あり 、 右 は 同一 アン グル で 各 路 線 の 地下 鉄 車両 が 、 
左 に は 銀座 線 70 年 の 車両 物語 と 称し て 開業 当初 の 車両 か ら 
現在 に 至る 5 種 の 車両 の 変遷 が 正確 な イラ スト で 描か れ て 
いる 









資料 一 4 記念 列車 が 写っ た 下敷 き 
編成 の 前 後 各 1 両 全面 に 往年 の 銀座 線 塗装 を 施し 、 中 間 
の 車両 側面 に も カラ フル な 模様 を あし ら っ た 





資料 一 5 直通 運転 50 周 年 記念 乗車 券 


り 、 ま た 5 回 の 開業 が あっ て 70 周 年 の 時 点 で 8 路線 、 
営業 キロ は 171.5km に な っ て いた 。 

また 、 途 中 1995 (平成 7 ) 年 に は 阪神 ・ 淡 路 大 震 
災 や 地下 鉄 サ リン 事件 な ど 未 曽 有 の 災害 や 事件 が 発 
生 し て いる 。 


| 4 地下鉄 開通 80 周 年 


2007 (平成 19) 年 12 月 30 日 に は 、 地 下 鉄 開通 80 年 
を 迎え た が 、 復 訓 調 で 当時 の 開業 広告 (資料 一 9 、 
10) や 「 い ま む か し 街 案内 」 (資料 一 11) と し て 駅 
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周辺 案内 地図 を 発行 する な ど し た 。 こ の 「 い ま む か 
し 街 案 内 」 の 裏面 に は 、 常 都 復興 東京 市 全 図 な ど 昭 
和 初 期 の 地図 に 現在 の 地下 鉄 ル ー ト が 記載 され る な 
ど 北 っ た 企画 で あっ た 。 

この 間 の 特筆 すべ き 大 き な 出 来 事 は 、 な ん と いっ 
て も 2004 (平成 16) 年 4 月 に 営団 地下 鉄 か ら 東 京 メ 
トロ へ と 変わ っ た こと が あげ られ る 。 し た が っ て 地 
下 鉄 開通 80 周 年 は 、 東 京 メ トロ と し て 初め て の 行事 
と な うた だ 。 

地下 鉄 本 社 建物 の 外 克 に ひと きわ 大 きく 、 そ し て 
夜 は ひと きわ 赤く 輝い て いた 営団 の 紋章 で ある S 
マー ク が 1998 (平成 10) 年 に 取り 付け られ た が ( 資 
料 一 12)、 わ ず か 5 年 ほど で 現在 の 東京 メト ロ の シ 
ン ボ ル マ ー ク で ある ハー ト M に 取り 換え られ た 。 

この 年 に 有 和 町 線 複々線 部 や 有楽 町 線 新 線 と 称 さ 
れ て いた 小竹 向原 て 新 線 池袋 間 の 地下 鉄 13 号 線 が 副 
都心 線 と 命名 され 、80 周 年 の 時 点 で は 実質 9 路線 と 
な り 、 営 業 キ ロ は 186.2km に な っ た 。 





直 | 時 mM ー - 男 一 叶 ー 
資料 6 イメ ー ジ ソン グ の CD 

営団 創立 50 周 年 に 際 し 、 親 し み を 込め て 作ら れ た CD の 営 
団地 下 鉄 イ メー ジ ソ ン グ 「 未 来 よ 君 は 美しい 」 が 納め られ 
だ グー スベ 





資料 7 営団 創立 50 周 年 記念 品 
左 か ら 2 種 類 の 記念 乗車 券 が 入っ た 袋 、 地 下 鉄 の 豆 知識 
が わか る 「 ち か て つつ ハテナ ? BOOK」、 地下 鉄 沿線 の 地図 帳 、 
大 き な ロ ゴマ ー ク の ある イベ ント 案内 の パン フレ ッ ト 





資料 8 70 年 記念 の 「 未 来 よ 君 は 美しい 」 資料 一 9 当時 の 新聞 の 復刻 を 模 し た 広告 


6 年 前 の 堂 団 創立 50 周 年 に 作ら れ た が 、70 周 年 に 際 し 、 メト ロタ イム ス と 称し て 初 の 地下 鉄 開業 を 報じ る 当時 の 
CD ケー ス を 70 周 年 用 に し て 再度 発行 され た 新聞 の 復刻 版 で 、 裏 面 は 現代 の 広告 と な っ て いる 





資料 10 メト ロニ ュー ス と ボン ジュ ー ル メト ロ 
月 間 広報 誌 の 表紙 に も ロゴ マー ク と と も に 開業 当時 の 八 イ カラ な ボス ター が 描か れ 
て いる 。 右 は 、 同 じ く 記念 ロゴ の 入っ た 別 の 広報 誌 
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資料 11 80 周 年 の ロゴ 入り 駅 周辺 案内 地図 
いま むか し 街 案内 と 称し て 地下 鉄 開通 80 周 年 の 文 守 ロゴ マー ク と 当時 の 車両 が 
入っ た 期間 限定 で 配布 され た 駅 周辺 案内 図 。 





資料 一 12 S マ ー ク が 取り 付け られ て いた 頃 

営団 本 社 建物 外壁 上 部 の 2 面 に 大 き な 営 団 の 紋章 で ある 
S マー ク が 取り 付け られ て いて 、 夜 間 に は 照明 が つき 、 目 
EI と し て も ひと きわ 目立つ 存在 で あっ た 
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| 5. 地下 鉄 開通 90 周 年 


2017 (平成 29) 年 12 月 30 日 に 地下 鉄 開通 90 年 を 迎 
えた こと は 、 ま だ 記憶 に 新しい 。 

この 時 は 、 新 生 東京 メト ロ と な っ て か ら ま だ 間 も 
な いこ と も あり 、90 周 年 記念 行事 は 、 半 世紀 と いう 
節目 の 過去 の 50 周 年 の 時 と 同じ よう に 大 き な 盛 り 上 
が り を 見 せ た 。 

キャ ッ チ コピ ー を 「 地 下 は 未来 だ これ か ら も 」 
と し て 、 特 設 サ イト も 立ち 上 げ る な ど 、 地 人 下 鉄 開通 
90 周 年 感謝 祭 (資料 一 13) と 名 うっ て 記念 シン ポジ 
ウム や 施設 の 一 般 公 開 な ど 数 多く の イベ ント (資料 
ー14) が 、90 周 年 の 数 字 に あや か り 90 日 間 に わ た っ 
て 開催 され た 。 

書籍 に も ニッ ポン の 地下 鉄 誕生 90 周 年 と いう 特別 
号 が 組ま れ た り し た 。 

冒頭 で 紹介 し た 早川 徳 次 の 郷土 山梨 で は 、 山 梨 県 
立 寺 物 館 に お いて 「 地 下 鉄 90 年 一 早川 徳 炊 、 東 京 の 
地下 を 拓く 一 」( 資 料 一 15) と 題し 、 近 代 交 通史 の 意 
義 と 早川 が 追い 求め た 公益 性 や 人 づく り の 精神 に つ 
いて 明らか に し て いる 。 そ し て 本 人 ゆか り の 品々 の 
展示 や 学芸 員 に よる ギャ ラリ ー ト ー ク も 開催 され た 。 

この 間 2008 (平成 20) 年 に は 東京 メト ロ と し て 初 
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資料 一 13 地下 鉄 開通 90 周 年 の ロゴ マー ク 
9 路線 の カラ ー で 表現 し た キャ ヤッチ フレ ー ズ 「 東 京 メ ト 
ロ 90Days FES ! 」 と し て 多く の 記念 行事 を 地下 鉄 開通 90 
周年 感謝 祭 と し て 開催 し た 
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資料 一 14 9 種類 の スタ ンプ 帳 
90 周 年 の メイ ン 企 画 と し て 90 の 沿線 スポ ッ ト を 9 の テー 
マ に 分 類 し 、 駅 で 配布 され た スタ ンプ ラリ ー の 各 冊 子 
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資料 一 15 山梨 県 立 博物 館 の ボス ター 

地下 鉄 の 父 と いわ れる 早川 徳 次 の 故郷 山梨 で 開催 され た 

特別 展 で は 日 本 の 地下 鉄 の は じ ま り "か ら 日 本 の 地下 
次 の 現在 そし て 未来 へ と し て 人 物 像 を 結 介し て いる 


め て の 開業 が あり 、90 周 年 の 時 点 で 営業 キロ は 、 現 
在 の 195.1km に な っ た 。 


| 来 た る べき 100 周 年 に 向かっ て 


さま ざま な 困難 を 乗り 越え て 日 本 最初 の 地下 鉄 を 
実現 し た 早川 徳 次 の 言葉 に 、「 い ま に 東 京 の 地下 は 
クモ の 巣 の よう に 地下 鉄 が 縦横 に 走る 時 代 が 必ず 来 
る 6。 まま 0 て そう で 00 らい と の る 

それ を 召 付 ける か の よう に 戦前 か ら あ っ た 東京 、 
大 阪 に 加え て その 利便 性 か ら 現在 で は 、 北 は 札幌 か 
ら 仙台 、 横 浜 、 名 古屋 、 京 都 、 神 戸 、 福 岡 と 全国 の 
主要 都市 に お いて も 地下 鉄 は 日 常 の 重要 な 移動 手段 
と し て 日 々 利用 され て いる 。 

間もなく や っ て くる 開通 100 周 年 に 向かっ て 現在 
の 東京 の 地下 鉄 、 日 本 の 地下 鉄 は 未来 へ どの よう に 
進化 し て いく の か 今 か ら 楽 し み で ある 。 
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今や 今年 の 新語 ・ 流 行 語 大 賞 の 革 頭 候補 と な っ た 
1 グ ク 0NNADSI の II リウ の コク ログ 
東 後 の 新しい 生活 様式 で は 、 鉄 道 (軌道 ) の 利用 形 
態 に も 相応 の 変化 が 生じ て いる よう で す 。 今回 は 、 
鉄道 事業 者 が 提供 する 商品 と し て の 「 ダ イヤ 」 に ス 
ポッ ト を 当て 、 コ ロナ 後に つなが る 話題 を 集め て み 
0 


空い た 列車 で ソー シャ ルディ スタ ンス 


スー パー や 飲食 店 で は ソー シャ ルディ スタ ンス で 
感染 防止 で き て も 、 簡 単に いか な い の が 通勤 電 
多く の 乗客 が スマ ホ 見 つめ る 列車 内 は リス ク が 低く 
事実 、 鉄 道 で 感染 し た と いう 話 も 聞か な い の で す が 、 
満員 電車 を な る べく 人 避け た いと 思う の が 人 の 常 で 
し OM 

そん な 社会 情勢 に 呼 応 し て 、 混 雑 情報 の 提供 を 始 
め た の が JR 東日本 。 5 月 以降 、 自 社 の JR 東日本 ア 
プリ に よる 3 件 の 新 サ ービス を アナ ウン ス し まし 
た 。 列車 や 駅 の 混雑 状況 そ ほ ぼ リ アル タイ ム で スマ 
ホ に 配信 。 列 車 で は 、 約 5 分 前 の 混雑 度 が 「 座 席 に 
座れ る 程度 」! か な り 混 み 合 っ て いる 」 な ど 5 有 段階 
で 色分け 表示 され ます 。 7 月 下旬 か ら は 、 山 手 線 内 
27 駅 の 当日 か ら 2 日後 まで の 混雑 予測 を 確認 で きる 
ま の しま し た 。 

そもそも 多く の 鉄道 通勤 者 は 、「 ぎ り ぎ り ま で 牧 
て いて 、 混 ん で いて も 最速 列車 に 識 る 」! 時 間 は 掛 
か っ て も 空い て いる 緩行 (普通 ) を 使う . と ポリ シー 
を 持つ も の で す 。 バ こ だ わり 通勤 首 、 に と っ て 、JR 
東日本 の 新 サ ービス は 朗報 と な る で し ょ う 。 
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)) ウィ ズ コ ロナ で 変わ る 鉄道 
| 利用 経路 検索 サイ ト 
普及 に は 功罪 が 





こう ざと な つ お 


交通 ジャ ー ナ リス メト 上 時 自生 





混雑 情報 は 鉄道 事業 者 以外 も 提供 し ます 。 ヤ フー 
は 6 月 か ら 「 混 雑 ト レン ド 機 能 」 を 打ち 出し まし た 。 
主要 64 路 線 (スタ ー ト 時 点 の 数 字 で 、 7 月 に 50 路 線 
を 追加 ) の 混雑 度 を スマ ホ 画 面 に アイ コン (マー ク ) 
表示 。 情報 源 は 目 社 乗換 案内 の 検索 状況 を Al (人 
工 知能 ) 解析 し た デー タ で 、 同 社 は 「 感 染 拡 大 防止 
の た め 、 混 雑 を 極力 避け な が ら 移 動 で きる よう 支援 
する 」 と 説明 し ます 。 有 用 性 は 十分 に 理解 で きま す 
が ベー ス は サイ トト 検索 件 数 で 、 つ か め る の は あく ま 
で 混雑 の 傾向 。 鉄 道 事業 者 の デー タ が 反映 され な い 
点 に ある 種 の 限界 も 感じ て し まい ます 。 


検索 サイ ト で トッ プ 表 示 の 選択 率 が 7 割 


と ころ で 利用 者 は 、 ど の よう に ダイ ヤ 情 報 を 得 て 
いる の で し ょ う 。 鉄道 で は あり ませ ん が 、 参 考 と な 
る の が 内 閣府 の 2016 年 12 月 世論 調査 。「 路 線 バ ス 経 
路 な どの 情報 取得 先 」 の トッ プ は 「 イ ンタ ーネット 
の 情報 検索 」 の 41.3% で 、2 位 の 「 バ ス 停 の 掲示 物 ( 停 
留 所 の 時 刻 表 )」 の 29.1% を 10 ポ イン ト 以 上 引き 離 
し て いま す 。 ネット 検索 な ら 経 路 、 ダ イヤ 、 運 賃 が 
一 発 で 分 か る わけ で 、 幅 広く 支持 され ます 。 最 近 は 
鉄道 し と バス ダイ ヤ が 同時 に 分 か る サイ ト も あり 、 画 
面 に は 最大 10 通 り ぐ らい の ルー ト が 表示 され ます 。 

それ で は 複数 の 表示 ルー ト の うち 、 利 用 客 は どれ 

を 選ぶ の で し ょ うか 。 経路 検索 サー ビス 会 社 に 聞い 
< 話 で は 、 第 1 経路 つまり 最上 位 に 表示 され た ルー 
ト の 選択 率 は 実に 73% に 上 る そう で す 。 ネ ッ ト 通 販 
で 商品 が 購入 され る に は 検索 上 位 に 表示 され る 必要 
が ある そう で す が 、 鉄 道 も 同じ な ん で すね 。 


ここ で 、 少 し 前 の 経済 紙 に 載っ た 大 手 私 鉄 社長 の 
イン タビ ュー を 思い 出し まし た 。! 鉄 道 乗 車 時 、 お 
客 さ ま は 検索 サイ ト を 利用 し ます 。 い くら 列車 の 快 
適さ を アピ ビー ル し て も 、 多 く の 方 は サイ ト で 上 の 方 
に 出 た 到着 時 刻 の 早い 列車 に 乗っ て し まう 。 鉄道 を 
選ぶ 最大 の ポイ ント は 、 サ イト で 上 位 に 表示 され る 
も GOO の で うる 

一 般 に ダイ ヤ 改 正 で は 、「 所 要 時 間 を 3 分 短縮 」 な 
ど 短 時 間 の 速達 効果 が PR され ます 。 降車 駅 で トイ レ 
に 行け ば 3 分 で らい 余計 に 掛か る の で す が 、 そ れ で も 
鉄道 事業 者 が 時 間 短 縮 に 躍起 に な る 一 つの 理由 は サ 
イト 上 位 に 表示 させ る た め 。 乗換 検索 で 鉄道 利用 は 
便利 に な っ て も 、 事 業者 は 速達 化 と いう 永遠 の 課題 
に 追い 掛け られ る 。 あ くま で 個人 的 見 解 で す が 、 私 は 
検索 サイ ト に は 功罪 両面 が ある よう に も 思え ます 。 乗 
車 形態 の 多様 化 を 促す ウィ ズ コ ロナ は 、 第 1 経路 偏 
重 の 風潮 を 多少 な り と も 変化 させ る か も し れ ま せん 。 


| ICT の カカ で ダイ ヤ 情 報 を パワ ー ア ッ プ 


ヤフー の 例 で も 分 る よう に 従来 、 鉄 道 と ネッ ト 検 索 
サイ ト は 必ず し ゃ 連携 が 取れ て いま せん で し た 。 し か 
し 本 格 的 な 1CT (情報 通信 技術 ) 社会 を 迎え 、 鉄 道 
事業 者 と 検索 サイ ト を 運営 する スタ ー ト アッ プ (ベン 
チ ナ ャ ー) 企業 と の 協業 が 進む よう に な っ て きま し た 。 

モデ ルケ ー ス と され る 東急 線 ア プリ 」 は 空い て 
いる 車両 が 分 り ま す が 、 こ の 機能 は 東急 電鉄 と 総合 
ナビ ゲー ショ ン サ ービス の NAVITIMB (ナビ タイ 
ムジ ャ パン 社 ) が 共同 開発 し 、 混 雑 度 判定 に は 車両 
の 応 何 重 装 置 デ ー タ を 使う そう で す 。 応 谷 重 装置 は 
聞き か じ り で す が 、 車 両 荷 重 (重量 ) で 乗客 数 を 概 
算 し 、 駆 動力 や ブレ ー キ カ を 変化 させ る シス テム だ 
そう 。 東急 の 応 和 荷重 デー タ と ナビ タイ ム の 混雑 情報 
を 掛け 合わ せ て 、 車 両 単位 の 混雑 度 を 割り 出し ます 。 
鉄道 ダイ ヤ を めぐ っ て は 、 公 共 交 通 事業 者 が 公開 
する ダイ ヤ デ ー タ を 研究 者 や ベン チャ ー が 利 活用 し 
て スマ ホ ア プ ブリ を 開発 する 、 コ ユ コン ペ 形 式 の 「 東 京 公 
共 交 通 オ ー プ ン デ ー タ チャ レン ジ 」 な どの 話題 も あ 
り ま す が 、 紙 数 が 尽き た た め 次 の 機会 に 。 最 後に 紹 
介し た い の は 私 の 出身 企業 で 、「JR 時 刻 表 」 を 発行 
する 交通 新聞 社 。 列車 運行 情報 を 多 言語 配信 する 新 
機能 な ど 、ICT 時代 に 合わ せ て 事業 者 と 利用 者 を 橋 
渡し し て いま す 。 





東京 都心 で は 今春 「 高 輪 ゲ ー ト ウェ イ 」 (3 月 14 日 、JR 山 手 ・ 
京浜 東北 線 )、「 虎 ノ 門 ヒル ズ 」(6 月 6 日 、 東 京 メ トロ 日 比 
谷 線 ) と 2 つの 新 駅 が 開業 し まし た 。 写真 上 は 高輪 ゲー ト 
ウェ イ 駅 、Osaka Metro は 3 月 14 日 の ダイ ヤ 改 正 で 谷町 線 
平日 、 土 ・ 日 ・ 休 日 の 昼間 時 中 心 に 列車 増発 し まし た 。 写 
真中 は 谷町 線 大 日 検車 場 。 交 通 新聞 社 は 時 刻 表 の 新しい 可 
能 性 を 求め て 展示 会 に 積極 出展 し て いま す 。 写真 下 は 昨年 
開催 され た 「 鉄 道 技術 展 2019」 の ブー ス 風 景 。 
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地下 次 還 送 人 貞 統 計 





で 相 刀 年度 の 全国 地下 次 逢 送 人 上 員 に つい て 


ー 年 度 未 の コロ ナ 褐 で 前 年 度 と 横ばい 一 


令 和 元 年 度 の 地下 鉄 10 社 局 ぼ に お ける 輸送 人 員 
は 、 約 62 億 1 千 万 人 、 1 日 当たり 約 1,698 万 人 で 、 
対 前 年 度 比 0.0% 増 (1 日 当たり で は 0.3% 減 ) と 8 
年 ぶり に 増加 が 頭打ち と な り ま し た 。 

この 地下 鉄 輸送 人 員 の 増減 を 実質 GDP と 比較 す 
2 
特に 平成 24 年 度 以降 は 、 Mooh4ntis 
じ で 輸送 人 員 の 伸び 率 が 実質 GDP の 伸び 近 に 
Fa ha 
度 は 、 元 年 10 月 の 消費 税率 改訂 や 年 度 未 に 発生 し た 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 予 防 の た め の 外 出 控え 等 
が 影響 し 、 輸 送 人 員 ・ 実 質 GDP と も 対 前 年 横ばい 
UL Ve 

地下 鉄 と 大 手 民 鉄 の 令 和 元 年 度 輸送 人 員 を 比較 し 
て みる と 、 地 下 鉄 が 0.0%、 大 手 民 鉄 (東京 地下 鉄 
を 除く ) が 0.3% 減 と いずれ も これ まで の 増加 傾向 
か ら 横 ば い 乃 至 減少 に 変化 し て いま す 。 これ を 地域 
別に 見 る と 、 首 都 圏 で は 、 地 下 鉄 (0.1% 増 ) 大 手 
民 鉄 (0.3% 減 ) と 地下 鉄 の 微増 に 対し 大 手 民 鉄 が 
役 減 、 近 畿 圏 で は 地下 鉄 (0.3% 減 ) 大 手 民 鉄 (0.4% 
減 ) と いずれ も 微減 、 民 鉄 と 地下 鉄 の いずれ も が 路 
線 を 持っ て いる 名 古屋 ・ 福 岡 地域 で は 、 地 下 鉄 (0.2% 


(一 社 ) 日 本 地下 鉄 協会 


増 ) 大 手 民 鉄 (0.4% 増 ) と いずれ も 微増 と 、 地 域 
と に 若干 の 相違 が ある も の の 、 い ずれ も 、 ほ ば ぼ ば 前 
年 と 横 は いい の 傾向 を 示し て いま す 。 
地下 鉄 輸送 人 員 を 定期 旅客 と 定期 外 旅客 と に 分 け 
て みる と 、 全 国 で は 、 定 期 旅客 が 前 年 度 比 1.7% 増 、 
定期 外 旅客 が 同 1.9% 減 と 、 定 期 旅客 が 増加 し た の 
に 対し 定期 外 旅客 が 減少 し まし た 。 年 度 途中 まで は 、 
定期 ・ 定 期 外 と も 増加 傾向 を 維持 し て いま し た が 、 
年 度 末 に 生じ た 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に よる 昌 
響 が 、 定 期 外 旅客 に より 大 きく 響い た こと に 依る も 
の と 考え られ ます 。 
また 地域 別に 見 る と 、 Ph 
外 旅客 の 比率 は 、 首 都 園 で は ほぼ 3 : 2、 近 畿 団 で 
ii は 定期 旅客 の 
比率 が 高く 、 近 畿 園 で は 定期 外 旅客 の 比率 が 高い と 
いう 、 正 反対 の 傾向 に な っ て いま す 。 ま た 、 そ の 他 
地域 で は 、 ほ ぼ 1 : 1 と 均衡 し て いま す 。 い ずれ の 
地域 も 定期 旅客 の 増加 と 定期 外 旅客 の 減少 と いう 傾 
向 は 変わ り ま せん が 、 邊 都 疾 で は 定期 旅客 の シェ ア 
が 高い た め に 、 定 期 外 旅客 の 減少 を 補っ て 、 合 計 で 
0.1% 増 と 辛うじて 増加 と な り ま し た が 、 近 畿 圏 で 
は 、 定 期 旅客 が 3.0% 増 と 増加 し た も の の 、 シ ェ ア 





地下 鉄 輸送 人 上 員 と 実質 GDP の 推移 ( 対 前 年 度 比 ) 
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地域 別 令 和 元 年 度 全 国 地下 鉄 輸送 人 員 


自 都 閣 


その 他 地 域 


R1 年 度 | H30 年 度 | 前 年 比 | R1 年 度 |H30 年 度 | 前 年 比 | R1 年 度 |H30 年 度 | 前 年 比 | R1 年 度 |H30 年 度 | 前 年 比 
( 特 万 人 ) | ( 白 万 人 ) | (%) 0 昌 補 六 凍 蘭 本 本 凍 基 ( 特 万 人 ) | ( 白 万 人 ) | (%) 


| 3319 9319 | 3.263 269| 17 
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合計 | 4e| AO ul iml um| -04| 紹 | | -ul saml eaml eo 


令 和 2 年 1 月 か ら の 地下 鉄 輸送 人 上 員 の 推移 

















ー@ 一 定期 一 @ 一 定期 外 一 @ 一 合計 


の 高い 定期 外 旅客 の 減少 の 影響 で 合計 で は 0.3% 減 
と な り ま し た 。 その 他 地 域 で は 、 定 期 旅客 が 1.6% 増 、 
定期 外 旅客 が 1.6% 減 と 同じ 幅 で の 増加 と 減少 に な 
り ま し た が 、 若 十 定 期 外 旅客 の シェ ア が 高かっ た こ 
と に より 、 合 計 で 0.1% 減 と な り ま し た 。 

これ まで 好調 に 増加 を 続け て きた 地下 鉄 輸送 人 員 
が 、 前 年 度 横ばい と な っ た の は 、 年度 未 を 迎え た 2 
月 に 顕在 化し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 」 の 影 
絡 を 受け た も の で 、 月 別 の 対 前 年 同月 比 を 見 る と 、 
2 月 に 0.7% 減 (定期 旅客 2.7% 増 、 定 期 外 旅客 4.6% 減 ) 
と な っ た 後 、3 月 に は 、 21.5 5% 小 (定期 旅客 10.7% 減 、 
定期 外 旅客 32.3% 減 ) と 激減 し て いま す 。 この 減少 は 





年 度 が 変わ っ た 4 月 以降 、 よ り 大 幅 な も の と な り 、 
4 月 47.1% 減 (定期 旅客 28.3% 減 、 定 期 外 旅客 66.5% 
減 )、 5 月 48.4% 減 (定期 旅客 32.7% 減 、 定 期 外 旅 客 
66.3% 減 ) と 推移 し 、 特 に 定期 外 旅客 は 前 年 の 3 分 
の 1 と な る 大 幅 な 減少 に な っ て いま す 。 

また 、 こ の 減少 は 10 社 局 全 て で 同じ よう に 発生 し 
て お り 、 地 域 的 な 差 は 余り 見 られ ませ ん 。 


生 ・10 社 局 と は 、 東 京 地下 鉄 (株 ) 及び 大 阪 市 高速 
電気 軌道 (株 ) 並び に 札幌 市 、 仙台 市 、 東京 都 、 
横浜 市 、 名 古屋 市 、 京 都市 、 神 戸 市 、 福 岡市 の 
各 多 通 局 
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TOPICS 
MEMBERSHIP 


会 還 だ より 


各 事 業者 の 情報 か ら 当 協 会 が 編集 し て いま す 


商 皿 道 事業 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 関す る 


ガイ ドラ イン 


| 突 カ イド ライ ン に つい て 

鉄 皿 道 事業 者 は 、 こ れ ま で も 、 新 型 イ ン フ ル エ ン 
ザ 等 対策 特別 措置 法 に 定め る 業務 計画 等 に 基づき 、 
鉄 軌 道 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 の 防 
目 に 向け て 、 様 々 な 取組 を 実施 し て きた と ころ で あ 
る が 、 今 般 、「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 基 
本 的 対処 方 針 」 に お いて 、「 事 業者 及び 関係 団体 は 、 
今後 の 持続 的 な 対策 を 見 据え 、5 月 4 日 専門 家 会 議 
の 提言 を 参考 に 、 業 種 や 施設 の 種別 ご と に ガイ ドラ 
イン を 作成 する な ど 、 自 主 的 な 感染 防止 の た め の 取 
組 を 進め る こと と し 、 政 府 は 、 専 門 家 の 知見 を 踏ま 
え 、 関 係 団体 等 に 必要 な 情報 提供 や 助言 を 行う こと 
と する 」 と され た 。 

これ を 受け 、 引 き 続 き 感染 防止 の 取組 を 進め て い 
く ため 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 専門 家 会 議 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 
( 令 和 2 年 5 月 4 日 ) に 記載 され た 「 業 種 ご と の 感 
染 拡大 予防 ガイ ドラ イン に 関す る 留意 点 」 等 に 留意 
し な が ら 、 別 紙 に 掲げ る 事業 者 及び 事業 者 団体 か ら 
な る 会 議 体 に お いて 、 国 土 交通 省 鉄 道 局 の 協力 を 得 
て 、 専 門 家 の 知見 も 踏ま ほえ 、 当 面 の 対策 を 取り ま と 
め た も の で ある 。 

鉄 軌道 に つい て は 、 和 幹線 交通 、 都 市 交通 、 地 方 交 
通 等 の 担う 輸送 形態 、 利 用 状況 、 車 両 の 構造 等 に よ 
り 状況 が 大 きく 異な る こと か ら 、 各 鉄 軌道 事業 者 に 
お いて 、 そ れ ぞ れ の 業務 計画 等 に 基づき 、 本 ガイ ド 
ライ ン を 踏ま え 、 個 々 の 状況 に 応じ た 対策 に 取り 組 
み 、 感 染 拡大 の 防止 、 利 用 者 の 安心 ・ 安 全 等 に つ な 
げ て いく こと が 求め られ る 。 

本 ガイ ドラ イン は 、 覧 急 事 態 定 言 下 は は も と より 、 
明 急 事態 宣言 が 終了 し た 段階 に お いて も 、 新 型 コ ロ 
ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 リス ク が 低減 し 、 利 用 者 及 
び 従 業 員 等 の 健康 と 安全 が 守ら れる 段階 に 至る まで 
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の 間 の 業務 に 用 いら れる も の で あり 、 今後 、 感 染 の 
状況 、 基 本 的 対処 方 針 の 変更 その 他 の 情勢 の 変化 な 
ど を 踏ま えて 、 必 要 な 見 直し を 行う も の と する 。 


II 利用 者 に 関す る 対策 
(1) 「 密 閉 」 対策 


〇 換気 の 励行 
(車両 ) 


・ 空 調 装置 等 に よる 換気 が 可能 な 車両 に つい て 
は 、 当 該 装置 の 機能 を 用 いて 適切 に 換気 を 実 
施す る (空調 が 自動 で 作動 停止 する 場合 に は 
必要 に 応じ て 手動 で 作動 させ る )。 

・ そ れ 以 外 の 車両 に つい て は 、 窓 を 開け る こと 
も 含め て 適切 に 換気 を 実施 する 。 

・ 換 気 の 状況 に つい て 、 車 内 や 駅 構内 に お ける 
放送 等 を 通じ て 利用 者 へ の 周知 を 行う 。 


(駅 構内 ) 
・ 開 放 可 能 な ドア や 窓 等 に つい て は 、 天 候 や 周 
囲 の 利用 状況 等 に 応じ て 開放 する 。 


2) 「 密 集 」 対 策 

〇 混雑 の 緩和 
・ 国 土 交通 省 と 協力 し て 、 地 域 の 実情 を 踏ま え 
つつ 、 車 内 や 駅 構内 に お ける 放送 等 を 通じ て 、 
テレ ワー ク ・ 時 差出 勤 の 利用 者 へ の 呼び か け 
を 実施 する 。 
・ 都 市 鉄道 に つい て は 、 各 事業 者 に お いて 、 混 
雑 状況 の 情報 提供 に 努め る 。 


(3) 「 蜜 接 」 対策 
〇 マス ク 着 用 の 呼び か け 
・ 国 土 交通 省 と 協力 し 、 車 内 や 駅 構内 に お ける 


放送 等 を 通じ て 、 利 用 者 に 対し て 、 可 能 な 限 
り の マス ク 着 用 の 協力 を 呼び か ける 。 


〇 車内 等 

・ 指 定席 販売 時 の 座席 位置 に 関す る 配慮 (係員 
操作 時 、 乗 客 操作 時 の 配慮 の 呼び か け )、 混 
雑 時 間 帯 に 比較 的 空い て いる 車両 又は 列車 の 
利用 の 促進 、 国 土 交通 省 と 協力 し た 可能 な 限 
り の マス ク 首 用 及び 会 話 を 控え め に する こと 
の 協力 の 呼び か け な ど 、 座 誠 の 配置 形態 や 輸 
送 形 態 等 に 応じ て 取り うる 方 法 に より 、 可 能 
な 限り の 利用 者 間 の 間隔 の 確保 や 、 審 接し た 
会 話 な ど を 避け る た め の 対 策 を 実施 する 。 


〇 駅 構内 
各駅 の 構造 、 利 用 状況 等 に 応じ た 以下 の 対策 を 
講じ る 。 
・ 改 札 口 、 乗 車券 発 玩 ・ 案 内 等 の 窓口 に アク リ 
ル 板 、 ビ ニー ルカ ー テ ン 等 を 設置 する 。 
・ 乗 車券 発売 ・ 案 内 等 の 窓口 等 に 列 を 作る 際 に 
は 間隔 を 開け る よう に 案内 する 。 


〇 車内 販売 人 

・ 車 内 販売 等 で 、 食 事 ・ 飲 料 を 提供 する 場合 に は 、 
提供 者 は マス ク 着 用 の ほか 定期 的 な 手洗 い 又 は 
手指 の 消毒 を 行う こと を 基本 と する 。 

・ 電 子 決済 が 可能 な 場合 に は 、 利 用 を 促進 する よ 
うに 支 め る 。 


〇 路面 電車 等 

・ い わ め ゆる 路面 電車 の よう に 、 乗 務 員 室 が 客室 か 
ら 独 立 し て お ら ず 、 乗 務 員 室 と 座席 が 近接 する 
構造 の 場合 は 、 利 用 状況 等 に 応じ て 、 ア クリ ル 
板 ・ ビ ニー ルカ ー テ ン 等 の 設置 や 、 一 部 の 座席 
の 使用 を 禁止 する こと な ど に より 、 乗 客 と 乗務 
員 の 飛 涼感 染 を 防止 する よう に 努め る 。 


4) 消毒 等 

〇 車両 ・ 駅 
・ 通 常 の 清掃 時 等 に 、 不 特定 多数 が 接触 する 場 
所 (手すり 、 吊 り 革 、 券 売 機 等 ) は 、 機 器 ・ 
設備 の 性 質 等 を 踏ま えて 利用 頻度 に 記 じ て 定 
期 的 に 消毒 する 。 


〇 駅 で の 手指 消毒 等 
・ 新 幹線 駅 や 多く の 人 が 利用 する 在 来 線 主要 駅 
に お いて 、 利 用 者 が 手洗 い 又 は 手指 消毒 (駅 
係員 等 に よる 管理 が 可能 な 箇所 に お ける 消毒 
液 の 設置 等 ) を で きる よう に する 。 


〇 トイ レ 
・ 便 緒 は 、 通 常 の 清掃 で 問題 な い が 、 不 特定 多 
数 が 接触 する 場所 は 、 利 用 頻度 に 応じ て 消毒 
を 行う 。 
・ ト イレ に 蓋 が ある 場合 、 蓋 を 閑 め て か ら 汚 物 
を 流す よう 表示 する よう に 努め る 。 
= グッ ツ ド ドラ イヤ ギー を 信 旨 する 。 


従業 員 に 関す る 対策 

(1) 健康 確保 

・ 従 業 員 に 対し 、 出 勤 前 に 、 新 型 コ ロナ ウイ ル 
ス へ の 感染 を 迎 わ れる 症状 の 有無 を 確認 させ 
る 。 特 に 駅 係員 ・ 乗 務 員 等 に つい て は 、 始 業 
前 点呼 時 等 に お いて 確認 を 徹底 する 。 

・ 上 記 を 踏ま え 、 体 調 の 思わ し く な い 者 に は 休 
むず よう に 指導 する 。 ま た 、 和 勤務 中 に 体調 が 悪 
く な っ た 者 に つい て も 、 必 要 に 応じ 、 上 直ちに 
帰宅 させ る 。 

・ 目 宅 で 療養 する こと と な っ た 従業 員 は 、 毎 日 、 
健康 状態 を 確認 する 。 症状 に 改善 が 見 られ な 
い 場 合 は 、 医 師 や 保健 所 へ の 相談 を 指示 する 。 


(2) 通勤 
・ 鉄道 連行 に 文 障 の な い 従 業 員 に つい て 、 テ レ 
ワー ク 、 時 差出 勤 な ど 、 様 々 な 勤務 形態 の 検 
討 を 行い 、 公 共 交 通 機関 の 混雑 緩和 を 図る 。 


3) 勤務 

・ 従 業 員 に 対し 、 始 業 時 、 休 憩 後 を 含め 、 定 期 
的 な 手洗 い 、 手 指 消毒 を 徹 辰 する 。 

・ 従 業 員 に 対し 、 勤 務 中 の マス ク 等 の 着用 を 促 
す 。 た だ し 、 和 気温 や 湿度 が 高く な る 場合 に お 
いて は 、 接 客 の 有無 や それ ぞ れ の 業務 の 状況 
(対人 距離 、 業 務 人 負荷 、 周 辺 境 等 ) を 踏ま 
えた 吉 中 症 予 防 に も 留意 し た 対応 を 取る も の 
と する 。" 

・ 窓 が 開く 場合 は 窓 を 開け 換気 する な ど 、 建 物 





1 参考 : 環境 省 ・ 厚 生 労働 省 リ ー フ レッ ト 「 令 和 2 年 度 の 熱中 症 予防 行動 」 


https://www.wbgt.enV.go.jD/pd【/20200526_leaflet.pdf 
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全体 や 個別 の 作業 スペ ー ス の 換気 に 努め る 。 
な お 、 機 械 換気 の 場合 に は 窓 開放 と の 併用 は 
不要 で ある 。 


・ 他 人 と 共用 する 物品 や 手 が 頻 繁 に 触れ る 箇所 


を 工夫 し て 最低 限 に する と と も に 、 利 用 頻度 
に 応じ て 清掃 消毒 を 行う 。 


・ 従 業 員 が 、 で きる 限り 2 メー トル を 目安 に 、 


一 定 の 距離 を 保てる よう 、 作 業 空間 と 人 員 配 
直 に つい て 最大 限 の 見 直し を 行う 。 


・ 朝 礼 や 点呼 は 小 グ ルー プ に て 行う な ど 、 一 定 


以上 の 人 数 が 一 度 に 集まら な いよ うに 努め る 。 


休憩 ・ 休 息 ス ペー ス 


・ 共 有する 物品 (テー ブル 、 椅 子 等 ) は 、 定 期 


的 に 消毒 する 。 


・ 休 憩 室 ・ 食 堂 等 を 使用 する 隊 は 、 入 退室 の 前 


後に 手洗 いや 手指 消毒 を 励行 する 。 


・ 喚 煙 を 含め 、 休 憩 ・ 休 息 を と る 場合 に は 、 で 


きる 限り 2 メー トル を 目安 に 距離 を 確保 する 
よう 努め 、 一 定数 以上 が 同時 に 休憩 スペ ー ス 
に 入ら な いな どの 工夫 を 行う 。 


・ 特 に 屋内 休憩 スペ ー ス に つい て は 、 換 気 を 行 


うな ど 、3 つ の 密 (密閉 、 密 集 、 密 接 ) を 防 
ぐ こ と の 徹底 に 努め る 。 


・ 食 堂 な ど で 飲 食す る 場合 は 、 時 間 を ずら す 、 


椅子 を 間 引 く な ど に より 、 で きる 限り 2 メー 
トル を 目安 に 距離 を 確保 する よう 努め る 。 施 
設 の 制約 な ど に より これ が 困難 な 場合 も 、 対 
面 で 座ら な いよ うに 配慮 する 。 


トイ レ 


・ 便 人 は 通常 の 清掃 で 問題 な い が 、 不 特定 多数 


が 使用 する 場所 は 消毒 を 行う 。 


・ ト イレ に 蓋 が ある 場合 、 蓋 を 閉め て か ら 汚 物 


を 流す よう 表示 する 。 


・ ハ ンド ドラ イヤ ー は 利用 を 止め 、 共 通 の タオ 


ル は 禁止 し 、 ペ ベー パー タオ ル を 設置 する か 、 
従業 員 に 個人 用 タオ ル を 持参 し て も ら う 。 


業務 継続 の 負 点 か ら の 減 便 ・ 運 休 の 検討 


・ 必 要 に 応じ 、 業 務 継 続 の 観点 か ら 従 業 員 の 感 


染 リ スク を 減ら す た め 、 大 幅 な 減 便 に より 混 
稚 を 生じ させ な い (特に 通勤 ・ 通 学 時 の 混雑 
へ の 配慮 ) 等 の 社会 的 影響 等 を 考慮 し た 上 で 、 


減 便 ・ 運 休 を 検討 する 。 


佐 業 員 に 対す る 感染 防止 対策 の 啓発 等 


・ 従業 員 に 対し 、 感 楽 防止 対策 の 重要 性 を 誰 識 


させ 、 日 常 生活 を 含む 行動 変容 を 促す 。 こ の 
た め 、 こ れ ま で 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対 
策 専 門 家 会 議 が 発表 し て いる 「 人 と の 接触 を 
8 割 減 ら す 10 の ポイ ント 」 や 「『 新 し い 生 活 
様式 』 の 実践 例 」 を 周知 する な どの 取組 を 行 
0 


・ 思 者 、 感 染 者 、 医 療 関 係 者 、 海 外 か ら の 帰国 


者 、 そ の 家族 、 児 童 等 の 人 権 に 配慮 する 。 


・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 陽 性 と され た 者 と 


渡 昼 接触 が ある と 指定 され た 者 に つい て は 、 
保健 所 ・ 医 療 機 関 の 指 に 基づい て 対応 する 。 


・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 か ら 回 復 し た 従業 


員 や その 関係 者 が 、 職 場内 で 差別 され る こと 
な ど が な いよ う 、 従 業 員 に 周知 啓発 し 、 円 消 
な 職場 復帰 の た め の 十 分 な 配慮 を 行う 。 


感染 者 が 確認 され た 場合 の 対応 


・ 保 健 所 ・ 医 療 機関 の 指 に 従う 。 
・ 従 業 員 が 感染 し た 旨 を 速 や か に 各地 方 運輸 局 


寺 に 報告 する 。 


・ 感染 者 の 行動 範囲 を 踏ま え 、 感 染 者 の 勤務 場 


所 の 消毒 や 、 同 勤務 場所 の 勤務 者 の 目 宅 待機 
な どの 対応 を 検討 する 。 


・ 感 染 者 の 人 権 に 配慮 し 、 個 人 名 が 特定 され る 


こと が な いよ う 留 意 する 


・ 衛 生 管 理 責 任 者 と 保健 所 と の 連絡 体制 を 確立 


し 、 保 健 所 の 聞き 取り 等 に 電 力 する 。 


IV その 他 
・ 輸 送 障害 発 生 時 な ど 、 や む を 得 な い 場 合 に は この 


限り で は な い 。 


〇 鉄道 連絡 会 構成 員 (順不同 ) (別紙 ) 
・ 北 海道 旅客 鉄道 株 式 会 社 

・ 東 日 本 旅客 鉄道 株 式 会 社 

・ 東 海 旅 客 鉄道 株 式 会 社 

・ 西 日 本 旅客 鉄道 株 式 会 社 

・ 四国 旅客 鉄道 株 式 会 社 

・ 九州 旅客 鉄道 株 式 会 社 

日 本 貨物 鉄道 株 式 会 社 

・ 一 般 社 団 法人 日 本 民営 鉄道 協会 
・ 一 般 社 団 法人 日 本 モノ レー ル 協 会 
・ 一 般 社団 法人 日 本 地下 鉄 協会 
・ 一 般 社 団 法人 公営 交通 事業 協会 
・ 公 和 益 社団 法人 鉄道 貨物 協会 

・ 第 三 セ モク ター 鉄道 等 協 議会 





] 士 交通 省 鉄 道 局 (協力 ) 
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浜 市 党 地下鉄 新 横浜 駅 直下 の 
アン ダー ピニン グ 工 事 が 
土木 学会 党 を 受賞 し まし た ! 


横浜 市 交通 局 


1 は じ め に 

横浜 市 営 地 下 鉄 は 湘南 台 駅 か ら あ ざ み 野 駅 まで を 
結ぶ ブル ー ラ イン と 中 山 駅 か ら 日 吉 駅 まで を 結ぶ グ 
リー ン ラ イン の 2 路線 を 営業 し て いま す 。 

ブル ー ラ イン 新横浜 駅 で は 、 相 鉄 ・ 東 急 直通 線 で 
新しく 設置 され る 新横浜 駅 (仮称 ) と ブル ー ラ イン 
新横浜 駅 が 交差 ・ 接 続 する 計画 と な っ て いま す 。 な 
お 、 相 鉄 ・ 東 急 直 通 線 は 、 相 鉄 ・JR 直通 線 の 羽沢 
横浜 国 大 駅 か ら 東 急 東横 線 ・ 目 黒 線 の 日 吉 駅 間 に 、 


都市 鉄道 等 利便 増進 法 に 基づき 、 独 立 行政 法人 鉄道 
建設 ・ 運 輸 施設 整備 支援 機構 が 整備 主体 と し て 事業 
を 進め て いる 路線 で す 。 

ブル ー ラ イン 新横浜 駅 と 交差 する 76.5m 区 間 に つ 
いて は 、 横 浜 市 交通 局 が 独立 行政 法人 鉄道 建設 ・ 運 
爾 施設 整 備 支 援 機構 か ら 受託 し て 、 相 鉄 ・ 東 急 直通 
線 新 横浜 駅 (仮称 ) に 関す る 土木 工事 の 一 部 を 施工 
し CO ます 

この 工事 は 交通 量 の 多い 幹線 道路 環状 2 号線 の 新 
横浜 駅 前 交差 点 か つ 大 規模 な 円 形 歩 道 枯 の 直下 と い 
う 厳 し い 環 境 の 中 で 、 営 業 す る ブル ー ラ イン 新横浜 
駅 を アン ダー ビニ ング し て 、 相 鉄 ・ 東 急 直通 線 新 横 
浜 駅 (仮称 ) を 構築 する 難 工 事 で す が 、 高 度 な 技術 
に より 克服 し た こと で 、 土 木 学会 賞 を 受賞 し まし た 。 





図 一 1 横浜 市 営 地下鉄 路線 図 
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表 一 ] 土木 学会 賞 概要 


受賞 名 | 駅 前 交差 点 直下 に お ける 大 規模 アン ダー ビ ピニン 
グ 技 術 と 隊 人 MK 向け た 取り 組み 
ます 東急 直通 線 新横浜 駅 地下 鉄 交差 部 土 








福 泊 市 交 通 選 
独立 行政 法人 鉄道 建設 ・ 運 輸 施設 整備 衣 機 構 図 一 5 縦断 図 
鹿島 ・ 鉄 建 ・ 不 動 テ トラ ・NB 建 設 共 同 企業 体 


と っ 
『 利 2 年 5 月 1 日 馬 か "<emr は て 


か 店 
ee = ーー 証 記 目 EE 頭目 加 問 ELil 上 FIEHIE TL TEI EE 。 ロロ 主計 
LE 


計画 和 。 四 時 画 思 員 男 還 。 | 








2 工事 の 概要 

相鉄 ・ 東 急 直通 線 新 駅 と ブル ー ラ イン 新横浜 駅 は 
両 駅 の 中 央 付近 で 、 Me 東急 直通 線 が ブル ー ラ ィ 
ン を 抱き 込む 形状 で ほほ 直角 に 交差 し 、 地 下 1 階 で 
乗換 える 接続 を 計画 し て いま す 。 

ブル ー ラ イン 新横浜 駅 は 地下 2 層 3 径 間 構 造 の 
本 
駅 と な っ て お り 、 相 鉄 ・ 東 急 直通 線 新 駅 は ブル ー ラ 
イン 新横浜 駅 を アン ダー ピニン グ し な が ら 、 開 削 工 
法 で 施工 し まし た 。 











本 駅 起 箇 艇 生 上 L ま す 


人 111 トー っ 
= 面 呈 国 庄 証 還 中 正 


還 括 りり ます 馬 he っ 
LT 1 EE a ET 1 目 画 
中 








図 一 6 工事 の 流れ 


3 周辺 環境 

新横浜 は JR 東海 道 新幹線 、JR 横 浜 線 及 び ブ ルー 
ライ ン の 3 路線 が 乗り 入れ る 拠点 駅 と な っ て お り 、 
業務 ・ 商 業 ・ 文 化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 機能 が 集積 し て 
いま す 。 

施工 箇所 は 横浜 市 内 で も 交通 量 の 多い 幹線 道路 環 
状 2 号線 の 新横浜 駅 前 交差 点 直下 に 位置 し て お り 、 
この 交差 点 に は 新横浜 の シン ボル 的 な 存在 で ある 円 
形 の 歩道 橋 が 存在 する た め 、 建 設 機械 な どの 空 頭 制 
図 一 3 平面 図 限 や 施工 の 時 間 制 約 を 受け る ほか 、 歩 道 椅 へ の 影響 
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に も 配慮 し な が ら 施 工 し まし た 。 W 宇 折 [道重 時 1 


⑪ 土 鐵 ・ 電 面 軒 エ 


に 
| 肌 


に 
| に 一 ココ ダコ | ー 下 」 





図 一 9 導 坊 掘削 





図 一 7 施工 箇所 の 様子 


4 アン ダー ビニ ング と 工程 短縮 の 取組 み 

アン ダー ピニン グ は ブル ー ラ イン 新横浜 駅 を 仮 杭 
で 仮 受け 後 、 相 鉄 ・ 東 急 直 通 線 新 駅 を 構築 し 、 こ の 
構築 に ブル ー ラ イン 新横浜 駅 を 受 共 え て 文 持 させ る 


本 受 工 を 段階 的 に 実施 し まし た 。 
「 記 | 
財 由 中 是 由 旨 M" 
| 本 呈 エ | 図 一 10 導 寺 掘削 の 様子 


図 一 8 アン タダ ター ビニ ンク の 流れ 








2) 仮 受 工 
1) 導 撤 掘削 導 撤 掘削 完了 後 、 ブ ルー ライ ン 了 駆 体 下 部 の 掘削 に 
一 般 的 に アン ダー ピニン グ は 、 開 削 土 工 に て 支持 先立ち 、 ブ ルー ライ ン 駆 体 の 仮 受 工 を 実施 し まし た 。 
する 既設 構造 物 下 部 まで 掘削 し た 後 、 既 設 構造 物 下 ブル ー ラ イン 駆 体 約 68.000kN を 24 本 の 仮 受 杭 で 
部 に 導 欧 を 構築 し 、 仮 受 作業 を 行い ます 。 受 夫 えた 後 、 ブ ルー ライ ン 上 直下 を 掘削 し 、 相 鉄 ・ 東 


し か し 、 本 工事 で は 工程 短 緒 の た め 、 開 削 範囲 外 急 直 通 線 の 駆 体 を 構築 し まし た 。 
の ヤー ド に 築造 し た 立 境 か ら 既 設 構造 物 下 部 まで 、 
小 断面 の 導 境 を 構築 し アク セス する 工法 を 採用 し 
て 、 仮 受 杭 の 打 設 を 先行 し て 行う こと で 、 開 削 土工 


と 仮 受 作業 を 並行 し て 進め まし た 。 ーー 
これ に より 、 地 上 か ら ブ ルー ライ ン 下 部 まで 据 削 本 
し た 時 に は 、 仮 受 作業 が 完了 し た 状態 に な っ て お り 、 
大 幅 な 工程 短縮 を 図り まし た 。 PA ML 4 


図 一 11 仮 受 エ 





人 ーー 
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図 一 12 仮 受 工 の 様子 


3) 本 受 工 

ブル ー ラ イン 直下 まで 相鉄 ・ 東 急 直通 線 の 構築 が 
完了 し た 後 、 ブ ルー ライ ン を 相鉄 ・ 東 和 急 直通 線 の 構 
楽に 受 替 える 本 受 工 を 実施 し まし た 。 

受 葵 え 後 、 両 駆 体 の 構築 問 を 高 流動 コン クリ ー ト 
と 無 収縮 モル タル で 充填 する 間 諸 工 を 行い 、 ア ン 
2 2 Me 


5 お わり に 

現在 、 相 鉄 ・ 東 急 直通 線 の 開業 に 向け て ブル ー ラ 
イン 新横浜 駅 の 改良 工事 を 行っ て いま す 。 引き 続き 
安全 に 配慮 し な が ら 施 工 を 進め て いき ます 。 






すす 1 

旨 記 は 
3 を * 
まま 本 2 
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西武 鉄道 の 車両 と し て は 50 年 ぶり 
「001 系 Laview」 が ブル ー リ ボン 賞 を 受賞 


西武 鉄道 株 式 会 社 


西武 鉄道 株 式 会 社 で は 、 特急 車 両 「0O1 系 
Laview」 が 、 鉄 道 友の会 が 制定 する 「 ブ ルー リボ 
ン 賞 」 を 受賞 し まし た 。 当社 車 両 の 「 ブ ルー リボ ン 
賞 」 の 受賞 は 、1970 年 に 受賞 し た 初代 特急 車両 「5000 
系 レッ ドア ロー 号 」 以 来 、50 年 ぶり 2 度目 で す 。 

2019 年 3 月 16 日 に デビ ュー し た 「001 系 Laviewr 
は 、「 い まま で に 見 た こと が な い 新 し い 車 両 」 を 目 
指し 、 西 武 鉄 道 の 炊 世代 の フラ ッ グ シッ プ ト レ イ ン 
と し て 製作 され た 新型 特急 車両 で す 。 








ーー 


ーー 


愛称 「Laview (ラビ ュー)」 に は 、「L」 区 沢 
(Luxury) な リビン グ (Living) の よう な 空間 、「a 」 
矢 (arrow) の よう な 速達 性 、「view」 大き な 窓 か 
ら 移 り ゆ めく 眺望 (view)、 都 市 や 自然 の 中 で や わら 
か く 風景 に 溶け 込む 特急 と し て 、 多 く の お 客 さ ま に 
特急 電車 で の 旅 を 楽し ん で いた だ きた いと いう 想い 
が 込め られ て いま す 。 


電車 の 固定 概念 に と ら わ れ な い 、 建 築 と プロ ダク 
ト の 間 の 、 も う ひ と つの 居住 空間 を イメ ー ジ し て 、 
都市 や 自然 の 中 で や わら か くく 風景 に 溶け 込む 特 
急 」、! み ん な が くつ ろ げ る リビン グ の よう な 特急 」、 
「 新 し い 価 値 を 創造 し 、 た だ の 移動 手段 で は な く 、 
目的 地 と な る 特急 」 の デザ イン コン セプト を 元 に 建 
築 家 妹島 和 世 氏 の 手 に より 、 デ ザイ ン さ れ ま し た 。 
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それ は 、 都 市 や 自然 、 人 と の 関わ り 方 に よっ て 、 
いろ いろ な 関係 が 生ま れ た り 、 膨 らん だ りす る 特急 
で す 。 た くさ ん の 人 と 繋が り 、 受 け 入 れる 、 い ろ い 
ろ な 体験 と スト ー リ ー が 重なっ て いく こと で 出かけ 
る 人 た ち 、 沿 線 の 都市 と 自然 と が 、 ち ょ っ と 近く な 
る 、 新 し い 関 係 性 を 持つ よう な 電車 と な れ ば と 考え 
られ た か ら で す 。 


客室 は 、 お 客 さ まそ れ ぞ れ が 自分 の 時 間 を 過ごせ 

る リビン グ の よう な 新しい パブ リッ クス ペー ス を 目 
指し て デザ イン し て いま す 。 観光 と 通勤 と いう 使用 
の 違い に お いて も 、 そ の 空間 が 使う 人 それ ぞ れ に 
と っ て 心地 よい 空間 と な る よう に 心がけ て いま す 。 
シー トピ ッ チ は 10000 系 の 1.070mm を 踏襲 し な が 
ら 、 座 席 下 部 を な る べく 空け た り 、 丸 み を 帯び た デ 
ザイ ン に する こと に よっ て 余裕 を 感じ させ る よう な 
5 の と し まし 





座 語 は 一 人 ひと り が リラ ックス で きる よう に 、 包 
の 0 よう な ププ ザ イン と し て いま すず す 。 アー ム ら も 
た れ が 一 体 と な っ て リク ライ ニン グ し 、 座 間 に は イ 
ン ア ー ム テー ブル と コン セン ト を 設置 し まし た 。 耐 
久 性 を も ちな が ら 、 実 際 の や わら か さと と も に 和 柔 ら 
か い 印 象 を 与え る モケット を デザ イン し て いま す 。 

外 和 観 は 、 シ ャ ー プ で と が っ て いる より は や わら か 
く 、 ち ょ っ と 小さ 〈 く 感じ る カタ チ と する た め 、 前 面 


ガラ ス に は 曲線 半径 1.500mm の 大 き な 三 次 元 曲 面 
ガラ ス を 国内 で 最初 に 採用 し まし た 。 客室 窓 は 縦 
1.350mm ※ 横 1.580mm の 大 型 窓 を 設置 し た こと 
に より 、 窓 の 下端 は 座 面 より も 低く 、 床 か ら 400mm 
の 高 さ に 位置 し て お り 、 乗 っ て いる 人 が 風景 に 包ま 
れ た よう に 感じ られ 、 い まま で と は 違っ た 西武 線 沿 
結 の 四季 折々 の 風景 を お 楽し みい た だ ける 特急 車両 
に な っ て いま す 。 


ブル ー リ ボン 人 賞 の 選考 過程 で は 、『 ス タイ リッ シュ 
で 特徴 的 な 外観 デザ イン 、 良 質 な 雰囲気 を 備え つつ 
機能 性 の 充実 や バリ アフ リー の 促進 が 図ら れ た 客 
室 ・ 設 備 ほ か 、 最 新 水準 の 機器 類 の 積極 採用 に よる 
省 保守 性 や 信頼 性 の 向上 、 環 境 負 荷 の 低減 な ど 、 現 
代 の 鉄道 車両 と し て の 完成 度 が 極め て 高く 、 魅 力 あ 
ふれ る 車両 で も る 」 と 評価 され ん 、 ブ ルー リボ ン 賞 の 
受賞 に 至り まし た 。 これ か ら も 「0O0O1 系 Laview」 
は お 客 さ ま の 笑顔 を 乗せ て 走り 続け ます 。 
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2020 年 9 月 、 渋 谷 駅 西口 の 新た な 歩行 者 
デッキ を 供用 開始 し ます 。 


東急 株 式 会 社 
東日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 

東京 地下 鉄 株 式 会 社 

道玄坂 一 ] 目 駅 前 地区 市 街 地 再 開発 組合 
東急 不動 産 株 式 会 社 


渋谷 駅 街区 開発 計画 の 推進 者 で ある 東急 株 式 会 
仕 、 東 日 本 旅客 鉄道 株 式 会 社 、 東 京 地下 鉄 株 式 会 社 
が 整備 する 「( 仮 称 ) 西口 連絡 通路 」 と 、 道 玄 坂 一 
本 目 駅 前 地区 市 街 地 再開 発 組合 、 東 急 不 動産 株 式 会 
社 が 整備 する ! 溢 谷 フク ラス 接続 デッキ 」 (以下 「( 仮 
称 ) 西口 連絡 通路 」 と 「 濾 谷 フ クラ ス 接 続 デ ッ キ 」 
を 総称 し て 「 歩 行者 デッキ 」 と いう ) は 、 新 型 コ ロ 
ナウ ィ ル ス 感 染 拡 大 の 影響 に より 供用 開始 時 期 を 延 
期し て いま し た が 、 以 下 の 通り 、 供 用 開始 日 が 決定 
層 し 6 





歩行 莉 デ ッ キ 供用 開始 日 
っ 。 2020 年 9 月 26 日 ( 土 ) 初 電 か ら 


歩行 者 デッキ の 供用 開始 に 伴い 淡 谷 駅 と 淡 谷 フク 
ラス が 地上 2 階 レ ベル で 接続 し 、 桜 丘 町 方 面 へ は 滋 
谷 フ クラ ス 内 の 歩行 者 通路 お よび 国土 交通 省 関東 地 
方 整備 局 東 京 国道 事務 所 が 再 整 備 し た 渋谷 駅 西口 歩 
道 椅 を 経由 する こと で 、 歩 行者 ネッ トワ ー ク が 拡充 
され 、 利 便 性 が 向上 し ます 。 

な お 、 歩 行間 デッキ の 供用 開始 に あわ せ て 、 上 旧東 
急 御 貨 店 東横 店 建物 内 の 歩行 者 通路 (一 部 を 除く ) 
お よび JR 谷 駅 玉川 改札 は 、 9 月 25 日 終電 を も っ 





て 閉鎖 し ます 。 その後 、 旧 東急 白 貨 店 東横 店 建物 の 
解体 工事 に 着手 予定 で す 。 

歩行 者 デッキ 供用 開始 後 の 利用 動 線 に つい て は 、 
HP (https://shibuyaplusfun.com/infobox/) や 
現地 案内 な ど で も お 知ら せ し ま す 。 
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に L 1 コ 
Fn。 : 叶 5] 


歩行 者 デッキ 全景 (※ 谷 駅 方 面 か ら 見 る ) 





歩行 者 デッキ 全景 (渋谷 フク ラス か ら 見 る ) 


/ 


こ ーー 


(仮称 ) 西口 連絡 通路 


開 在 | 日 月 は 5 目 誕 本 語 で 」 





| e 予 名 引 昌 | 1 1 1 計上 は 肝 し ペル 動 
。 _。 旬 






" 電 








二 守 計り 
『 間 岬 呈 通 困 


| マギー | | 





量 生 生還 証 








了 重 ゴー タテ シ ティ | 


| は マー タ シ テ ィ | 


正本 者 字 ッ キ 詞 用 開 四 前 艇 証 刊 用 動 終 人 


に より 。 回民 きれ て い 吾 天 下 掛 者 捧 幅 は 
配本 き 思 皮相 醒 慎 王 和 還 生 二 。 
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令 和 3 年 度 予算 に 係る 「 地 下 鉄 事業 」 に 関す る 要望 活動 の 実施 





国 の 令 和 3 年 度 予 算 に 係る 概算 要求 を 控え 、 7 月 
31 日 ( 金 ) に 、 日 本 地下 鉄 協会 と し て 「! 令 和 3 年 度 
予算 に 係る 『 地 下 鉄 事業 」』 に 関す る 要望 」 を 、 今 年 
度 は 、 現 下 の 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 拡大 予防 に 
向け た 対応 に 関す る 国 の 要請 (人 数 制限 等 ) を 踏ま 
えた 形 で 、 当 協会 の 波多 野 専務 理事 か ら 、 国 土 交通 
省 、 総 務 省 及び 環境 省 に 対し て 行い まし た 。 

【 国 土 交 通 省 へ の 要望 】 

国土 交通 省 に 対し て は 、 赤 羽 国土 交通 大 臣 な ど 三 
役 の ほか 、 末 田 卓也 事務 次 官 、 藤 井 直樹 国土 交通 汐 
譲 紀 や 鉄道 局 の 上 原 浮 局 長 、 寺 田 吉 道 次 長 、 木 村 
典 央 和 淡 議 官 、 江 口 秀 二 技術 審議 官 、 金 指 和 彦 都市 鉄 
道 政策 課長 な ど に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 
の 影響 に よる 地下 鉄 事業 の 経営 悪化 等 に 対す る 支援 
措置 」 の ほか 、「! 地 下 高 速 鉄道 事業 に 係る 補助 金 総 
額 の 確保 等 」 と し て 「 耐 岩 対 策 」、! 浸 水 対策 」 や 「 バ 
リア フリ ー 対 策 の 強化 」 等 直 下 の 喫緊 の 課題 等 に 加 
え 、「 腕 談 素 化 に 資す る 事業 の 補助 金 絵 額 の 確保 等 」 
に つい て 、 ま た 、 浦 生 篤 実 観光 庁 長官 ほか に 対し て 
は 「! 訪 日 外国 人 旅行 者 受入 環境 整備 緊 急 対 策 事 業 」 
や ! 公 共 交 通 利用 環境 の 単 新 等 事業 」 な どの た め の 
補助 金 の 確保 等 の 重点 事項 に つい て 要望 し まし た 。 











礎 村 笑 議 官 と 面談 


【 総 務 省 へ の 要望 】 
総務 省 に 対し て は 、 高 市 総務 大 臣 な ど 三 役 の ほか 、 
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砂 全 誠 動 ソ が ー ム 


(一 社 ) 日 本 地下 鉄 協会 の 活動 状況 を 報告 


黒田 武 一 郎 事務 次 官 、 内 藤 尚 志 目 治 財政 局長 、 渡 邊 
輝 公営 企業 担当 審議 官 、 馬 場 竹 次 郎 財政 制度 ・ 財 務 
担当 審議 官 な ど に 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 拡大 
の 影響 に よる 地下 鉄 事業 の 経営 悪化 等 に 対す る 支援 
措置 」 の ほか 、「 公 的 資金 の 高 金利 企業 債 の 補償 金 
免除 繰上 償 本 制度 の 創設 」 や ! 公 営 地下 高速 鉄道 事 
業 の 特例 債 制 度 の 充実 等 」、「 資本 費 負 担 緩 和 債 及び 
資本 費 平準 化 債 の 財政 措置 等 」、「 交 通 事業 へ の 一 般 
会 計 負 担 金 等 に 対す る 財政 措置 の 充実 」 な ど 重 点 事 
項 に つい て 要望 し まし た 。 








【 環 境 省 へ の 要望 】 

また 、 環 境 省 に 対し て は 、 中 井 徳太郎 事務 次 官 、 
小野 洋 地 球 環 境 局 長 、 同 局 の 小笠原 靖 地球 温暖 化 
対策 課長 、 加 藤 聖地 球 温暖 化 対策 事業 室長 な ど に 
「 脱 炭素 化 に 資す る 事業 の 補助 金 総額 の 確保 等 」 に 
つい て 要望 し まし た 。 

当 協 会 と し まし て は 、 国 の 令 和 3 年 度 予 算 に 係る 
概算 要求 を 控え 、 本 年 4 月 に 各 事 業者 か ら ご 提出 い 
た だ きま し た 「 令 和 3 年 度 予 算 概算 要求 に 係る 情報 
交換 資料 」 で の ご 意見 ・ ご 要望 を 踏ま ほえ つつ 、 今 回 
の 要望 活動 を は じ め 、 今 後 与党 に 対し て も 、 要 望 活 
動 を 行っ て いく こと と し て お り ま す の で 、 有 要望 事項 
実現 の た め 、 会 員 各位 の 更 な る ご 支援 ご 協力 を お 願 
思 し 上 げ ま す 。 

な お 、 要 望 書 の 内 容 は 、 別 添 資 料 の と お り で す 。 


(資料 ) 


令 和 3 年 度 
地下 鉄 事業 に 関す る 要望 書 





一 般 社団 法人 日 本 地下 鉄 協会 


|. 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 の 影響 に よ 
る 地下 鉄 事業 の 経堂 環境 の 悪化 等 に 対す る 支 
援 措置 (国土 交通 省 、 総 務 省 ) 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 の 影響 に よる 
地下 鉄 事業 の 経営 環境 の 悪化 等 に 対し 、 以 下 の 
よう な 所 要 の 財政 措置 を 講じ る な ど 、 十 分 な 支 
援 を 行う こと 。 
1. 財政 支援 
公共 交通 事業 者 の 減収 に 対す る 補填 策 の 
創設 
(2) 特別 減収 対策 企業 全 の 継続 及び 拡充 。 
(3) 無利子 貸付 金 制度 の 創設 。 


2. 補助 制度 

1]) 駅 構内 や 車両 内 の 混雑 緩和 に 資す る 施設 
等 の 整備 に 対し 、 新 た な 補助 制度 の 創設 。 

(2) 地下 鉄 駅 の 空調 ・ 換 気 施設 の 強化 の た め 
の 大 規模 改修 等 に 対す る 新た な 補助 制度 の 
創設 。 

3) 混雑 時 の 移動 回 避 を 目的 と し た 、『 混 雑 
の 見 える 化 」 に 係る 情報 提供 シス テム 導入 、 
車両 等 の 抗 男 対 策 、 駅 ・ タ ー ミ ナル の 衛生 
対策 等 へ の 補助 制度 の 創設 。 








中 . 地下 高速 鉄道 に 係る 補助 金 総額 の 確保 等 
(国土 交通 省 ) 


地下 鉄 を 含む 都市 鉄道 は 、 公 共 交 通 ネ ッ ト 
ワー ク を 拡充 し 、 都 市 の 国際 競争 力 を 強化 し て 
いく 上 で 、 そ の 重要 性 が 年 々 増大 し て お り 、 着 
実 か つづ 円滑 な 整備 推進 を 図る た め 、 以 下 の 事 項 
gr 実現 方 配慮 願い た い 。 
. 地下 高速 鉄道 整備 事業 費 補 助 制度 に つい て 、 
1 一 対策 等 現 
下 の 喫 緊 の 課題 を 踏ま え 、 次 の 事項 の 実現 を 
図る こと 
(1) 次 の 鉄道 施設 の 整備 に つい て 、 補 助 金 の 必 
要 総 額 を 確保 する こと 。 

の 地下 鉄 ネ ットワーク の 充実 (福岡 市 七隈 
線 の 延伸 ) 

② 列車 遅延 の 防止 や 列車 運行 円 滑 化 の た め 
の 駅 の 大 規模 改良 ( 泉 岳 寺 駅 、 木 場 駅 等 ) 

③ トン ネル 、 高 架橋 、 駅 等 の 耐震 対策 

二 河川 の 渦 溢 や 津波 、 高潮 等 に 伴う 浸水 対 


の ホー ム ド ア 等 の 新設 、} 





⑥ 高齢 者 や 障がい 者 等 の た め の エ レベ ー 
ター 等 の 新設 、 増 設 

(2) 次 の 事業 に つい て 、 新 た に 補助 対象 と する 
eb 

① 既設 線 や 長寿 命 化 に 資す る 施設 ・ 設 備 の 
改修 ・ 更 新 

② エレ ベー ター、 エ スカ レー ター、 ホ ー ム 
ドア 等 の 改修 ・ 更 新 や 増設 

③ 移動 等 円 滑 化 基準 の 改定 を 踏ま え 、 複 数 
の バリ アフ リー ルー ト の 確保 エレ ベー 
ター の 大 型 化 等 及び ホー ム と 車両 の 段差 等 
解消 工事 


2. 現在 国 の み が 実 施し て いる 「 補 助 対 象 事業 
費 に 90% を 乗じ る 」 措 置 を 見 直し 、 地 方 公共 
団体 と 同額 の 補助 と する こと 。 


3. 新型 ホー ム ド ア 等 が 、 安 全 か つ 低 コス ト で 
整備 可能 と な る よう 、 技 術 開発 を 促進 する こ 
の 。 


4. 複数 年 度 に わた り 実 施す る 事業 を 補助 対象 
と する 場合 に は 、 施 越 承認 や 全体 設計 承認 
に より 円 滑 に 補助 事業 を 継続 で きる よう に す 
の ど 。 


川 . 「 訪 日 外国 人 旅行 者 受入 環境 整備 緊急 対策 
事業 」、「 公 共 交 通 利用 環境 の 革新 等 」 に 係る 
補助 金 総額 の 確保 等 (国土 交通 省 ) 


. 補助 金 の 必要 総額 の 確保 。 


2. 補助 金 申請 手続 き の 簡 素 化 及び 交付 決定 の 
〒 期 化 。 


3. 複数 年 度 事 業 を 認め る な ど 和 補助 要件 の 緩和 。 


IV. 脱 談 素 化 に 資す る 事業 の 補助 金 総額 の 確保 
寺 (環境 省 、 国 土 交通 省 ) 


1. 「 脱 炭素 イノ ベー ショ ン に よる 地域 循環 共 
生 較 構築 事業 」 の の うち 「 地 域 の 脱 炭 素 交 通 モ 
デル の 構築 支援 事業 」 の うち 「 交 通 シ ステ ム 
の 低 談 素 化 と 利用 促進 に 向け た 設備 整備 事 
業 」 に つい て は 、 低 談 素 社会 の 実現 に 向け て 
極め て 重要 な 事業 で ある こと か ら 、 引 き 続 き 
補助 事業 を 実施 する と と も に 、 補 助 金 総額 の 
増額 を 図る こと 


2. 「 建 築 物 等 の 腕 炭素 化 ・ レ ジリ エン ス 強 化 促 


進 事業 」 の うち 「 業 務 用 施設 等 に お ける ネッ 
ト ・ ゼ ロ ・ エ ネル ギー・ ビ ル (ZEB) 化 ・ 省 CO, 
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促進 事業 」 の うち 既存 建築 物 に お ける 省 
CC 改修 支援 事業 」 に つい て 、 駅 設備 等 の 
照明 の LED 化 に つい て も 補助 対象 と する こ 
と 。 


V. 公 汗 地下 鉄 事業 の 経営 の 安定 及び 経営 基盤 
の 強化 の た め の 財 政 措置 の 拡充 (総務 省 ) 


1. 公 的 資金 の 高 金利 企業 債 の 繰上 償還 及び 借 
換え 
公 的 資金 の 金利 4 % 以 上 の 企業 債 の 残 債 に 
つい て 、 トト ア 


2. 公 滞 地下 高速 鉄道 事業 の 特例 債 制 度 

・ 再 特例 債 制度 (平成 25 て 令 和 4 年 度 ) に よ 
り 発行 の 特例 債 の 利子 に 対す る 新た な 財政 措 
置 を 講ず する こと 。 

・ 令 和 5 年度 以降 も 、 引 き 続 き 同 制度 を 継続 す 
る と と も に 、 所 要 の 財政 措置 を 講じ る こと 


3. 資本 費 負 担 緩和 債 及 び 資 本 費 平 準 化 債 

(1) 両 発行 債 の 利子 に 対し て 地方 交付 税 等 の 
所 要 の 財政 措置 を 講ず る こと 

2) 資本 費 負 担 緩和 償 の 発行 許可 要件 を 緩和 
する と と も に 、 公 的 資金 の 借入 れ も 可 能 に 
な る よう 措置 する こと 


VI. 交通 事業 へ の 一 般 会 計 の 負担 金 等 に 対す る 
財政 措置 の 充実 (総務 省 ) 


1. 交通 事業 へ の 一 般 会 計 の 負担 金 、 補 助 金 及 
び 出 資金 に つい て 、 地 方 交付 税 等 に よる 十分 
な 財政 措置 を 講ず る こと 。 
特に 、 地 下 鉄 事業 に お ける 新 線 建設 及び 
老朽 化 対 策 、 耐 岩 対 策 、 バ リア フリ ー 化 等 
に 係る 大 規模 改良 工事 に 対す る 出資 金 及 び 
補助 金 に つい て 、 従 来 と 同様 な 制度 を 構築 
し 、 適 切な 財政 措置 を 図る こと 


2. 「 訪 日 外国 人 旅行 者 受入 環境 整備 緊急 対策 
「 公 共 交 通 利用 環境 の 革新 等 」 に つい 

一 般 会 計 か ら の 補助 を 受け 入れ られ る よ 
96 、 繰 出 基 準 の 対象 と する こと 。 


3. 「 公 共 交 通 機関 の 低 炭 素 化 と 利用 促進 に 向 
けた 設備 整備 事業 」 ( 鉄 軌道 輸送 シス テム の 
者 ットワーク 型 低 炭 素 化 促進 事業 等 ) に つい 

一 般 会 計 か ら の 補助 が 受け られ る よう 、 
人 出生 滴 の 時 菌 当 だ 
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日 時 : 令 和 2 年 5 月 28 日 ( 木 ) 

内 容 : 今回 の 総会 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
症 の 拡大 を 防ぐ た め 、 書 面 投 票 に よる みな 
し 総会 と し て 開催 し 、① 令 和 元 年 度 事業 報 
告 ( 案 )、② 同 計算 書類 ( 案 )、③ (a) 公 
益 目的 支出 計画 実施 報告 書 、(b) 令 和 2 
年 度 事 業 計画 、(c) 同 収 支 予 算 書 の 報告 、 
④ 令 和 2 年 度 の 会 費 の 額 及 び 納 付 の 方 法 
( 案 )、⑤ 補 欠 の 役員 の 選任 ( 案 ) に つい て 
審議 され 、 い ずれ も 原案 通り 議決 され た 。 


人 @ 流 和 2 年 度 広報 調査 検討 委員 会 」 の 開催 
日 時 : 令 和 2 年 6 月 9 日 ( 火 ) 14 時 00 分 て 


場 所 : 協 会 9 階 会 議 室 

内 容 : 当 協 会 の 広報 活動 に 関す る 諸 課 題 、 地 下 
次 等 の 普及 発展 、 利 用 促進 、 マ ナー ポス ター 
寺 の 作成 ・ 盛 欧 に つい て 、 調 査 ・ 検 討 を 行 
うた め 、5 事 業者 、 6 名 の 参加 の 下 、 広 報 
活動 に 関す る 諸 方 策 に つい て 検討 ・ 協 議 す 
る と と も に 、「 マ ナー ポス ター」 及 び 「 マ ナー 
リー フレ ッ ト 」 の 募集 要項 等 に つい て 協議 ・ 
決定 し た 。 


人 @ 整 備 新幹線 等 鉄道 調査 会 、 鉄 道 議員 連盟 役員 
合同 会 議 (自由 民主 党 主 催 ) で の 要望 活動 


日 時 : 令 和 2 年 7 月 2 日 ( 木 ) 13:00 て 14:00 

場 所 : 目 由 民 主 党 

内 容 : 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 鉄道 事業 へ 

の 影響 に 関す る 関係 団体 か ら の ヒア リン グ 

実施 に 対し 、 当 協会 か ら 波多 野 専務 理事 ほ 
か が 出席 し 、 代 表し て 専務 理事 が 、 新 型 コ 
ロナ ウイ ルス に よる 影響 、 各 地下 鉄 事業 者 
の 対応 状況 、 今 後 の 見 通し を 説明 し た うえ 
で 、 有 要望 事項 の 実現 を 要請 し た 。 





介 令 和 2 年 度 広報 の 制作 ・ 啓 発 部 会 」 の 開催 


日 時 : 令 和 2 年 7 月 10 日 ( 金 ) 10 時 00 分 て 

場 所 : 協 会 5 階 会 議 室 

内 容 : 地下 鉄 等 の 普及 発展 、 利用 促進 、 マ ナー 
の 啓 革 」 を 図る た め 、 今 年 度 の デザ イン 案 
(内 容 を 含む ) を 秋 議 ・ 決 定 す る た め 、5 
事業 者 、6 名 の 参加 の 下 、 応 募 が あっ た ブ 
レ ゼ ン 企 業 の 提出 案 に つい て 検討 ・ 協 議 し 、 
令 和 2 年 度 の ' マ ナー ボ ポス ター」 及 び ' マ 


ナー リー フレ ッ ト 」 の 制作 事業 者 と デザ イ 
ン 案 を 決定 し た 。 

今年 の 「 マ ナー ポス ター」 及 び 「 マ ナー 
リー フレ ッ ト 」 に つい て は 、 9 月 上 旬 に 制 
作 し 、9 月 中 旬 に 記者 発表 の 後 、 関 係 者 に 
配付 を 開始 する 予定 で ある 。 


@⑯ 流 和 3 年 度 予算 概算 要求 前 の 要望 活動 」 を 実施 


令 和 2 年 7 月 31 日 ( 金 ) に 、 今 年 度 は 、 新 型 コ ロ 
ナウ イル ス 感 染 症 拡大 の 影響 の ため 、 訪 問 人 数 は 必 
要 最 小 限 と する 等 の 国 か ら の 要請 も 踏ま ほえ 、 当 協会 
の 波多 野 専務 理事 か ら 、 令 和 3 年 度 予 算 概算 要求 前 
の 予算 要望 活動 を 、 国 土 交通 省 の 木村 審議 官 (鉄道 
局 担当 ) 並び に 総務 省 の 渡邊 稚 議 官 (公営 企業 担当 ) 

に 面談 し 、 有 要望 時 治 動 を 行い まし た 。 また 、 国 士 突 通 
人 和伸 人 、 環 境 省 地球 環境 局 
較 に ーー ア に も 、 要 活動 を 行い まし た 。 

(前 掲 ・ 協 会 活動 リポ ー ト 参照) 


人 @ 全 国 地下 鉄 輸送 人 員 速 報 の 公表 





〇 5 月 20 日 に 、 令 和 2 年 3 月 ・ 吉 報 値 

〇 6 月 23 日 に 、 令 和 2 年 4 月 ・ 速 報 値 

〇 7 月 21 日 に 、 令 和 2 年 5 月 ・ 速 報 値 

を 、 そ れ ぞ ね れ 国土 交通 記者 会 な ど に 配布 し 、 公 表し 
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【 総 務 省 の 人 事 異動 (抜粋 )】 
新 
【 令 和 2 年 7 月 15 日 付 】 
大 臣 官 房 審議 官 (公営 企業 担当 ) ーー 官房 付 
出向 大 臣 官 房 審議 官 (公営 企業 担当 ) 
【 財 務 省 大 臣 官房 付 へ 】 
【 令 和 2 年 7 月 19 日 付 】 
辞職 大 臣 官房 審議 官 (財政 制度 ・ 財 務 担 当 ) 併任 内 閣 官房 副長 官 補 付 
【 地 方 職員 共済 組合 理事 命 地方 共済 事務 局長 事 | 命 内 閣 官房 全 世代 型 社会 保障 検討 室 次 長 ) 
務 取 扱 へ 】 
【 併 任 解除 】 
【 免 】 
| 只 和 2 年 7 月 2 昌 重 -。。 キ お つっ つっ つっ つや ね や お や っ つっ ね つつ べべ べべ 
大 臣 官 房 長 内 閣 官房 内 閣 総務 官 室内 閣 総務 官 併任 内 閣 人 事 局 人 事 政 策 統括 官 原 ジ 
【 併 任 解除 】 命 内 閣 官房 皇室 典範 改正 準備 室長 命 皇位 継承 式典 事務 局 次 長 併 
【 免 】 任 内 閣府 大 臣 官 房 ) 





【 免 】 
【 併 任 解除 】 


キー iR 本 財務 担当 ) 地方 公務 員 共 済 組合 連合 会 理事 馬 場 竹 次 朗 
【 併 任 内 閣 官房 副長 官 補 付 命 内 閣 官房 全 世代 
型 社会 保障 検討 室 次 長 】 

中 半 還 半 

消防 庁 倫理 監督 

二 消防 店 長官 命 消防 庁 倫理 監督 官 
免 

【 内 閣 官房 内 閣 審 議 官 (内 閣 官房 副長 官 補 付 ) 命 

内 閣 官房 まち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 本 部 事務 局 地方 創 

生 総括 官 へ 】 

出向 自治 財政 局 財政 課長 併任 消防 店 国民 保護 ・ 防 災 部 参事 官 
【 内 閣 官房 内 閣 審 議 官 (内 閣 官房 副長 官 補 付 ) 命 

内 弟 房 沖縄 連絡 室 室 員 命 内 閣 官房 番号 制度 推 

進 室 審議 官 命 内 閣 官 房 ギ キャ ン ブ ル 等 依存 症 対策 

推進 本 部 事務 局 審議 官 へ 】 

【 併 任 解除 】 

治 財政 局 財政 課長 治 財政 局 交 付 税 課長 

【 併 任 中 時計 防災 





目 治 財政 局 公営 企業 課長 内 閣 官 房 内 閣 参事 官 (内 閣 総 務 官 室 ) 併任 内 閣府 大 臣 守 
【 併 任 内 閣 官房 内 閣 参事 官 (内 閣 総務 官 室 ) 併任 | 務 課 担当 ) 命 皇位 継承 式典 事務 局 参事 官 ) 

内 閣府 大 臣 官房 参事 官 (総務 課 担当 ) 命 皇位 継 

承 式典 事務 局 参事 官 】 
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新 旧 氏 名 
総合 政策 局長 大 臣 官房 付 石 田 優 
国土 交通 審議 官 大 臣 官房 長 野 村 正 史 
大 臣 官房 長 鉄道 局長 水 財 知 
鉄道 局長 海上 保安 庁 次 長 上 原 浮 
(お ( 央 誠人 
都市 局長 大 臣 官 房総 括 審議 官 箇 真 一 
大 (8 人 区 記 、 人生 ) 
辞職 大 臣 官房 技術 審議 官 (都市 局 担当 ) 徳 久 
大 臣 官房 技術 審議 官 (都市 局 担当 ) 都市 局 市 街 地 整 備 課長 : 司 


総合 政策 局 技術 政策 課長 補佐 鉄道 局 都市 鉄道 政策 課長 補佐 


大 臣 官房 参事 証 (人 事 担当 ) 
都市 局 都 市 計画 課長 都市 局 ま ち づ く り 推 進 課長 
辞職 (7 月 20 日 付 ) (成田 国際 空港 株 式 会 社 執行 役 | 鉄道 局 都市 鉄道 政策 課長 
員 経 営 企画 部 門 経営 計画 部 戦略 企画 室長 ) 
rrzrmrrr 
we mW 
川 64 
野 達 



















鉄道 局 総務 課 危 機 管 理 室 大 臣 官房 運輸 安全 監理 官 付 企画 調整 官 沖 弘 雪 
出向 (観光 庁 総務 課長 ) 次 道 局 総務 課長 大 
次 道 局 総務 課長 航空 局 航空 ネッ トワ ー ク 部 航空 事業 課長 岡 野 まさ ざさ 子 


[29 月 1 日 人 ニニ ニニ 








出向 (内 閣府 大 臣 官房 審 議 官 (防災 担当 ) ) 大 臣 官房 審議 官 (都市 局 担当 ) 内 田 飲 也 
大 臣 官房 審議 官 (都市 局 担当 ) 大 臣 官房 付 望 月 一 範 
東北 運輸 局 次 長 鉄道 局 施設 課長 


鉄道 局 施設 課長 鉄道 局 安全 監理 官 
鉄道 局 安全 監理 家 関東 地方 整備 局 港湾 空港 部 長 


【 東 京都 交通 局 の 人 事 異動 (抜粋 )】 
新 旧 氏 名 
ez 


(公営 企業 管理 者 
交通 局長 福祉 保健 局長 内 藤 浮 
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令 員 名 薄 


( 令 和 2 年 8 月 現在 ) 
福岡 市 長 ) 
京 地 下 鉄 (株 ) 代表 取締 役 社長 ) 
大 阪 市 高速 電気 軌道 (株 ) 代表 取締 役 社長 ) 
(株 ) 代表 取締 役 社長 ) 
名 古屋 市 交通 事業 管理 者 ) 





横浜 
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選 
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下 4 
正 
洪 
咽 
咽 
rm 


交通 
東日本 旅客 鉄道 (株 ) 常務 執行 役員 鉄道 事業 本 部 運輸 車両 部 担当 ) 
小田 急 電鉄 (株 ) 常務 取締 役 執行 役員 交通 サー ビス 事業 本 部 長 ) 
電鉄 (株 ) 専務 取締 役 ) 
東 葉 高速 鉄道 (株 ) 常務 取締 役 ) 
政策 研究 大 学院 大 学 特別 教授 政策 研究 セン ター 長 ) 

般 財 団 法人 計量 計画 研究 所 代表 理事 ) 

般 社 団 法人 公営 交通 事業 協会 理事 ) 

般 社 団 法人 日 本 民営 鉄道 協会 常務 理事 ) 

般 社 団 法人 日 本 地下 鉄 協会 専務 理事 ) 

育 玉 高速 鉄道 (株 ) 取締 役 鉄道 統括 部 長 ) 

税理士 郭 税 理 士 事 務 所 ) 
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SUBWAY (日 本 地下 鉄 協会 報 第 226 号 ) 
公式 ウェ ブサ イト http://www.jametro.Or.jD 
令 和 2 年 8 月 28 日 発行 

逐 生 、 還 

和 波多 野 芋 

編集 協力 「SUBWAY」 編 集 委員 会 

印 刷 株 式 会 社 丸井 工 文 社 

発行 所 一般 社団 法人 日 本 地下 鉄 協会 
〒101-0047 東京 都 生 代 田 区 内 神田 2-10-12 

内 神田 すい すい ビル 9 階 

電話 03-5577-5182 人 0 
FAX 03-5577-5187 
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交通 省 都 市 局 橋田 
総務 省 自 治 財政 局 川村 廣 4 
東京 地下 鉄山 広報 部 佐々木 雅 多加 (一 社 ) 日 本 地下 鉄 協 全 


令 和 2 年 8 月 1 日 現在 
「SUBWAY」 編集 委員 


妖 道 局 筐 森 竜太 郎 東京 都 交 通 局 
慶 司 阪神 電気 鉄道 帆 東 京 事務 所 


亜 


黄 栄 (一 社 ) 日 本 地下 鉄 協会 





東武 鉄道 株 式 会 社 





70090 型 外観 





70090 型 車内 





( 注 ) (一 社 ) 日 本 地下 鉄 協会 の 令 和 2 年 度 広報 事業 の 一 と し て 作成 し た クリ アフ ァイル 





札幌 市 交通 局 













東日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 東 女 電鉄 株 式 会 社 


回 還 邊 5 「 


阪 如 電 鉄 株 式 会 社 東武 鉄道 株 式 会 社 
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京 当行 電鉄 株 式 会 社 名 古屋 鉄道 株 式 会 社 京王 電鉄 株 式 会 社 


鉄道 は 、 二酸化 炭素 (coz) の 排出 量 が 
= 自家 用 乗用 車 の 約 147%、 
会 社 バス の 約 33% と 非常 に 少な ぐ 、 
] 人 に や さ し く 、 環境 に や さ し い 乗り 物 で す 。 
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10 周 年 を 記念 し で 
マナ カ グ ッ ス を 続々 発売 ! 
お 得 な キャ ン ペ ー ン を 

















バス を ご 利用 の 場合 、 


マイ レー ジ ポ イン ト 
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※ マ ナカ の 詳細 に つい て は 、 交通 局 ウ ェ ブ サイ cee 名 古屋 市 交通 局 


kAAAAA244444A424A。 4 





